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　プロローグ　『────』




　あの日、世界の終わりの場所で。




『ふり向いた遥はるか向こうに見えるモノ』

　黄昏竜アマデウス。

　セラの虚きよ像ぞうの、その実像だと名乗る竜りゆうは厳おごそかな声でそう言った。

「……え？」

　穢歌の庭エデンに堕おちた少年がきょとんとした面おも持もちで目を瞬またたかせる。

　竜との別れ際のことだ。突とつ然ぜんにそう告げられたこともあるが、それ以上に、その言葉の示す意味がくみ取れなかった。

「あ、あの……」

『今ではない』

　前ぶれなく、その黄昏竜アマデウスが鋭えい利りな頭部を天上へと持ちあげた。

『今ではない。だが遠からずして、お前は必ずや楽園幻げん想そうに続く道へとたどりつく。心して歩け。その道の途と中ちゆうで見過ごせば二度と見つからない。だがもしも、お前が真なる楽園を見つけることができたなら、その時は────』

　黄昏竜アマデウスが言葉を句切る。

　眼下の少年がその真意を解さないまでも、記き憶おくに留めておくに十分な時間をあけて。

「……その時は？」

　何より。

　少年がそう問い返してくる瞬しゆん間かんを、見届けるために。

『その時は、お前が──』







『待ち人の願う楽園へとたどりつく。ただそれだけのことさ』







　第七章　『空白からつぽの洗礼』







　　　　１




　穢歌の庭エデン・第六鏡界──




　黒い風。

　大量の土砂を巻き上げる突とつ風ぷうが、断だん崖がいの真下から突然にして吹ふき上がった。

「……ぐっ!?」

　目に砂を受けた桜色の髪かみの少女が、突風に煽あおられて後ずさる。

「モニカ！」

　虚こ空くうに浮ういた浮遊島ラグーンを蹴けって、シェルティスは彼女のもとへと跳とんだ。

　……なんて風だ。

　跳んだ瞬間、自分の身体からだが突風の勢いに押し返される。体重の軽い少女くらい簡単に吹き上げられてしまうかもしれない。

「モニカ、目は」

「……小さな砂が入っただけだ。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと見える」

　真っ赤になった両目の端はしを手の甲こうでぬぐいながら言う彼女。

　モニカ・イスペラント。鮮あざやかな桜色の髪が印象的な少女だ。青みがかった灰色の双そう眸ぼうと落ちついた口調、そして持ち前の気き丈じようさで部隊を牽けん引いんする部隊長でもある。

「ヴァイエルも、助かった」

「ったく。んな無理して前出ようとするからだってんだ」

　モニカの後ろに立つのは大おお柄がらな金きん髪ぱつの青年だ。

　ヴァイエル・バッハベル──彼がとっさに背中を支えていなければ、姿勢を崩くずしたモニカはそのまま後ろに倒たおれていたかもしれない。

「ほら、目んなか洗い流しとけ」

　ヴァイエルがバックパックから取りだしたのは小さな水すい筒とうだ。

「だ……だけど、気持ちは嬉うれしいがここで貴重な時間を使うわけには」

「阿あ呆ほう。ここがどこだか言ってみろ。目に入った砂利じやりがホントにただの砂利だっていう保証がどこにある？」

　ぐっ、と息をこらえてモニカが押おし黙だまった。

　穢歌の庭エデン。

　全てを侵しん食しよくする猛もう毒どくの魔ま笛てきに覆おおわれた空間だ。足あし下もとの大地だって、見た目こそ砂利だが猛毒の鉱物であっても不思議じゃない。

「手当しておこうモニカ、僕もヴァイエルの言うとおりだと思う」

「……シェルティス」

「ユミィは追いかけなきゃいけないけど、追いかける僕らが疲ひ弊へいしきってたら何の意味もない。目的地があと少しってわかってるなら我が慢まんもできるだろうけど、まだ先がどれだけ続いてるかもわからないから」

　モニカにも伝わるようまっすぐ目の前を指さしてみせる。

　立ちはだかるのは断崖絶ぜつ壁ぺき。

　見下ろせば、その向こうにはどこまでも無む明みようの闇やみが広がる深い穴。唯ゆい一いつの足場となるのが、虚空に浮かぶ無数の小さな岩だ。まるで空に浮かぶ浮遊島ラグーン。理り屈くつまではわからないが、それが空中にいくつも浮かんでいる。

　大きさは直径で一メートル前後だろう。浮遊島ラグーンと浮遊島ラグーンの距きよ離り自体は二メートルほどで、今はそれに飛び移りながら下に降りていっている最中だ。

「わかった……」

　素直にうなずいてヴァイエルの水筒を受けとるモニカ。彼女が目の処置をしている間に、シェルティスはじっと眼前の浮遊島ラグーンを見すえていた。

　……ユミィ。

　……どこまで先に進んでるんだ。

　異い篇へん卿きよう最後の一人である空白イグニドを追っているユミィ。どこまで下に進んでいるかはわからないが、おそらくかなり深部にまで到とう達たつしているはず。

　そんな彼女を追いかけているのが自分たち三人。

　穢歌の庭エデンの上部エリアでは、本ほん陣じんである天結宮ソフイアの部隊が異篇卿と戦っているという状じよう況きようだ。千せん年ねん獅しや巫み女こをはじめ、錬れん護ご士したちや百人を超こえる巫女見習いといった総力がこの本陣に固まっている。

「二人とも待たせた、もう大丈夫だ」

　濡ぬれた目元をぬぐうモニカ。

「それにしてもさっきの突風は……」

「多分だけど、世界喰ぐらいの王が上に昇のぼっていったからだろうね。あの巨きよ体たいなら、遅おくれてやってくる上じよう昇しよう気流もあれくらいにはなる」

「あの怪かい物ぶつじみた幽ゆう幻げん種か……」

　自分たちを無視して遥か上空まで浮ふ上じようしていった個体だ。

　直径何百メートル。いや、何千メートルあるだろう。あまりに巨きよ大だいすぎるせいで真下から眺ながめてもその全ぜん貌ぼうが把は握あくできなかった。

　……おそらくアイツの狙ねらいは浮遊大陸そのもの。

　……氷結鏡界が消えた今、幽幻種の侵しん攻こうを止める障害は何一つ残ってない。

「急ごう」

　自分に言い聞かせるつもりでシェルティスは口にした。

「時間がない。先に進んでるユミィもそうだし、浮遊大陸だって、もうあとどれくらい侵攻に耐たえられるかもわからないから」

「もちろんだ。この先、場合によっては多少の無理も通していこう」

「……ったくよ」

　十字棍ロザリオをモニカが持ちなおす。そのすぐ後ろに立つヴァイエルも、最初から愛用の拳鉄甲ナツクルダスターを両りよう腕うでに嵌はめた状態だ。

「行くよ」

　崖がけ際ぎわの大地を蹴ってシェルティスは跳んだ。

　直径一メートルほどの浮遊島ラグーンに着地。足場となる岩の強度を着地一歩目で確かめ、二歩目で軽い助走、早くも三歩目で次の浮遊島ラグーンへ跳ちよう躍やくする。

　が。

「またか！」

　突然に吹きすさぶ風が、黒の上着を勢いよく上に跳はね上げた。

　──下からの風。

　──さっきの突風ほどじゃないけど、跳んでる最中に煽られると危ないか。

「シェルティス、風が」

「わかってる。落ちついて進んでいくから、モニカとヴァイエルもあわせて」

　風鳴りから風の強さを事前に推おしはかる。新しい浮遊島ラグーンに飛び移り、風を読み、さらに新しい浮遊島ラグーンへと移っていく。

　……落ちつけ。

　……ここで焦あせったところでしょうがないのに。

　頭でどれだけ強く思っていても、胸の早はや鐘がねは鎮しずまるどころか加速する一方だった。

　……ユミィ、どこにいるんだ。

　穢歌の庭エデンをたった一人で進んでいるはずの彼女。
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　すでにイグニドか、そうでなくてもセラの虚きよ像ぞうの襲しゆう撃げきを受けている可能性だって決してゼロじゃない。覚かく悟ごの上だったとはいえ、ユミィが一人のままは不安が残る。

　──必ず合流するから。

　──だからユミィ、それまでどうか無事で。




　　　　２




　穢歌の庭エデン・第七鏡界。




　見み渡わたすかぎりどこまでも巨大な水すい晶しようが連なり、満ちている世界。

　蒼あおく輝かがやく水晶の発するおぼろげで幻想的な煌きらめき。

　頭上には虹にじ色いろに輝く極光オーロラ。

　大気は奇き妙みような質量をもった波動によって満たされ、さざ波にも似た音が静かに天上へと浸しん透とうしていく。

「────」

　そこに一人佇たたずむのは、漆しつ黒こくの装いに身を包んだ異篇卿だった。

　金ボタンに彩いろどられた漆黒のスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付き帽ぼう。黒を基調とした衣装の中で、純白の手て袋ぶくろだけが混こん沌とんとした調和を保っている。

　……イグニド。

　……こうして話すのは二度目？

　黒の異篇卿を食い入るように見つめるのは、白の法衣を羽織った巫女だった。

　ユミィ・エル・スフレニクトール。

　淡い黄金色オフゴールドの髪に色いろ鮮あざやかな翡ひ翠すい色の双眸が印象的な少女。宝石のような色味の髪と瞳ひとみに、愛らしく優しげな顔だちが可か憐れんに映はえる。

　だが。

　そんな美しい髪もいまは汗あせと突風とで乱れ、真白い雪のような色の法衣もそこかしこに泥どろが付着していた。愛らしい顔だちにも、異篇卿を目の前に憔しよう悴すいと緊きん張ちようそして困こん惑わくの感情が色いろ濃こく浮かんでいる。

「どうしました？」

「…………」

「そんなに疑い深そうな目で私を見ちゃって。もったいない、せっかくの可愛い顔が台無しですよ」

「あなたは──」

　こくんと喉のどを鳴らし、ユミィは一度大きく息を吞のみこんだ。

「あなたは本当に異篇卿なんですか」

「おや？　それはどういう意味でしょう？　あなたたち巫女の至し宝ほうである第七天音律ソフイア・コードを奪うばって穢歌の庭エデンまで逃にげてきた時点で、私が──」

「ごまかさないで」

　空とぼける隙すきも与あたえたくない。

　わずかに首を横にふりながら、ユミィは口早に二の句を告げた。

「あなたは全てが不自然すぎます」

　帽子の下に隠かくれた表情をじっと睨にらみつけながら。

「今までも塔とうの警備をかいくぐって私の部屋に侵は入いってきたり、春蕾シユンレイを誘ゆう拐かいしたことも、巫女しか知らない第七天音律ソフイア・コードのことを知っていたことも全部そう。そんなの天結宮ソフイアに通つう謀ぼう者がいるにしたって無理がある。それに……」

「私が塔の最上階に侵入する際、あなたそっくりに変装したことも、ですね？」

「っ！」

「当然、誰だれしもが気にすることですよ。変装された本人ならなおさらのこと。この異篇卿は何者なのかって。そうでしょう？」

「…………」

　うなずくまでもない。

　気がかりだったのは、レオンと春蕾までもが同じことを言っていたことだ。法衣はもちろん姿も声も、話し方まで自分とそっくりであったと。

「ええ、ですから最初に言ったとおりです。少しだけ私の話をしましょうってね。これは私の為ためでもあり、同時にあなたの為にもなる話なんだから」

　目ま深ぶかにかぶった鍔付き帽の下、唇くちびるを笑みのかたちにつりあげる異篇卿。

「ちょっとした昔話ですよ。三年前に天結宮ソフイアで起きた些さ細さいな事件。気を張らず、身体からだを休めるついでと思って聞いてくださって構いませんよ」

「三年前？」

　とくんと心臓が一際強く鼓こ動どうを打った。

　三年前。そう聞かされて、ユミィが咄とつ嗟さに思い浮うかべる事件が一つだけある。忘れもしない。シェルティスが穢歌の庭エデンに堕おちた時だ。

　そして、おそらくはイグニドが考えている話というのも──

「半分正解だけど半分不正解」

「っ!?」

「いま、シェルティスのことを考えていたでしょ？　三年前というのはシェルティスが塔から堕ちた時のことで間ま違ちがいないって」

「な、なんで──」

「わかりますよ。だって私なら迷わずそう考えるから。私がそう考えるんだから、あなたがそう考えないはずがないんです。ねえユミィ？」

　漆黒の帽子の鍔を、ほんのわずかだけ上に持ちあげて──




「わたしたち、よく似てると思わない？」




「──────っ、その……声っ!?」

　驚きよう愕がくをこえて恐きよう怖ふすら覚えた。

　いま、目の前の異篇卿の唇からこぼれた声は……まるで……

「あなたそっくりでした？　別に無理やり声を似せたわけじゃないですよ。むしろこの、男性っぽく話す方がはるかにキツいんだから」

「…………」

　自分そっくりの声だった。いや、もうそっくりという次元ですらない。録音された自分の肉声をそのまま流された気分だ。

「あなた……本当に何者なの……」

「────」

「あ、あなたは」

「──────────────呆れた」

　不意に。

　嘆たん息そくにも似た吐と息いきとともに、目の前の異い篇へん卿きようはそう言い捨てた。

　さっきの声。

　自分ユミイとまったく同じ声こわ音ねで。

「あーあ、さすがに呆れちゃった。春蕾はもしかしてって思ってたみたいだし、これがメイメルなら一いつ瞬しゆんでパっと閃ひらめいてくれるのになぁ」

「え？……え？　あ、あの……」

「今のでわかると思ったんだけど、さすがにこの鈍どん感かんぶりは計算外。逆にどこから話せばいいかコッチが困っちゃうじゃない」

　肩かたをすくめ、まるきり横おう柄へいな口調で独り言のように呟つぶやいてみせる。豹ひよう変へん。さっきまでの丁てい寧ねいすぎるほど畏かしこまった様子と正反対だ。

「ねえユミィ？　貴女、本当にわたしがわからない？」

「っ」

　コツ、と靴くつ音おとを立てて異篇卿が近づいてくる。まるで無警けい戒かい。こっちの思おも惑わくなんかお見通しとでも言わんばかりの歩調だ。

「天結宮ソフイアにわたしが侵入したのは二度。そのうち一度は最上階で第七天音律ソフイア・コードを奪うため。だけどその前に一度、わたしは貴女の部屋にまで侵入してみせた。巫み女このフロアを堂々と歩いて。見張ってる警備隊にも見つからずに」

「……そ、そんなのわたしだって覚えてる！」

　だからこそ気になって、だからこそ突つきとめようと追ってきたのだ。

　目の前の異篇卿の正体を。

「そしてとうとう、わたしは塔の最上階から第七天音律ソフイア・コードを奪ったわ。アレの存在を知ってるのは巫女、あとは巫女の最終試験を受けた巫女見習いだけ。でも第七天音律ソフイア・コードの譲じよう渡と方法までは巫女見習いも教わらない。それは巫女だけが口く伝でんによって代々伝えられてきた秘術。つまりわたしの正体は巫女以外に考えられない。そうでしょ？」

「そ、それは……」

「素直に考えればいいの。犯人は巫女で決まり。じゃあ、そんなわたしは誰かしら。よく思いだして。第七天音律ソフイア・コードを奪った時、わたしは誰の変装をしていたの？　レオンも春蕾も、あの警戒心の強いホルンだって騙だまされるくらいそっくりに、わたしは誰に変装していたかしら？」

　……

　……なにを……言ってるの？

　そう言いたくて、だけど喉が緊張で渇かわききって言葉にならなかった。

　頭の後ろがひどく痛い。耳鳴りが鐘かねのようにひびいて、心臓までもがズキンズキンと痛みだす。

　目の前の異篇卿は何を言っているんだ。

　それは……まるで……

　まるで目の前の人物の正体が…………

「ねえ、もうやめにしましょ？　気づいてないフリしてないで、もうさすがにわかるよね？　わたしが誰なのか」

「────やめて！」

「やめる？　やめるって？」

　空とぼけた口調で聞き返す異篇卿。

「だって……あなたの言ってることは…………」

「それで正解。あなたが胸に思い描えがいてる人物がそのままわたしの正体だもん」

「っ！」

　漆しつ黒こくの鍔付き帽にイグニドが手をかける。

　そして彼は──

　いいえ、彼女は…………

　わたしの前で、その帽子を高々と空へと放り投げた。




「あなたが思い浮かべてるのは、あなた自身。そうでしょう？」




　まず目に飛びこんできたのは、淡い黄金色オフゴールドに輝かがやく長ちよう髪はつだった。

　横よこ髪がみと後ろ髪を留めるピンが外されて、自由になった髪が肩をこえて背中まで伸のびて、ふわりとなびく。

「──ふぅ。やっぱり帽子かぶってると髪が邪じや魔まね。いっそ切れば良かったかな？」

　青みがかった翡翠色の双そう眸ぼうでいたずらっぽく微ほほ笑えむ彼女。

　可愛らしい面おも立だち。メイメルやホルンのような大人らしい美人顔ではないけれど、愛あい嬌きようのある笑顔の似合う相そう貌ぼうの少女だった。

　……

　……うそ、でしょう？

　他人のそら似とは次元が違ちがう。

　毎日、鏡で見ている自分の顔がそこにはあった。

「シェルティスにわからないよう苦労したんだから。こんな黒い服も靴くつも」

　自分の足下を指さす彼女イグニド。

　──その仕草にようやく気づいた。

　その靴が、男性用に見せかけた女性用であるということに。

　身長を底上げするために内側にヒールが仕込まれた男装靴。

　黒のスーツも肩かた幅はばを持たせるためにパットが取りつけられて、体型も少女とわからないようわざわざ男性用に仕立ててある。

「…………」

　声がでない。

　もしやという気持ちは薄うす々うすとあった。イグニドの言う「正体」で、思い浮かぶのは明確にたった一人の人物だけだった。

　……だけど。

　……でも、そんなはずが…………そんなことって。

「好いい表情。ずっとその表情を見たかった」

　わたしの顔をした異篇卿がくすっと微笑む。

　ぞっとするほど怖こわい笑顔。

　自分と同じ顔だちで。

　だけどその表情は、とうてい自分にはできないであろう凍いてついた微笑みだった。

「そう。空白わたしの正体はユミィ・エル・スフレ────」

「やめて！」

　気づいた時には、肩で息いきをしながらユミィは全力で叫さけんでいた。

「……本当に誰だれなの？」

「わたし？　わかってるんでしょ、わたしは貴女。双ふた子ごでも他人のそら似でもない、一人の少女から羽ばたいた二つの運命のうちの一つ」

　口元の笑みを消してイグニドが胸に手をあてる。

「そう、三年前のあの日。わたしたちは別々の運命をもって生まれたの」

「……それが、さっき言っていたことにつながるの？」

　天結宮ソフイアで起きたという事件。

「思いださせてあげる。三年前、シェルティスが穢歌の庭エデンに堕おちた時に起きたもう一つの事件。私とあなたが生まれた日のこと」

　胸に手をあてて。

　鮮あざやかな翡ひ翠すい色の瞳ひとみでこちらを睨にらみつけながら、黒スーツの異篇卿はうなずいた。

「全ての忘ぼう却きやくされた子供たちの物語。あなたとシェルティスが失い、わたしだけが覚えている三年前の真実すべてを────」







　第八章　『悲しみの共鳴と希望のゆくえ』







　　　　１




　浮ふ遊ゆう大陸・第二居住区──




　燃え上がる炎ほのおと、こだまする悲鳴。

　濃こ紫むらさき色の霧きりに包まれた家か屋おくが、その素材である軽鉄ごと浸しん食しよくされて泥どろのように反液状化して崩くずれ落ちていく。

　それも一つや二つではない。連れん鎖さするように、隣となり合った家屋が次々と崩ほう壊かいしていく。

　あるものは魔ま笛てきによる崩壊、そしてあるものは──

「……炎か」

　噴ふき上がる火の粉こを睨にらみつけるのはスーツ姿の女性教官だ。

　男性並の長身に紺こん色いろのスーツとネクタイを着用し、その口元には白はく煙えんの立ちのぼる糸のように細い煙草たばこをくわえている。

「導電ケーブルの切断による火花が、どこぞの家屋で燃え上がったな。風の具合によっては魔笛より面めん倒どうなことになるか」

「ユメルダ教官！」

　重じゆう鎗そうを構えた候補生が息を荒あらげながら駆かけよってきた。純白だったはずの儀ぎ礼れい衣いが、すでに砂すな埃ぼこりと擦すり傷きずで痛々しい色合いに染まっている。

「第八区画から第十一区画全域での出火を確認！　現在、第二プラントを多数の幽ゆう幻げん種が襲しゆう撃げき中。蓄ちく電でん器きが破は壊かいされ、そこからの出火によるものと思われます」

「見ればわかる」

　奥歯で煙草の端はしを嚙かみつぶしながら。

「第二プラントに一番近いのは？」

「第九班と第十七班です」

「結構。ではその二部隊を消火活動および応おう援えんに回す。急げ」

「は、はい！」

　一礼するや走り去っていく候補生。

「そのぶんこちらの守りが手て薄うすになるが、それはやむなしか。まったく、こんな老骨に鞭むち打うつハメになるとはな」

　煙草を吐はき捨すて、先せん端たんの火を靴先で踏ふみ消した。

　……さて、何体だ？

　濃紫色の霧をまとった奇き怪かいな獣けものたち。正面からゆっくりと近づいてくるのが三体。崩れ落ちる左右の家屋にも一体ずつ潜ひそんでいる。さらには後方から一体。

　計六体。いや──

「八か」

　頭上を旋せん回かいする有ゆう翼よくタイプが二体。

　囲まれている。前方、左右、後方、頭上。全方位からにじり寄るように少しずつ距きよ離りを詰つめ、包囲の輪を縮めてきている。

「私を場の司令官と読んだうえでか？　なるほど、賢かしこいじゃないか」

　そして正解だ。

　現在、巫み女こと千せん年ねん獅し、さらには錬れん護ご士と巫女見習いの大半が穢歌の庭エデンに出向いている。天結宮ソフイアでの総指揮をとる皇おう姫ひと錬護士筆頭をのぞけば、こうした居住区の守りを任されている者の多くが護士候補生。つまりは見習い期間の兵士だ。

　彼らを指揮するのが正護士。

　が、それでも数が足りないため、こうして指導教官自みずからが候補生の指揮を務めているエリアもある。

「で、私はどれから相手をすればいい？」

　直後。

　包囲の輪を縮めていた地上の六体が身を屈かがめ、突とつ然ぜんとして大地を蹴けった。さらに頭上を旋回していた二体もまた、死角となる頭上から真っ逆さまに迫せまってくる。

　──八体襲撃。

　全方位、それもまったく同じタイミングでの襲撃だ。

「っ、上策だ」

　またたく間に迫る敵意。

「撃げき墜ついされたとしても一体か二体と読み、残りの半数以上で確実に仕留めに来たか」

　巫女の結界術式でもないかぎり、護士の武器で全方位を同時に攻こう撃げきする性能の物はない。剣けんはおろか銃じゆうでも鎗やりでも必ずどこかに死角が生まれる。

　そう、八体もの個体による同時襲撃ならばなおさら──

「二体足りなかったな」

　冷ややかな口調で教官が応こたえたのは、まさにその直後だった。

　その手に握にぎられているのはたった一本の漆しつ黒こくの鞭むち。

　キャットオブナインテイル。鞭そのものが十メートルという常識外れの長さであり、さらにその先せん端たんが九つに分かれた特とく殊しゆな形状。

「一つだけ貴様らに教育だ。護士の持つ武器の中でただ一つ例外的に──」

　漆黒の鞭が大きく振ふりあげられる。その勢いを殺さぬよう身体からだをひねり、その流れを肩かたから腕うでへ、腕から手首へ。

「この武器だけが、全方位への同時攻撃を可能とする」

　ヒュォッッ！

　空間を切りさく甲かん高だかい唸うなりとともに、九つに分かれた鞭の先端がさらに細く長く分ぶん岐きし、百を超こえる打だ撃げきとなって八体の幽幻種の悉ことごとくを薙なぎはらった。

　頭上、前方、左右、後方。

　その射程圏けん実に十五メートル。上空も地上も無差別に、そこにいる敵全てを打ちすえ、そして殲せん滅めつさせる。

「いかんな、力が入らない。さすがに現役時代と比べるとこのザマか」

　鞭を手にしたまま奥を見つめる。

「…………」

　遥はるか地平線。

　第二居住区のさらに奥、第三居住区と自然区の区界だろう。

　真っ青な天上に忽こつ然ぜんと亀き裂れつが走っていた。最初は一本の線でしかなかったものが見る間に拡がっていき、そこから濃紫色の霧が噴きだした。

　──あの霧状の粒りゆう子しに見えるもの全てが幽幻種だというのか？

　何百個体。

　下手をすれば千に届くかも知れない。あの大群がじきにここまで押しよせてくる。

「リハビリ相手としては無む駄だに数が多いな。どうするか……」

　左胸から次の煙草を取りだして。

「っ！」

　刹せつ那な、取りだしたばかりの煙草を宙に放りすて、女性教官は大地を蹴って身を後方へと投げだした。

　衝しよう撃げき。

　強化アスファルトで舗ほ装そうされた路面がガラスのように割れ砕くだけ、地面が陥かん没ぼつ。

　黒い土つち煙けむりが噴ふん火かのごとき勢いで舞まい上がる。

「──いきなりご挨あい拶さつじゃないか」

　二枚の翼つばさをもった巨きよ大だいな竜りゆう型幽幻種。

　前まえ脚あしが極きよく端たんに退化したかわりに、その雄お々おしい後ろ脚で堂々と立ちはだかるその姿は、遥か彼方かなたの浮遊島ラグーンに生息する疾竜ワイバーンを彷ほう彿ふつとさせる。

「貴様が、先の八体の統率役か？」

　怪かい物ぶつは応えない。

　ただその圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんが、問いに対する答えをあまりに明確に教えてくれていた。

　……手間だな。

　眼前の大型個体の相手もそうだが、その遥か背後から迫りつつある無数の大侵しん攻こうもだ。今この場の戦力でアレを抑おさえきれる自信はない。

　……何割かは逃のがしてしまう。

　……となれば、天結宮ソフイア側での負担がさらに重くなる。

　あの白の巨きよ塔とうが、いつ目の前の家屋同様に崩れ落ちるか。それを想像するだけで胃いが激しく痛む。

「まったく、ようやく胃潰かい瘍ようが治ったばかりだというのに」

　上着であったスーツを脱ぬぎ捨て、さらに首元のネクタイも取りはずす。

　──何年ぶりだ。

　──指揮官としてでなく、一兵としてただひたすらに敵を殲滅するというのは。

　漆黒の鞭を携たずさえて。

　右う流りゆう・瞑メイ・ユメルダは不敵な笑みでもって怪物を睨み上げた。

「さて課外実習の時間だ。そう簡単に音ねを上げてくれるなよ？」
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　天結宮ソフイア22階、塔内医院──

　フロア一つがそのまま総合病院としての機能を備え、塔内における病人と負傷者を一手に担うだけの態勢が整えられている。

　だが。

　エリエが到とう着ちやくした時点で、22階はすでに想定を超える数の負傷者で溢あふれかえっていた。

　その構成はほとんどが護士で、それも候補生らしき顔ばかりだ。おびただしい出血をした者もいれば、魔笛に汚お染せんされたと思おぼしき者も。

　負傷者のあふれた通路で。

「イリスと一いつ緒しよに穢歌の庭エデンに行く!?　ダメだよ、華宮カグラってばなに言ってるの！」

　エリエは、包帯だらけの友人の肩を摑つかんで力いっぱい叫さけんだ。

「いえ……少し休んだら体力も回復しました。出血も止まりましたので動けます」

　うなずくのは小こ柄がらな護士候補生の少女だ。

　儀礼衣の下に隠かくれて見えないけれど、肩から背中にかけて包帯が何重にも巻いてある。頰ほおや手の甲こうにもぶ厚い絆ばん創そう膏こうが何枚も。

「私は大まじめです」

「大まじめだからなおさら困ってるんじゃん！　ダメだよ、絶対ダメ！　イリスがここに運んでくれるまで気を失ってたの忘れたの!?」

「当然覚えてません。だって気を失ってる間は意識ないですから」

「そんな理り屈くつっぽいこと言ってるんじゃなくて！　ああもう！」

　肩を摑んだまま華宮を力いっぱい揺ゆさぶった。

　……こんな悠ゆう長ちような状じよう況きようじゃなかった。

　……本当に、ついさっきまでどうなるか本気で怖こわかったんだから。

　遡さかのぼること数時間前。

　エリエと華宮は、二人だけで塔の地下にある隔かく離りフロアにいた。

　目的は機械水晶イリスの本体である人型機械体アンドロイドを修復すること。なにしろ皇姫サラから直じき々じきに頼たのまれた任務だ、華宮と協力して修復作業を慎しん重ちように進めていたものの、最後に立ちはだかったのが天結宮ソフイアに侵しん入にゆうした幽幻種だった。




〝敵はこいつ一体じゃありません。この地下にまで侵入してきたということは塔の大部分が侵しん略りやくされたということです。エリエ、急いでください！〟




「ホントにホントに……華宮が死んじゃうんじゃないかって、あたし本気で心配したんだからね！　あんなに動けなくなって……だからダメ！　絶対まだ安静にしてなきゃ今度こそ死んじゃうってば！」

「お、おおおお落ちついてててください、エ、エエ、エリエってば！」

　肩をがくがくと揺さぶられながら華宮。

「なに？」

「……で、ですから。私もただ無茶が言いたくての発言ではないんです」

　通路の長椅い子すから立ち上がる華宮。一いつ瞬しゆんよろめいたものの、その後はしっかり自分の足で立つことはできている。

「私が気を失っていた件ですが、どうも医師の診しん断だんによると負傷ではないらしいんです。意識を失うほどの出血や怪け我がなら、今ごろとっくに手術室に運ばれてます」

「……じゃ、じゃあ何が原因なの」

「コレです」

　真新しい儀ぎ礼れい衣いを華宮が指さしてみせる。

　この病院に運び込まれるまで着ていた物は魔ま笛てきに汚染され、イリスが浄じよう化かした時には服の繊せん維いがぼろぼろに溶とけ崩くずれていた。

「エリエも知ってのとおり、魔笛の光はとにかく複雑で奇き怪かいな症しよう状じようをもたらします。その光に触ふれたと同時に火傷やけどするものや、逆に凍とう傷しよう、猛もう毒どく、全身麻ま痺ひ、なかには直接に人の脳にダメージを与あたえるものがあって──」

「う、うん」

「それが昏こん睡すいや精神汚染、さらに人を失神させるという類たぐいです」

「…………」

　昏睡。それに失神。

　華宮が言わんとしていることを察し、エリエはこくんと息を吞のみこんだ。

「いや、私もおかしいとは思ったんですよね。訓練で気を失った時と違ちがって、なんだか強制的に脳の働きが弱まっていく気がして」

「……つまり、華宮が気を失ったのはケガじゃなくて魔笛のせいってこと？」

「それが医師の診断です」

　きっぱりとした口調で言いきる彼女。私の勝手な推測じゃありません、という心の声がその様子からもハッキリと読みとれる。

「イリスさんに浄化してもらったおかげで魔笛も消えて、意識も完全復活です。手術を要するほどのケガも無し。となれば戦線に復帰すべきと私は考えます」

「戦線？」

「モニカを追いかけて穢歌の庭エデンに向かいます。私も部隊の一員ですので」

「……うーん」

　そうきたか。

　腕うで組ぐみし、華宮の頭からつま先までをまじまじと見つめる。

　……気持ちはわかるんだよね。

　……シェルティスたちの部隊で一人だけ浮ふ遊ゆう大陸に残ってるわけだし。

「あたしはともかく、イリスと二人でってことでしょ。イリスがなんて言うか──」

「問題ありません」

　コツッ、と小さな靴くつ音おとが通路にこだました。

「むしろ華宮の容態がそこまで回復したのであれば幸いです」

「イリス？」

「お待たせしました」

　銀ぎん髪ぱつをなびかせる少女。

　愛らしげな面おも立だちに、深みのある赤い双そう眸ぼうがとても印象的だ。着ている家メ政イ婦ド調の服もあいまって、この騒そう乱らんのなかでも不思議と落ちつきを感じさせる。

「本フロア内の魔ま笛てき汚染者の浄化、完かん了りようしました」

「もう終わったの!?　だってまだほんの数分──」

「はい。全行程においてタイムロスを可能なかぎり消去しました。魔笛の浄化については、わずか数秒の遅ち延えんでも負傷者の容態を悪化させかねませんから」

　にこりと笑む彼女。

　イリス──もともとはシェルティスのネックレスに連結されていた機械水晶イリスだ。それが修復によって、こうして少女の姿をした機械として生まれ変わった。

　……でも本当にすごくない？

　……だって魔笛に汚染された護士の人たちは何十人ていたはずなのに。

「さすがサラ様に修復を頼まれただけありますね。天結宮ソフイアの大規模浄化施し設せつだってここまで早く浄化はできないでしょうに」

「お役に立てれば光栄です。それより先の華宮の件ですが──」

　華宮の真横にならび立つイリス。

「同行に関しては問題ありません。華宮の到着はシェルティスやモニカも待ち望んでいることですし、浮遊大陸の状況も気にかけている頃ころでしょう。状況伝達役として華宮の同行にはメリットがあります」

「そ、そっか！」

「……ずるい、なんで私の時は反対してイリスの話の時には納得してるんですか」

　むすっと頰を膨ふくらませる華宮。

「いやいや、だって華宮は当事者じゃん。公平な意見が欲しかったんだって。でもわかった。イリスが大だい丈じよう夫ぶって言うんだもん。あたしもう何にも言わないから」

「……当然です」

　ふん、と鼻を鳴らして華宮が腕組み。──と思いきや、そんな反応もほどほどに、彼女は真ま面じ目めな目でこちらを見つめて。

「それでエリエ、あなたはどうしますか」

「ん？」

「話のとおり私とイリスはこれから最上階に向かいますし、皇おう姫ひサラ様には私たちから話もできるはずです。となると検討すべきはあなたの方でしょう」

「……そっか、そだね」

　イリスの修復に頭がいっぱいでこの先のことは全く考えていなかった。

　地下からここに昇のぼってくるまでに出会ったのはほぼ全員が護士、残りの事務員は必要最低限の人員を残して避ひ難なんを終えている。

　──塔のなかで自分だけが一いつ般ぱん人。

「げ!?　なんかあたし一人だけ仲間外れっぽいじゃん、どうしよ!?」

「この下、10階にあるシェルター区画への退たい避ひを推すい奨しようします」

　真っ先にそう答えたのはイリスだ。

「居住区に住民登録されたエリエは居住区のシェルターへの避難が原則ですが、この状じよう況きよう下かで塔の外に出るのは危険です。このまま塔の避難エリアに逃にげこむのが最善の措そ置ちかと思われます」

「うぅ、どうしよ……」

　確かにイリスの言うとおりではあるけれど、塔の避難エリアに逃げても周りは塔の職員がほとんどだろう。せっかく逃げこんでも知りあいがいないというのはどうにも居い心ごこ地ちが悪い。その点、第二居住区の地下シェルターなら知りあいもたくさんいる。

「いや、イリスの言うとおりなんだけどさ、二ア羽ルのビ白レ鳥オの料理長とか、ほかにも居住区の友だちとかちゃんと避難できたのか気になって……」

「では第二居住区の地下シェルターまでお伴ともします」

「え？　そ、それはいらないよ！　時間ないんだもん、イリスは最上階に急がなきゃ！」

「いえ。この状況でエリエを塔の外に一人で出すわけにはいきません。第二居住区へということであれば私もお伴します」

「え、ええっ？　そ、そう言われると……」

　真顔のイリスにそう迫せまられて、エリエは頭を抱かかえこんだ。自分の足あし下もとを見下ろしながらしばらく無言で考えこんで。

「……わかったよ、あたしの負け。塔の10階に行くことにする」

　エリエは、小さく溜ため息いきをついてみせた。

「やっぱりイリスと華宮は早く最上階に行くべきだと思うの。紗砂シヤサちゃんだって待ってるし、穢歌の庭エデンの方だってシェルティスもモニカも大変だろうし」

「ありがとうございます。本ほん音ねを言うと、エリエがそう言ってくれるのを少し期待していました」

　微笑でもって応こたえるイリス。

「ちなみに塔の10階までの護衛は？」

「ううん、もう真下じゃん。一気に降りていっちゃうし、何かあってもそこらへんにいる護士の人に助けてもらうから大丈夫だって」

　椅い子すに載のっけておいたバックパックを背負う。

　中身はイリス修復用の工具一式、そして修復作業の合間に食べるつもりだったけど食べなかったお菓か子しでいっぱいだ。

「エリエ、避難エリアに着いたら私の名前を出してください。エリエが塔とうの関係者と知りあいだということを強調した方が受けいれる側も楽だと思います」

「あいよ！　んじゃ華宮もイリスも、気をつけてね！」

　二人に軽く手をふって、エリエは中央昇降機エレベータに向かって駆かけだした。
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　──エリエの姿が通路の奥へと見えなくなって。




「華宮、摑つかまっていてください」

「わっ!?」

　前まえ触ぶれなくイリスに背負われて、華宮は小さく声をもらした。

「現在、塔の上層フロアにて複数の魔笛反応を観測中。塔に侵しん入にゆうしたと思われる幽ゆう幻げん種を排はい除じよしつつ、これより塔の最上階に向かいます」

「そ、それはわかりますが……あ、あの……また私、おんぶですか？」

「その方が速いです」

　にっこり笑顔のイリス。こんな無む邪じや気きな笑顔でそう言われてしまうと、こちらも反対のしようがない。しかも流石さすがは機械少女。自分一人を背負っていながらよろめくどころか、この程度の重量では重さを感じてる素そ振ぶりすらない。

「では行きます」

「わ、わかり────まぁぁぁぁぁっっっ!?」

　グン、と真後ろに感じる強きよう烈れつな圧力。

　なんのことはない、イリスが初速から猛もう烈れつな速度で走りだしたのだ。

「喋しやべると舌した嚙かむので気をつけて」

「も、もっと安全運転でお願いしますぅぅぅぅぅっっっ！」

　はるか向こうだった通路の奥に一いつ瞬しゆんで到とう着ちやく。

　……は、速いなんてものじゃないです。

　背中におぶわれてるだけなのに、あまりの急加速に意識を一瞬失いかけた。レーシングカーどころかジェット飛行機の最大加速にも匹ひつ敵てきするほどの風圧だ。

「中央昇降機エレベータは使わないんですか？」

「一フロアにつき二・二秒以内に走破した場合、非常階段の方が速いです。幽幻種がフロア間を移動することを考えても、中央昇降機エレベータでは小回りがききません」

「な、なるほ────わわっ!?」

　非常階段の扉とびらを開けるなり、イリスが真上に跳ちよう躍やくしたのだ。螺ら旋せん状になっている階段を真上に跳とんで、たった一跳躍で一フロア分を飛びこえてしまった。

「いやー、やっぱり動く身体からだというのは良いですね。私、あの小さな機械水晶イリスの姿も移動はシェルティスに任せっきりで楽かと思ったんですよ。でもやっぱり自分で動けると、こう、なんだか胸弾はずむといいますか」

「だ、だからって移動が速す……ぴゃぁぁぁぁぁっっっっ！」

「あー楽しい！　私なんだか楽しくなってきました！」

　ふり返る横顔がもうキラキラ輝かがやいてしまってる。本当に、動けるのが嬉うれしくて仕方ないという表情だ。

「イ、イリスさん落ちついて、落ちついてください！」

「え？」

「……性格、変わってません？」

「…………こほん。失礼、取り乱しました。私としたことが」

　恥はずかしそうにぷいっと顔を背そむける機械少女。心なしか、フロアを跳び上がる勢いも落ちた気がする。

「あのですね、一つ聞いていいですか」

「体重以外なら何なりと」

「あぁ全身鋼鉄ですしね。心中お察しします……って違ちがいますよ。エリエのことです。本当に10階の避難エリアに向かってくれたのかどうか気になりませんか？」

　彼女、やけに物わかりが良かった。

　裏がある。あの場は、自分とイリスを最上階に進ませるために大人しく10階に行くととり繕つくろった気がしてならないのだ。

「私の個人的な見解では、五分五分でしょうね」

「五分で彼女を行かせたんですか？　もし本当にエリエが塔の外に出たら──」

「いえ、その場合に備えての対策も考えました。すでに私の知人に連れん絡らく済みです」

　……対策がある？

　……エリエが外に出たとしても、何らかの護衛手段があるということ？

　非常階段を上がり続けるイリス。

　その背中に揺ゆすられながら、華宮はじっと彼女の銀髪を見つめていた。

「想定済みというわけですか。本当に優ゆう秀しゆうですね、エリエの人ひと柄がらを理解してないとできない発想でしょうに」

「……まあ、それなりに長い間、人間の支し援えんをさせてもらっていますので」

　意外だった。

　華宮としては褒ほめたつもりだったけれど、当のイリス本人はなぜかバツの悪そうな声こわ音ねで、その言葉も妙みように歯切れが悪い。

　先の言葉のどこかが、イリスの繊せん細さいな部分に触ふれたのだろうか。

「華宮、警けい戒かい願います」

　そんな矢先、イリスの口調が不意に機械的なものになった。

「現在１４６階。三フロア上の１４９階において魔ま笛てき反応を計測中。三体の小型幽幻種がフロア内を高速で移動中です」

「こんな上のフロアに!?」

「職員の避難は完かん了りようしているはずですが、塔の軀く体たいが魔笛に侵しん食しよくされる前に排除します。しっかり摑まっていてください」

　イリスがわずかに身を屈かがめた刹せつ那な、すさまじい風圧が華宮を襲おそった。

　最大跳躍。二フロア分を一気に跳び上がり、残る一フロアを一息に駆け上がる機械少女。鋼鉄で出来ているはずの非常扉を一蹴けりで陥かん没ぼつさせ、あっという間に１４９階の通路へ。

「──銀単子を核コアに固定し、外がい殻かくにセラミック装そう甲こうをコーティング。破は壊かい限界を５０００倍に設定します。全工程完了まであと二秒」

　イリスが左手に握にぎる銃じゆうの銃把グリツプ。

　そこから銀色の筋が伸のび、宝石さながらの真っ青な合金がその細い線を覆おおうように銃じゆう身しんを形成していく。彼女自身よりも巨きよ大だいな対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフルだ。

「それは……っ！」

　思わず目をみはった。

　シェルティスの双そう剣けんを構築する場面は何度となく見てきたけれど、いまイリスが構築しているのはまさに自分用の武器なのだろう。

　──機械の身だからこそ扱あつかえる超ちよう重量兵器。

「迎げい撃げき装甲『ubinis-r-delis ment織りなす忘却の欠片たち』の全行程完了、これより排除行動へと移行します」

　背中に負った自分を片手で支え、残る片手で銀色の対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフルを構える彼女。まるで氷上を滑すべるように通路を疾しつ走そうし、中央昇降機エレベータのあるホールにまでたどりつく。

「っ、あそこです！」

　中央昇降機エレベータの真上にある天てん井じようがどす黒い染みになっている。

「天井を食いやぶってる!?」

　一目見て華宮は理解した。

　あの怪かい物ぶつは昇降機エレベータの昇降路シヤフトに潜もぐりこむ気なのだ。昇降路シヤフトの内ない壁へきを伝えば、２８０階付近までは直じかに上り続けることができる。

　──ここで止めないと！

「早くっ！」

　同時だった。華宮の声に反応した濃こ紫むらさき色の獣けもの二体がふり返るのと、イリスが銃の照準を昇降機エレベータ上部へと向けるのは。

「狙そ撃げきします」

　リィィィッッッッ──まるで鈴すず鳴なりのように清せい涼りような音がフロアに響ひびくと同時、緋ひ色いろの光の軌き跡せきを描えがいて無数の弾だん丸がんが放たれた。

　百を超こえる銃じゆう弾だんが二体の幽幻種の障しよう壁へきを跡あと形かたもなく破壊。

「すごい、天結宮ソフイアの自走式重機き関かん銃じゆうクラスの威い力りよくですか」

「いえ。まだ一体残っています。反応は──」

　刹那。

　華宮の優すぐれた聴ちよう力りよくは、すぐ真後ろで何かが這はいずるような音を確かに捉とらえた。

　ただ這いずるだけじゃない。

　そこにあるもの全てを腐くさらせ、侵食しながら近づく負の音ね色いろ。

「イリスさん、後ろです！　私たちの真後ろ！」

　警けい鐘しようは遅おそすぎた。気づいた時には、もう自分たちの足あし下もとの影かげと同化するほどの彼ひ我が。イリスが銃を撃うつには距きよ離りが逆に近すぎる。

　何より、猟りよう犬けんの姿をした幽幻種が飛びかかるには十分すぎる距離で──

「はい」

　めきっ、と音を立てて床ゆかがへこんだ。

　──イリスが、その超大型銃でもって幽幻種を叩たたきつぶしたのだ。

「え？　あ、あの？」

「叩きつぶしました。銃撃戦には近すぎたので」

　銀色の銃を無造作に持ちあげる。

　まるで巨大な鎚矛メイスで打ち落とされたかのように、核かく晶しようごとひしゃげた幽幻種がそこにいた。微び動どうだにしないまま、無色の霧きりとなって消えていく。

「排はい除じよ完かん了りよう、非常階段へと戻もどります」

「りょ、りょうかいで……ってわわわわわわっっっっ!?」

「繰くり返しになりますが、舌を嚙かまないように気をつけて」

　再び猛烈な速度で走りだすイリス。

　地上22階から１６９階まで上って、さらに今も幽幻種をあっさり倒たおしてまるで疲つかれを見せないのだから恐おそろしい。

　しかも自分を背負って片手が塞ふさがった状態でだ。

　……これがもし、私を背負わずに全機能を幽幻種の殲せん滅めつに傾けい注ちゆうしたら。

　……本当に強力な戦力になりえるかもしれませんね。

　皇おう姫ひサラが修復を依い頼らいした機体だけある。

　こんな性能を秘めた機械が塔とうの地下に眠ねむっていただなんて。

「すごいですね」

「？　というと？」

「あなたの戦せん闘とう行動を組みこんだ人がです。今のだって、まさかあの銃で幽幻種を咄とつ嗟さに叩きつぶすなんて発想はちょっと出てこないですよ」

「ああ、あれは──」

　階段の手すりを足場にして上空に跳躍するイリス。

「前にシェルティスが似たようなことをしていたからです。面おも白しろいなと思って、私の戦闘プログラムにも同様の反はん撃げきパターンを設定したんです。機械水晶イリスだった時には毎日が暇ひまで仕方なかったので」

「戦闘パターンの自己学習でしたか。なるほど、興味深い」

「……ですが、参考にならないことを祈いのります」

「え？」

「私は今から千年前に造られました。その最後の役目は、幽幻種の最後の大侵しん攻こうを全力で食いとめて、皇姫サラが氷結鏡界を発動させるための時間を稼かせぐこと」

「それは成功したんですよね？」

　背中におぶわれながら、華宮は銀ぎん髪ぱつの少女の横顔をのぞき見た。

　……成功したはず。

　……だからこそ、こうして浮ふ遊ゆう大陸と氷結鏡界が千年後の今も残っているんだから。

「作戦は成功しました」

「だと思います。それなら万事──」




「でも私は、その作戦で一番大切な人を守れなかった」




「私を拾って、そして修復してくれた人です。本来なら私があの人を守るはずだったのに、最後に彼は……私を庇かばって自分が穢歌の庭エデンに堕おちていった」

　そう告げる彼女の横顔は──唇くちびるをぐっと嚙みしめて、真っ赤な双そう眸ぼうはいまにも涙なみだがこぼれるのではと思うくらい大きくゆらめいていた。

　まるで人間そのもの。

　間近で見ている華宮でさえ、その瞬しゆん間かんだけは、目の前の銀髪の少女が本当に機械なのかと内心疑ってしまったほどだ。

「待ってください、穢歌の庭エデンに!?」

「おそらく穢歌の庭エデンに堕ちた最初の人間でしょう。ただシェルティスと違って、私の主人であった凪なぎは現在も囚とらわれたままです。氷結鏡界によって時間の止まった穢歌の庭エデンで、ずっと一人で……」

「イリスさんは、その人を助けたい……と？」

　本体を失って機械水晶イリスになってからも。

　いつか本体が修復されるその日のために、幽幻種と戦うための戦闘パターンを常に学習し、組みこんでいた。

「…………」

　無言でフロアを跳とび続けるイリス。

「……ごめんなさい。つまらない話でした」

「構いませんよ。それより次の魔笛反応はどこですか」

　１６９階の戦いを見て感じたことだ。

　幽幻種のいるフロアだけでも背から降ろしてもらおう。イリスがフロアを探たん索さくし、自分は非常階段で待っていた方がいい。そうすればイリスも両手が使えるし、動きの制限だってなくなるはずだ。

「それですが、２５４階と２７０階で観測された魔笛反応が今しがた消しよう滅めつしました」

「まさか別フロアに？」

「いえ。同時に、両フロアにおいて強力な沁しん力りよくも計測されました。これだけ強力な沁力となると皇姫サラ……あ、いや。これはもしや──」

　小声でイリスが何やら独り言。

　それも華宮の聴力をもってすら聞こえないほど小さな声でだ。

「え、誰だれですか。心当たりあるんですよね」

「はい。とても心強い二人です」

　そう応える彼女の声は、ほんの少しだけ弾はずんでいるようにも聞こえた。

　……二人？

　……誰でしょう。皇姫サラ様以外で、イリスさんの知っている人物？

「急ぎましょう。あまり皇姫たちを待たせるわけにもいきません」

「……というと、もしや」

「もう少し速度を上げます。しっかり摑つかまっていて」

「こ、こうですか！」

　両りよう腕うでにありったけの力をこめてイリスにしがみつく。

　直後、ハンマーに殴なぐられたような衝しよう撃げきが華宮の頭に叩きつけられた。視界がブレた直後には、重力を無視して華宮の身体からだは螺ら旋せん階段の上空を飛んでいた。

「っ、……こ、これはキツ……いです、ね」

　一いつ瞬しゆんでも手の力を抜ぬけば、その直後にイリスから引きはがされる。

　なにしろ風圧と重力の二重圧。さっきがジェット飛行機の加速だとすれば、今度のはもはや高速車両同士の衝しよう突とつさながらの衝撃だ。

「……っ……ぁ……」

　食いしばった歯のあいだから悲鳴が洩もれる。

「がんばって、あと少しです」

「りょ、りょうか……い……です」

　真横に目を向ければ、凄すさまじい勢いで螺旋階段が上から下に流れて見える。それだけの速さでイリスが階段を真上に跳びあがっているのだろう。

　目め眩まい。

　三半規管が大きく揺ゆさぶられ、軽い吐はき気けまで感じ始めた矢先。

　──イリスの跳ちよう躍やくが止まった。

「あ、あれ？」

「着きました。２９０階、皇姫サラの部屋があるフロアです」

「……あ、安心しました」

　イリスに降ろしてもらって非常階段の扉とびら前へ。

　実際の時間にしたら一瞬だったのかもしれないけど、摑まっている間は半分生きた心地ここちがしなかった。

「ここは……さすがに幽幻種も現れてなさそうですね」

　塔でもっとも静かな場所。

　あまりに静せい謐ひつで、あまりに無音。大気が透すきとおるほどの音無き回かい廊ろう。それはまるで、この厳おごそかな空間においては音すら畏おそれ傅かしずいているかのようだ。

「ですが、この穏おだやかな光景もどれだけ保もつかわかりません」

　淡たん々たんと告げるイリス。

　まっすぐ一直線に通路を進み、そして迎むかえた最後の昇降機エレベータ。天てん井じようの向こうにある最上階へと繫つながる唯ゆい一いつの扉だ。

「……急がないといけませんね」

「はい。心の準備はよろしいですか。おそらく、すぐに穢歌の庭エデンに向かうことになります」

「もちろん」

　一度大きく首しゆ肯こうして、華宮は目の前の昇降機エレベータへと足を踏ふみだした。

　両開きの扉が開く。自分たちが小さなスペースの中心まで歩いたところで扉が閉まり、こちらの返事も待たずに動きだす。

　上へ、上へ、上へ。天を結ぶ塔の頂いただきへ。

　──しゃん。

　軽やかな鈴すずの音と共に昇降機エレベータが停止する。

　開いた扉の向こう。

「……ここは、さすがに堪こたえますね」

　氷雪混じりの風を受け、華宮は身を屈かがめて全身を震ふるわせた。

　天結宮ソフイア２９１階、『楽園』。

　天井も横壁もない、どこまでも延々と続く氷の世界。モニカやシェルティスたちもここを通って穢歌の庭エデンに向かったという。

「こちらです」

　イリスに促うながされるまま、その後ろについていく。

　寒気に震える唇を嚙みしめて、蒼そう氷ひようの連なる回廊を進んでいく。やがて氷の連れん峰ぽうがふと途と切ぎれる。と同時に、周囲を駆かける氷雪混じりの強風も鎮しずまった。

　……着いた。

　……見覚えのある場所ですね。

　湖とも見まがう広大な泉。シェルティスを助けるために、すでに華宮は一度あの泉から穢歌の庭エデンに向かった経験がある。

　そして。

「ありがとうございます華宮」

　その泉の手前──

　自分たちに向かって微ほほ笑えむのは法衣をまとう皇おう姫ひサラだった。

「私からのお願い、ぶじ果たしてくれたのですね」

「当然の務めです。と言っても私はエリエのお手伝いだけでしたが」

「そうですか？　でも、今回だけは謙けん遜そんも必要ないですよ」

　にこりと笑む皇姫。

　外見はどう見たって十代半ばにしか見えないのに、その穏おだやかな表情はあまりに深く、まるで樹じゆ齢れい何百年という大樹のような安心感を抱いだかせる。

「そして久しぶりですね、イリス。動くあなたを見るのは本当に懐なつかしい」

「エリエと華宮のおかげです」

　こちらも穏やかな微笑みで応えるイリス。

「そして早さつ速そくですが紗砂、私たちもすぐに穢歌の庭エデンへ向かいます。穢歌の庭エデンの状じよう況きようが気になりますが、それ以上に浮遊大陸側の防衛が限界を迎えつつある。すぐにでもシェルティスたちと合流して穢歌の庭エデンの最深部へ」

「ええ。私も、あなたたちを見送ったらすぐに塔とうの地上階へ向かいます」

　紫むらさき色いろに染まった唇を固く閉じて首しゆ肯こうする皇姫。

「華宮」

「はい」

「あなたとイリスに、私からとっておきの同行者を用意しました。あなたたち四人が正しよう真しん正しよう銘めい、穢歌の庭エデンへ向かう最後の部隊です」

　……四人？

　……自分とイリス以外に誰が？

「あなたも知ってる二人ですよ、華宮」

　とっておきの笑顔でもって皇姫が口を開きかけた、まさにその瞬間。




「まったく、イリスさんようやくお目覚めですの？」




　輝かがやくような真しん紅くの髪かみの女性だった。

　その髪を黒のリボンでツーサイドアップにして、身にまとう法衣は薄うす水色のドレス風ワンピース。さらにその手には、とうてい巫み女この武器と思えない重じゆう機き関かん銃じゆう。

「あ、こらミカエル。私の紹しよう介かいが終わってないのに──」

「現い在まのわたくしは巫女の第一位エルミーティアですわ。というか、こんな一刻を争う事態に話をもったいぶるからいけないんですの」

　したり顔でこちらにウインクしてみせる。

　その真紅の髪と法衣の彼女は、確かに華宮にも見覚えがあった。

　……実際にこの目で見たのは一度かぎりですが。

　……まさか、この場面でこの方と会うことになるなんて。

「巫女の第一位エルミーティア・遊ゆう・ラスカ様とお見受けしますが」

「ええ。よろしくお願いします華宮。そしてほら、あなたも早く出てきなさい。大物ぶって現れる余よ裕ゆうなんてないですわよ剣けん帝ていさん？」

「……心外だな」

　氷ひよう壁へきから姿を現したのは、黒コートを羽織った長身の剣士。

　鋭するどい眼光を宿した黒い瞳ひとみに、光を反射しない黒の長ちよう髪はつ。

　年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろう。眉び目もくのととのった白はく皙せきの面おも立だちだけれど、表情はどこか哀あい愁しゆうを感じさせる。

「千年獅の第一位ファルバレン・シーケンサー、彼にかわって紹介しますわ。なにせ本人が人見知りで寡か黙もくなもので」

「……好きにしろ」

　そう言い捨てる本人は怒おこった様子もない。

　横顔でちらりと視線を送る彼に、華宮は小さく会え釈しやくした。

「お久しぶりですファルバレン師隊長、先日はありがとうございました」

「特に礼を言われることをした覚えはない。……が」

　黒コートをひるがえしてふり返る千年獅。

　その視線は、まっすぐに銀ぎん髪ぱつの機械少女へと向けられていた。

「正直、半信半疑だった。よくぞ初見でイリスを修復したものだ。お前と、あと……」

「エリエです。エリエ・レッセント」

「そうか。……流石さすがだな」

　彼がそう呟つぶやいた言葉の意味はわからない。ただ華宮には、そう口にする彼の表情が、ほんの少しやわらいでいるように見えた。

「あら、ファルバレンと知りあいですの？」

　目を丸くしてこちらと彼とを眺ながめまわすのは巫女のエルミーティアだ。

「塔の地下フロアでお会いしました。イリスさんの本体が格納されてる封ふう印いん櫃ひつがあって、その解除コードのありかを教えてもらいました。あの助言がなければ──」

「へぇ、意外ですわねえ」

「……だから、特筆すべきことでもあるまい」

　ややぎこちない足取りで背を向ける千年獅。

「行くぞ。ここで時間を浪ろう費ひする気は毛頭ない」

「もとよりそのつもりです」

　力強く応じたのはイリス。

「猶ゆう予よはありません。穢歌の庭エデンに突とつ入にゆう後、ユミィの沁力波形を探知し次第、最速かつ最短距きよ離りで穢歌の庭エデンの最深部へと向かいます」

「いよいよですわね。……皆みんな、もう少しです。必ず助けだしますから」

　その隣となりで拳こぶしを握にぎりしめる巫女の第一位エルミーティア。

　そして──

「華宮」

　皇姫サラ。

　天結宮ソフイアを束ねる彼女が、自身の胸むな元もとに手をあてて頭こうべを垂れた。

「私たちが浮遊大陸ここを守りぬきます。だからどうか、全員で帰ってきてください。あなたたち護士も巫女も、巫女見習いも。一人残らず元気な姿で」

「約束します」

　口元を引きしめて華宮はうなずいた。

　……行こう。

　……追いかけるんだ。

　モニカたちの待つ場所へ。
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　浮遊大陸・第一居住区──




　地上から空へと舞まい上がる黒い煙けむり。

　天結宮ソフイアを中心にして広がる公共エリアのいたるところから噴ふん出しゆつするソレは燃え上がる炎ほのおによるものか、それとも……

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよね？　さすがにいなくなったっぽい？」

　うずたかく積もった瓦が礫れきの陰かげから顔を覗のぞかせて、エリエはおずおずと辺りを見回した。

　ついさっきまで周りを徘はい徊かいしていた幽ゆう幻げん種もどこかへ行った……と思いたい。

　少なくとも、すぐ近くにいるという様子ではなさそうだ。

「おし。これで何とか」

　息を止め、瓦礫の山からなるべく気配を殺して歩きだす。

　第一居住区からまっすぐ第二居住区へと延びる大公道ではなく、そのすぐ脇わきを並走する路地へ。

　……公道は見なくてもやばいってわかるもん。

　……あの真っ黒い煙の上がり方が尋じん常じようじゃないから。

　見上げれば、わずか十数メートル先にある巨きよ大だいビルの上から半分が溶とけてなくなっている。そこから噴出する黒い煙。

　──魔ま笛てき。

　噴ふきあがる魔笛が漂ただよい、さらに周囲のビルや舗ほ装そう路に付着して汚お染せんを広げているのだ。あれを吸いこむなり触ふれるなりした瞬しゆん間かん、自分も魔笛に侵おかされる。

「…………」

　こくん、と喉のどを鳴らす。

　……いやーな感じはしてたんだよね。

　……これはちょっとばかし行ゆき詰づまった気がする。

　事の発ほつ端たんは塔の22階、華宮とイリスの二人と話していた時のことだ。

　すぐに塔の最上階を目指すという二人。

　それに対してエリエ自身はどうするのかという話になって、結局は10階にあるという避ひ難なんエリアを目指すということで落ちついた。

「いや最初は、ちゃんと10階に避難するつもりだったんだもん。……ホントに」

　護士の移送で貸しきり状態だった中央昇降機エレベータは諦あきらめて非常階段へ。

　そこでエリエにとっての不運が、その非常階段でたまたま順調すぎるくらいに下のフロアまで移動できたことだ。

　──もしや幽幻種の侵しん攻こうがやわらいだ？

　一いつ瞬しゆんそんなことを考えてしまったエリエの頭に、今度は第二居住区の友人や二ア羽ルのビ白レ鳥オの料理長の顔が浮うかんでしまった。

「今なら第二居住区の地下シェルターまで行けると思ったんだけどなぁ」

　それが最大の誤りだった。

　非常階段から塔の外に一歩出てみれば、そこは戦場のまっただ中。

　蜘く蛛ものような姿をした巨きよ大だい幽幻種と戦う部隊がいれば、その隣では負傷し倒たおれた護士と、彼が受けた魔笛を浄じよう化かしようとする巫女見習い。さらにその巫女見習いを上空から狙ねらう幽幻種がいて、それを撃げき墜ついしようと狙そ撃げきする護士候補生が────という具合だ。

「逃にげてきた……までは良かったんだけどね」

　追いかけてくる幽幻種からは三輪ヴィークルで逃とう走そう。

　だがまさにさっきの瓦礫の場所で、新しい幽幻種に見つかってしまったのだ。目の前の経路を塞ふさぐかたちで立ちはだかった小型個体。

　──逃げられない。

　そう悟さとった刹せつ那な、エリエが取った行動は減速ブレーキではなく加速アクセルだった。それも速度メーターの上限を振ふりきった最大加速。

「あれは……正解だよね、うん」

　三輪ヴィークルごと幽幻種に衝しよう突とつして、ビル壁かべで挟はさんで押しつぶす。狙いは核かく晶しよう破は壊かい。一か八かの賭かけだったが、幽幻種はどうにか潰つぶれて消え去ってくれた。

　そしてその代だい償しように自分は移動手段を失った。

　第二居住区まではまだ距離があるし、地下シェルターまではさらに距離がある。

　一方で、引き返そうにも天結宮ソフイア周辺にはますます幽幻種が集結してきている。三輪ヴィークルの無い自分ではまず確実に見つかって捕つかまるだろう。

「────」

　頭上を旋せん回かいしつづける黒い獣けもの。

　……コレ、動いたら絶対見つかっちゃうよね。

　……かといってこんな路地裏にいつまで隠かくれていられるかわかんないし。

　進むことも退たい却きやくもできず。

　さあどうするか。

　建物の陰に隠れて悩なやみに悩んだあげく、エリエが溜ため息いきをつきかけた時。

　カツッ

　すぐ真後ろで、路面の小石の跳はねる音。

「────誰だれっ!?」

　背筋が凍こおりついた。

　ふり向いた先が人ではなく、あの薄うす気き味み悪い濃こ紫むらさき色の怪かい物ぶつだったら……

「エリ姉！」

「…………ユトっ!?　え、うそ、ユト？　どうしてここに！」

　髪かみの毛を左右で両結びにした黒髪の幼女。

　こちらがふり向くと同時、満面の笑みでぱたぱたと駆かけてくる。

「エリ姉、みーっけた！」

「うそ、ホントにユトなの!?　ど、どうしたのこんな場所で────」

　しがみついてくるユトを抱だき返す。

　ふわっと広がる心地ここちよいシャンプーの匂におい。間ま違ちがいない。本物のユトだ。避難エリアに行っているものとばかり思っていたのに。

「ど、どうやってここまで来たの？」

「んー」

　にこにこ笑顔で見上げてくるばかり。

「あたしの場所……よくわかったね。誰かに教えてもらったの？」

「んー」

　にこにこ笑顔。

　だめだこれは、まともに聞いても答えが返ってくる気がしない。

「ま、いっか。それよりユト、大声出しちゃだめだよ。危ないから」

「はーい！」

　片手を上げてユトが返事。その声も遠くまで聞こえてないか心配だったけど、どうやら杞き憂ゆうに終わってくれたらしい。

　……でも、これじゃますます切せつ羽ぱ詰つまった感じになってない？

　身を潜ひそめるのが一人から二人に。しかも相方がユトだ。何時間もここで粘ねばり続けて機を窺うかがうようなこともできまい。

「しょうがない、か」

　苦笑は心の内に隠すことにして、エリエはユトの右手をぎゅっと握った。

　……この場はあたしのがお姉さんだもん。

　……あたしが責任もって連れていかなくちゃね。

「ユト、静かに歩いてね」

「？」

「第二居住区まで行くの。大丈夫、あたしに任せといて」

　下した唇くちびるをそっと嚙かむ。

　息を押し殺し、エリエは居住区の路地裏を歩きだした。







　第九章　『戦えないわたし』
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　穢歌の庭エデン・第七鏡界──




　巨きよ大だいな水すい晶しようがどこまでも連なり、満ちている世界。

　蒼あおく輝かがやく水晶は美しく透すきとおり、光の角度を変えれば何よりも澄すみきった鏡となる。覗のぞきこめば顔はおろか、その前まえ髪がみの一本一本までもをありありと映す。

　──そこに映るのは二人の少女。

　──白と黒。衣装の色味こそ違ちがえど、その面おも立だちと背せ丈たけはまるで生き写しだった。

「…………っ」

　冷たい空気を吸いこんで、はたとユミィは我に返った。

　ここは魔ま笛てきが浄化されている？

　いままでも浄化されたエリアはあったが、そのいずれも凍こごえるような寒気と氷ひよう晶しように満ちていた。けれど……ここは違う。

　頭上には虹にじ色いろに輝く極光オーロラ。大気は奇き妙みような質量をもった波動によって満たされ、風鳴りにかわり、さざ波にも似た音が静かに天上へと浸しん透とうしていく。

「たったいま──」

　黒のスーツを着た少女がそう口にしたのは、そんな時だった。

「双子ノイエ・ノエシスから連れん絡らくがあったわ。わたし以外の異い篇へん卿きようが敗北したって」

「っ！」

　異篇卿が敗北。ということは……みんながやってくれたんだ。

　レオンに春蕾シユンレイ、それに天結宮ソフイアの皆みんなも無事。

「嬉うれしい？」

　顔をこちらに向けて。

　その反応を確かめるようにイグニドが首をかしげる。

「な、何をそんな……それは、天み結ん宮なのこと応おう援えんしてたし、信じてたから……」

「そう。でもわたしは複雑な気持ち」

　感情の読めない乾かわいた笑みを浮かべる彼女。

　自分ユミイとまったく同じ顔だちで。

「わたしが異篇卿の末席に認められたのはちょうど一年前。たった一年ではあるけれど、異篇卿のみんなとはそれなりに楽しく時間を送ってたと思う。特に……ノイエとノエシス、あの双子はすごく私に懐なついてくれた」

　その瞳ひとみは──

　家族を想うかのような哀あい愁しゆうすら感じさせて。

「わたしのこと、まるでお姉さんみたいだって。双子には親がいなくて、生まれた時から周りは研究者ばかりで、だから初めて優しくしてくれたわたしが本当のお姉ちゃんに思えるんですって。ね？　おかしいでしょ、わたし姉きよう弟だいなんていないのに。そんなこと言われて、どう接していいかもわからないのに……ノイエもノエシスもそれはわかってるって。でも、わたしを心から慕したってくれた」

「────」

「ここで貴女を待っていた時、最後までわからなかった。わたしはどちらを応援すればいいんだろうって。貴女と同じよ。三年前までの記き憶おくを共有してるからレオンのことも知ってるし、巫み女この先せん輩ぱいだったメイメルやヴィオラと出会った記憶もある。だから……どっちを応援すればよかったのかな。天結宮ソフイアと異篇卿、どっちが勝っても負けても素直に喜べないってわかってた」

　地面に落ちた黒帽ぼう子し。

　数分前までかぶっていたソレを見つめながら、自分と同じ姿をした彼女イグニドが──

「おめでとうわたし。巫女になれてよかったね」

　拍はく手しゆの音が場にこだまする。

　あまりにも突とつ然ぜんに、彼女は満面の笑みで手を叩たたきだしたのだ。

「え……あ、あの……」

「巫女になって、わたしからシェルティスを奪っていった気分はどう？」

「っ！」

　そして気づく。

　手を叩きながら、穢けがれ一つない笑みを口元に浮うかべながら、その翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうがまったく笑っていなかったことに……。

　──空っぽ。

　希望はおろか絶望すらそこにはない。

　全てを失い全てを奪われた者だけが最後にたどり着く空くう虚きよな瞳。

「三年前……天結宮ソフイアに、禁断水晶アマリリスから次代の皇おう姫ひと目されたユミィ・エル・スフレニクトールという巫女見習いがいたわ。皇姫サラが氷結鏡界を完成させて千年。終わりを迎むかえる結界にかわって、次代の氷結鏡界を完成させることを期待された少女がね」

「…………」

「だけど皇姫となるには、行わなければならない通過儀ぎ礼れいがある。それが禁断水晶アマリリスとの接せつ触しよく。浮ふ遊ゆう大陸の守護者である神性存在に触ふれ、洗礼を受け、『ユミィわたしたち』は次代の皇姫として覚かく醒せいしなくてはならなかった」

　……それは、知ってる。

　ここに来る以前からユミィもそれについて聞かされた覚えがある。

　ほかならぬ彼女イグニドが言ったことだ。

　シェルティスに向けて、いや……シェルティスに話すと見せかけて、浮遊大陸全ての人間に伝えることで、彼の居場所を無くそうとした時のこと。




〝いまここで禁断水晶アマリリスについて詳くわしく語る気はありませんが、アレは言うならば氷結鏡界の核コアのような存在です〟




「ユミィ、貴女も覚えてるでしょ？　その洗礼を受けるはずだった日が、本来なら三年前のあの日だった。シェルティスが穢歌の庭エデンに堕おちた日よ」
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　地に落ちた黒帽子を見下ろすイグニド。

「あの日、『ユミィわたしたち』は塔とうの最上階に向かったわ。２９１階にある穢歌の庭エデンへの扉とびらから、禁断水晶アマリリスの待つ第七鏡面ここにたどりつくために。けれど知ってのとおり、そんな『ユミィわたしたち』の様子が気になって後をつけてきた錬れん護ご士がいた」

「……シェルティス？」

「ええ。その時の『ユミィわたしたち』の様子はわたしにも記憶がないの。シェルティスが心配するくらいだったんだから意識も虚うつろな状態だったんでしょうね。禁断水晶アマリリスに導かれていた『ユミィわたしたち』が一時的に無意識状態だったとしても不思議じゃない」

　自じ虐ぎやくにも似た笑みを浮かべる異篇卿。

　そして。

「その後は貴女も知ってるとおりよ。穢歌の庭エデンに堕ちようとする『ユミィわたしたち』を庇かばって、シェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちていった。穢歌の庭エデンの第九鏡面にまで堕ちていった彼は、そこで第七真音律エデン・コードを宿した。これでシェルティスの話はお終しまい」

「……え？」

「シェルティスは魔笛を宿したまま浮遊大陸に帰き還かんした。幽ゆう幻げん種でもはぐれ個体が結界を抜ぬけて浮遊大陸にやってくることがあるけど、それと同じ結界の穴を利用したんでしょうね。魔笛を帯びてすぐの状態だったから、せっかく浮遊大陸に戻もどれても瀕ひん死しの状態だったけれど」

　ユミィもそこまでは知っている。

　天結宮ソフイアに血だらけで搬はん送そうされてきたシェルティスを一目見て、誰だれより先に駆かけよったのが自分だ。全身に強力な魔笛を浴びているのは明白で、それを浄じよう化かするために無我夢中で走りよった。けれど。

　──エルベルト共鳴。

　雷らい光こうめいた青白い輝きが迸ほとばしって、彼に触れるのを許さなかった。

「そんなの今さら言われてもって表情ね？」

　こちらの目を覗きこむように見つめる異篇卿。

「……だって……忘れられるわけないもの……」

「そう。でもね、大切なのはシェルティスが塔に戻る前の出来事なの。彼が穢歌の庭エデンに堕ちた直後に起きたことが『ユミィわたしたち』の運命を決定づけた。貴女の記憶のなかで欠落しているもっとも重要な破片がそこにある」

　失われた記憶の断片。

　空白イグニドが覚えていて自分が覚えていないこと。でも確かにそうだ。シェルティスが塔の最上階から穢歌の庭エデンに堕ちたというのなら自分だってその瞬しゆん間かんを目もく撃げきしているはず。

　……なのにわたし、それを覚えてない。

　……それだけは本当にイグニドの言うとおり。

　シェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちていった直後、何が起きたというのか。

「……わたし……覚えてない」

「でしょうね。穢歌の庭エデンに堕ちる間ま際ぎわの『ユミィわたしたち』を庇い、そのはずみでシェルティスは堕ちていった。その直後、そんな彼を前にしてようやく『ユミィわたしたち』は意識を取りもどしたの。これも覚えてないでしょう？」

「そ、それは……」

「ぜんぶ教えてあげる。あの時ね、『ユミィわたしたち』を庇って底知れぬ深しん淵えんに堕ちていきながら……シェルティスは微わ笑らっていたの。泣きながら彼の名前を呼ぶ『ユミィわたしたち』を見上げて、最後……意識を失う直前まで、彼は……泣き叫さけぶ『ユミィわたしたち』に心配かけないように微笑ってた。──わたしの意識が弾はじけたのは、その時だった」

　イグニドがその瞳を閉じる。




「『ユミィわたしたち』は、自分からもう一度、彼を追って穢歌の庭エデンに飛びこんだ」




「っ、シェルティスを追って!?」

「当然に考えられることでしょ。護士である彼には魔笛の浄化手段がない。そこに巫女見習いである自分が一いつ緒しよにいれば、穢歌の庭エデンの中でだって魔笛を浄化しながら、もしかしたら帰還する方法を見つけられるかもしれない」

「…………」

「なんてね」

　苦笑めいた息を吐はいてイグニドが肩かたをすくめてみせる。

「それはウソ、そんな理り屈くつっぽい動機を考えてる余よ裕ゆうはなかったわ。あの時に頭に浮かんだのは、このままシェルティスと別れたくないって理由だけ。そう思った時には、『ユミィわたしたち』は彼を追って穢歌の庭エデンに飛びこんでいた……といっても結果はわかりきってたわ。先に堕ちた彼に追いつくこともできずに『ユミィわたしたち』も無数の幽幻種に襲おそわれて、必死に抵てい抗こうしたけど意識が薄うすれてきて、そして────」

　トン、と靴くつ先で足あし下もとの地面を示す異篇卿。

「気がつけば、『ユミィわたしたち』は第七鏡界ここに立っていた」

「ここが……その時の？」

「さっき第七鏡界ここに来た時、懐かしいと思わなかった？　少なくとも、初めて来た場所とは思わなかったはずよ」

「そ、それは……わからないよ。わたしは……」

　嗄しわがれた喉のどでもってユミィは必死に声をふりしぼった。言われるまま第七鏡界ここを見回してみても、思いだせるものがまるでない。

「……わたし……本当に何も覚えてなくて……」

　この異い篇へん卿きようの正体も。三年前の時の事件もだ。

　だけど確かに、自分の記憶が欠落していることだけは感じる。一番大事な、全ての核かく心しんにいたる部分が空っぽになっているのはあまりに不自然すぎる。

「そこだけは同情してあげる。いまの貴女に思いだせって言っても無理な話だから」

　そう言いながらも、異篇卿の嘲ちよう笑しようめいた眼まな差ざしに変わりはない。

「じゃあ鏡界って何かしら」

「……え？」

「氷結鏡界という結界の『鏡界』って何？　具体的に何を意味してるの？」

「そ、それはもちろん、塔の最上階にも大きな氷の壁かべがあって、それが透すきとおってて、鏡みたいに光を反射することもあるし……」

「不正解」

　異篇卿からの返答は冷ややかだった。

「それはもともと『氷結』によるものでしょ、『鏡界』じゃないわ。あの禁断水晶アマリリスの力を利用した究極の神性結界だもの、その名前の由来はもっと深いところにある。それとも、実物を見ないと思いださない？」

　無防備なくらいあっさりとイグニドが身をひるがえした。

　反射的に身構えるこちらを気にも留めないで、まっすぐ向こうへと歩いていく。

　──ついてきなさい。

　もの言わぬ彼女の、ゆれる黄金色の髪かみがそう告げていた。

「…………」

　初めて見るイグニドの背中。

　帽子で素顔を隠かくしていた時は、仕込みの男装靴を履はいているせいもあって本当に男性と信じて疑わなかった。

　だけれど、今はどうだ。

　背中まで伸のびた淡い黄金色オフゴールドの髪もそうだし、たとえ男物のスーツだったとしても、その後ろ姿は、彼女本来の細く華きや奢しやな肢し体たいを想わせずにはいられない。

　……声も顔だちも。

　……それに背格好もわたしと同じ……それは、本当にどうしてなの。

　巨きよ大だいな氷ひよう壁へきを大きく迂う回かいし、その裏側へと進んでいくイグニド。

　氷壁の後ろに何かがある？

「…………」

　口元を引きしめ、緊きん張ちようを保ったまま儚はかない後ろ姿を追いかけて。

「これが『鏡界』の正体。わたしも第七鏡界ここで見るまで知らなかったわ」

「────ッ、これがっ!?」




　天上までそびえたつ巨大な氷鏡が、そこにはあった。




　……言葉が出ない。

　横よこ幅はばだけでも視界の端はしから端まで。

　高さにいたっては、地表から天上遥はるか彼方かなたまで延びてまだ終わりが見えない。とてつもない。あまりに圧あつ倒とう的てきな光景だ。

　……それに。

　……なんて美しい鏡なんだろう。

　天上の極光オーロラすらそのまま映しだす氷製の鏡。

　鏡面があまりに滑なめらかすぎて、そこに鏡があるということすら気づくのは困難だろう。

　ユミィ自身、目の前のソレが巨大な鏡であると気づいたのは、向こう側に自分と彼女イグニドの二人の姿が映っていたからだ。

「見入っちゃって声も出ない？　哀あわれね、記き憶おくをなくしたせいで、この綺き麗れいな鏡がどれほど恐おそろしい物なのかも忘れちゃってるんだから」

「え？」

「本当に覚えてないんだ？」

　ユミィを現実に引き戻したのは、冷ややかなイグニドの憫びん笑しようだった。

「『ユミィわたしたち』を真っ二つに引き裂さいた張本人が、この鏡だっていうのにね」

「……引き裂いた？」

「さっき言ったじゃない。わたしは貴女で貴女はわたし。双ふた子ごでも他人のそら似でもない、一人の少女から羽ばたいた二つの運命のうちの一つだって」

　──コツン。

　美しい鏡面を拳こぶしで叩たたく彼女。

「全ての巫み女こと巫女見習いにとって、氷結鏡界の『鏡界』の意味だけが曖あい昧まいなままだった。わからないはずよね。疑問の答えが穢歌の庭こんなところにあるだなんて」

　氷結鏡界の「鏡界」の部分。

　それがこの、穢歌の庭エデンにある最も巨大で澄すみきった鏡だったのだ。

「信じられる？　これ、実はたった一つの氷結晶からできてるの。千年前、最初に生まれた氷結晶。そしてこの究極結界の核コアでもあるわ」

「核コアって、第七鏡界ここが氷結鏡界の中心ということ？」

「ええ。全ての幽幻種に核かく晶しようがあるように、結界にも核コアがある。それが目の前のソレ。皇おう姫ひサラが密かに『穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶ス』と呼んでいたみたいだけど」

「穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶ス……」

「そう。氷結晶ならぬ鏡結晶ということ。でも皇姫本人だって本物は見たことないでしょうね。人間でコレを見たのはわたしたちだけ。シェルティスでさえ別の場所に堕おちてしまって目撃できなかった」

　誰も知らない氷結鏡界の核。

　氷結鏡界という名前だけが独立して浮ふ遊ゆう大陸で叫ばれているが、誰もその正体を見たことがなかった。あの皇姫サラでさえ。

　……ううん。

　……だけどわたしは、これとすごく似たものを見たことがある。

　もちろん大きさは桁けた違ちがいだけど。とてもよく似たものを、天結宮ソフイアの最上階で何度も目にしている。




〝湖とも見まがう広大な泉の中心に、ひときわ巨大な蒼そう氷ひよう結晶。淡く透きとおった結晶の中心に、純白の法衣がぼんやりと浮うかんで見える〟




　天結宮ソフイアの２９１階だ。あの氷こおり漬づけのフロアの中心にある巨大な蒼氷に身を宿し、その結晶の内部で巫女は第七天音律ソフイア・コードを歌い続ける。

　あの結晶と、目の前の巨大な鏡界が似ているのだ。

「これは……塔とうの最上階のものと同じ？」

「姉妹みたいな関係よ。最初にできた氷結晶がコレで、次にできた氷結晶が２９１階の結晶。でも２９１階のものと決定的に質が異なる点があるとすれば」

　──コツン。

　思わせぶりに背後の穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スを叩く彼女。思えばさっきも見た動作だ。

「塔の最上階にある結晶と違ちがって、人間はこっちの内部には入れないみたいね。こっちに入れるのは神性存在だけ。内側にいる禁断水晶アマリリスは、この穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スを媒ばい介かいにして沁しん力りよくを穢歌の庭エデン全域に送りこみ、そして浄じよう化かを続けてきたの」

「禁断水晶アマリリスが!?　今も……この内な部かにいるの？」

　思わず声を上げ、ユミィは目の前の鏡を仰あおぎ見た。

　穢歌の庭エデンの奥深くでシェルティスと一緒に見た光景が脳のう裏りをよぎる。

　──地平線まで続く緋色の花アマリリスの花畑。

　そこで黄昏たそがれ色の法衣を着た守護者と戦って、その最後に禁断水晶アマリリスと出くわしたんだ。あの時は音声記録のような映像と念話だけだった。

　いまここに本物の彼女が。

「千年間一度もここから出てないはずよ。出られるわけがない。禁断水晶アマリリスが一時でも不在になれば氷結鏡界そのものに支障をきたすもの」

　そびえ立つ巨大な氷鏡を見上げるイグニド。

「この場所は特別なの。穢歌の庭エデンの中で、第七鏡界ここだけは幽ゆう幻げん種も魔ま笛てきも存在しない。というより禁断水晶アマリリス以外のあらゆる者が侵おかしてはならざる聖域。幽幻種にとっては清すぎて、そして人間にとっては────優しすぎる場所。『ユミィわたしたち』の悲しい宿命は、第七鏡界ここに堕ち、そして穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スを目もく撃げきした時から始まった」

「この鏡が……？」

　一歩あとずさり、ユミィはあらためて巨大な鏡面を見わたした。

　……なにも起きない。

　……神秘的な雰ふん囲い気きは感じるけど、特別なことが起きたりはしていないよね？

　だけど、イグニドはそれを悲しい宿命だと断言した。

「鏡に映しだされたものは光の描えがいた映像であって、現実じゃない。だけど映しだされたものの姿は本物と何一つ変わらない。鏡の前で貴女が泣けば、鏡の向こうの貴女も泣く。だからこそ人ヒ間トは鏡に映ったソレを『虚きよ像ぞう』と呼び、そして……『セラの虚像』はここで生まれたからこそ『虚像』の名を受けた」

「────っ！」

　ほぼ無意識のうちにふり返る。




　黒竜アマデウス──あらゆる沁力を凌りよう駕がする最悪の魔笛と無限の敵意を有した絶対破は壊かい者。

　巨蛇ミクヴエクス──全物質硬こう度どを凌駕する最硬の逆げき鱗りんと無限の再生力を有した絶対防ぼう御ぎよ者。

　聖者ヘケト・ラスパ──敵が強力であるほど強くなる無限の進化と可能性を有した絶対征せい服ふく者。




　……いま思いだしても鳥とり肌はだが立つくらい。

　そうだ、あの恐ろしい幽幻種たちがまだ一体も現れていない。どこに隠れ潜ひそんでいてもおかしくないのがあの三体だ。

「ここにはいないわ」

　落ちつきはらった口調の異い篇へん卿きよう。

「ここは沁力の聖域だもの、生まれた三体もすぐにエルベルト共鳴に拒きよ絶ぜつされて、穢歌の庭エデンの奥深くに沈しずんでいったんでしょうね。でもね？　もしも、もしもよ、あの怪物たちとまったく同じ境遇の人間が存在しているとすれば？」

「…………」

「彼女はね、この穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スの目の前に立ったことで鏡界に虚像が現れてしまったの。彼女そっくりの姿をして生まれた虚像の女の子。虚像でありながらその身に膨ぼう大だいな沁力を宿し、そして浮遊大陸に戻もどった少女がいたわ。それが──」

　それきり唇くちびるを閉じるイグニド。

　無言で、そして怖こわくなるほど冷たい微び笑しようでこちらを見つめてくる。

「ユミエル」

　真後ろにそびえたつ鏡結晶に背を預ける彼女。

「今はそう名乗ることにしてるわ。ユミィの名前のままだとみんな混乱しちゃうでしょ。わたしたち二人はもう別人だもの。穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スに触ふれたことで『ユミィわたしたち』に内在する宿命が二つに分ぶん岐きした、それがわたしたち二人」




　次世代の皇姫となるべきユミィ。

　その運命を捨て、シェルティスを助けるために存在するユミィ。




「貴女は前者よユミィ」

　突つき放はなすような口調で、空白ユミエル。

「禁断水晶アマリリスに選ばれ、洗礼とともに力を与あたえられ、皇姫サラの後こう継けい者しやとして浮遊大陸を存続させる運命を宿している」

「……なら、あなたは」

「わたしはその運命を捨てた側。巫女の名めい誉よも、天結宮ソフイアでの交友関係も全部捨てて、ただシェルティスを助けるために生きるって決めた」

「────待って！」

　とめどもない衝しよう動どうのままにユミィは叫さけんだ。

　納得いかない。もう一人の自分が存在していることがじゃない。そんな自分のこと以上に、絶対に見過ごせないことがあった。

「おかしいよ。だって、なんでそんなことになっちゃうの！」

「なにが？」

「シェルティスを助けるってどういうこと。まるで……シェルティスが……何かすごく危険なことになるって聞こえるもの」

「────っ」

　空白ユミエルの表情がわずかに歪ゆがむ。

　初めてだ。初めて彼女が、わずかながらも狼ろう狽ばいの表情を見せたのだ。

「面めん倒どうくさい子。さっきまであんなに鈍どん感かんで、わたしの話を理解するだけで頭がいっぱいだったくせに」

「……嫌いやな予感はあったから」

　そんな彼女をまっすぐ見返し、ユミィは一歩足を踏ふみだした。

　思えば穢歌の庭エデンへの突とつ入にゆう前から不安はつきなかった。シェルティスが、どこか遠いところに行ってしまう気がして……

　何か、とても大事なことをわたしに隠かくしている。そんな気がしていたから。




〝塔に戻ってきて、僕が最初に約束したこと覚えてる？〟

〝もし覚えてるなら、それだけは絶対に忘れないで。必ず、今度こそ守るから〟




「答えて！　あなたは何を知ってるの！」

「────」

「ねえってば。シェルティスが隠してること、あなたは知ってるのね!?」

　こぶりな唇をきゅっと閉じて彼女は無言。

　……ああ、思ったとおりだ。

　……ユミエル、やっぱりあなただけは知っている。

　ウソはつけない。

　ウソをつくのが苦手で、何か考えてもすぐにメイメルに看破されてしまう自分。

　ならばいっそ沈ちん黙もくに徹てつしよう。

　目の前で口をつぐむ少女は、まさに自分の生き写しだった。

　……感じる。

　……本当に、何から何までわたしとあなたは一いつ緒しよなんだね。

「知ってどうするの」

「それは──」

「大っ嫌きらい！」

　びくっと、思わず背中の筋肉が縮こまった。

　頑かたくなに沈黙を保っていた彼女が、突とつ然ぜんに顔を上げて声を張り上げたのだ。

　今までの落ちついた声こわ音ねが噓うそのような声。不安と緊きん張ちようで押しつぶされそうな、悲ひ哀あいまじりの声だった。

「貴女なんか大っ嫌い！　シェルティスがどうなるかですって？　貴女がそれを知ってどうするの。教える必要なんてない。シェルティスを助けるのはわたしだもん。それだけは、その役目だけはわたしのものなんだから！」

「そ、それは……違うよ！　わたしだってシェルティスのこと助け────」

「巫み女この名誉も、春蕾やレオンとの思い出も奪うばっていった貴女。シェルティスが塔に戻ってからもそう、貴女はずっと彼の傍そばにいることができて楽しそうだったわね。……それを、わたしがどんな気持ちで見ていたと思う？」

「…………っ」

「悔くやしかった。目を逸そらして我が慢まんするしかなかったんだから。わかる？　わたしから全てを奪って空から白つぽにした貴女なんか──」

　……つっ。

　空白ユミエルの頰ほおを大おお粒つぶのしずくが伝っていく。

　透とう明めいな水滴が地に落ちて、小さな小さな飛ひ沫まつを上げながら冷たく輝かがやく氷の粒つぶとなる。

　──そうユミィが目を離はなした一いつ瞬しゆんで。

　双そう剣けん。

　糸のように細く、けれど宝石のごとく煌きらめく剣が彼女の手に握にぎられていた。

　そして。

「っ！　ま、待って！　わたしは──」

「貴女なんか、永遠にいなくなってしまえばいい！」

　双剣を構えた空白ユミエルが走ってくる。

　泣き腫はらした真っ赤な瞳ひとみに形容しがたい狂きよう気きと怒いかりと、そしてその奥に、どうしようもない悲しみを宿らせて。
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　穢歌の庭エデン・第六鏡界──




　虚こ空くうに連なる小さな浮遊島ラグーン。

　それに飛び移りながら、いったいどれだけ下へ下へと降り続けただろう。

　──その終点。

　目視できるぎりぎりの距きよ離りに、茶ちや褐かつ色しよくの壁へき面めんを見せる断だん崖がいがそびえ立っているのが見えた。その先には再び広大な大地も。

「シェルティス、ヴァイエル、来るぞ！」

　部隊の二番手につけるモニカが頭上を見上げたのは、その時だった。

「上に二体！　その後ろにも三体近づいてきてる！」

「おいまずいぞ。こんな足場の悪わりぃ場所で戦えってのか！」

　拳こぶしを構えながらもヴァイエルが奥歯を嚙かみしめる。

　足場となる浮遊島ラグーンは直径およそ二メートル。幽ゆう幻げん種の攻こう撃げきを受けとめるのはまだしも、魔ま笛てきの放射に対して逃にげ場がないことが致ち命めい的だ。隣りん接せつする浮遊島ラグーンに飛び移ろうにも、焦あせって足を滑すべらせればそのまま真下の闇やみに落下していくだけ。

「気づかれたか」

　双剣を強く握りしめ、シェルティスもまた上空を見上げた。

「モニカ、ヴァイエル、向こうの崖がけまで全速力で渡わたって！　近づいてくる奴やつらの相手はしなくていい！」

「なっ？」

「おい、そりゃどういう──」

「こんな限られた足場で三人一緒に戦うのは無理がある」

　間かん髪はつ入れずに首を横にふる。

「二人は先に。僕が最さい後こう尾びで引きつけておいて、二人が向こうの大地に着いたらすぐに追いかける。大だい丈じよう夫ぶ、こういう狭せまい足場の戦いは苦手じゃないから」

　沈黙する二人。

　普ふ段だんなら真っ先に制止の声が上がっていたかもしれないが、今は違ちがう。モニカもヴァイエルも薄うす々うすとは悟さとっていたはずなのだ。この場ではまともな戦せん闘とうにならないと。

　──ならば誰だれが残るか。

　当然、万に一つ魔笛の放射を浴びてもそれに耐たえうる者だ。

「……わかった」

　モニカの首しゆ肯こうもまた早かった。

「先に行く、すぐに来い！　ヴァイエル遅おくれるな！」

「焦んなよ大将。それで足滑らせて落ちたら元も子もねーんだぞ」

　モニカ、続いてヴァイエルが地を蹴けった。

　すぐさま自分の立つ浮遊島ラグーンに飛び移り、さらに先の浮遊島ラグーンめざして続けざまに跳ちよう躍やく。それを横目に見守って──

「こっちだ！」

　シェルティスは、逆に二つ後ろの浮遊島ラグーンへと飛び移った。

　虚空を睨にらみつけたのは一瞬。

　直後、真上から虚空を切り裂さく疾しつ走そう音が風に乗ってやってきた。最初は指先程度にしか映っていなかった個体。

　それが、次の瞬しゆん間かんには目の前にまで肉にく薄はくしていた。

「速っ!?」

　すれ違いざまに剣を交こう叉ささせるが、空を切る。

　……こいつら異様に速い！

　……咄とつ嗟さだったとはいえ剣が空ぶるなんて。

　肩かた口ぐちが破け、そこから赤いものがにじみ出す。

「シェルティス!?」

「かすり傷！　大丈夫だからモニカは早く向こうの崖へ！」

　でなければ、この相手にたちまち追いつかれることになる。それほどの速さだ。

「空戦特化か……」

　ヒュゥっ、と鋭するどい風鳴りを響ひびかせて虚空をわたる二体。

　そのどちらもが極きよく端たんに翼つばさが肥大化し、胸部から腕うでにかけて筋肉が発達した姿だ。喩たとえるなら天結宮ソフイアの飛ひ行こう艇てい。極限まで空気抵てい抗こうを減らし、速度だけを重視した進化形態だろう。

　しかもこの霧きりだらけの空だ。

　黒い姿が空の色に溶とけこんでさらに動きが捉とらえにくい。

「っ、右！」

　風の揺ゆらぎを頼たよりに剣を振ふるう。

　が、これも直前で軌き道どうを変えられて空を薙なぐ。直後、背後から迫せまるもう一体の強きよう襲しゆうを受け、一瞬視界が反転した。

「ぐっ！」

　左にふり返った時にはもう敵は遥はるか上空。

　一いち撃げきあてて離り脱だつ。無理に倒たおす必要はない。とにかく標的じぶんを足場の浮遊島ラグーンから転落させればいいと知っているから。

「────」

　剣を握ったまま、シェルティスは上空の幽幻種たちに背を向けた。

　一瞬、想定外の行動を警けい戒かいして二体の動きが停止。その隙すきをつき、シェルティスは先の浮遊島ラグーンへと飛び移っていた。

　つま先が地面に触ふれると同時、そのつま先だけで跳躍してさらに次の島へ。

「こっちだ！」

　遥か前方から響くモニカの声。

　今まさに、彼女とヴァイエルが向こう岸に着地した矢先のこと。であるのなら、ここでこいつらを引きつけておく必要はない。

　──最速で対岸へ。

　島から島へ。足の先せん端たんに重心をのせ、力強く足場を蹴って宙をわたり、二つ先の浮遊島ラグーンへと着地する。

「っ、おい！　後ろだ！」

　ヴァイエルの怒ど号ごう。

　自分の真後ろ、超ちよう速で大気を切り裂きながら飛来する二つの気配。追いつかれる。

　そう悟った瞬間、ふり返った。

　──剣は届かない。

　こちらがふり向くや、機き敏びんに軌道を変えて虚空を上じよう昇しようする二体。この足場から離れれば双剣も届かない。距離をとって周しゆう到とうにこちらの隙を窺うかがって……

「構ってる時間は、ない！」

　背を向ける二体目がけ、シェルティスは右手の剣を全力で投げつけた。

　二体が旋せん回かいする刹せつ那なのタイミング。

『ッッ！』

　背を向けた死角から迫る剣が、狙ねらい違たがわず一体の核かく晶しようを打うち砕くだき、さらに一体の翼をも切り裂いた。

　片かた翼よくを失った残る一体。

　そのまま虚空深くに落ちていく……と思った直後、その片翼だけを大きく動かして再び浮遊島ラグーンの遥か上空まで飛びあがる。

「まだ動けるのか!?」

　予備の剣をベルトから外し、再び両手に剣。

　だが、いつまで双剣を構えても頭上の怪かい物ぶつが襲おそってくる気配は無かった。こちらの頭上を旋回し、不意にまったく意図せぬ方向へと急降下。

　狙いはモニカ？

　いや、違う。方向こそモニカとヴァイエルのいる対岸方向だが……

「そういうことか！」

　ぞっ、と全身から冷ひや汗あせが噴ふきだした。

　疾走そして跳躍。

　剣を握ったまま浮遊島ラグーンを跳とびこえ、先を行く幽幻種を全速力で追いかけた。

　──間に合うか？

　翼を失いながらも怪物の滑かつ空くう速度は落ちてない。それどころか重力落下の勢いすらつけて加速して──

「モニカ離れて！」

「え？」

　意味を察したヴァイエルがモニカを背後に押おし倒す。直後、片翼となった幽幻種が浮遊島ラグーンの一つに衝しよう突とつした。

　モニカたちのいる対岸からもっとも近い島だ。

　轟ごうッッ！

　猛もう烈れつな速度と運動エネルギーをともなった捨て身の体当たりを受け、浮遊島ラグーンだった足場が無数の石片となって砕けちる。

　──足場破は壊かい。

　──僕を対岸まで到とう着ちやくさせない気か！

　よろめきながらも再び浮ふ上じようする片翼の幽幻種。

　浮遊島ラグーンを破壊した衝しよう撃げきで負傷しながらも、まだその力は失われていなかった。もっとも対岸に近い足場を砕き、続いてその隣となりの足場までも破壊せんと虚空へと舞まい上がる。

　あの浮遊島ラグーンまで破壊されれば……

　届かない。

　いくら全力で跳んだとしても、さらにその手前の島からモニカたちの対岸まで届く自信はシェルティスにもない。

「間に合えっ！」

　上空から一気に急降下をはじめる幽幻種。

　と同時、シェルティスもまた同じ浮遊島ラグーン目がけて身体からだを空に投げだした。怪物が足場を破壊するのが先か、その足場を使って自分が対岸へと跳ぶのが先か。

　────とん。

　つま先が足場に触れる。

　だが直後、幽ゆう幻げん種の捨て身の衝突が足場となった浮遊島ラグーンを大きく揺るがせた。

「ぐっ……」

　モニカの絶ぜつ叫きようがこだまするなか浮遊島ラグーンが崩ほう壊かい。

　姿勢が大きく崩くずれながらも、シェルティスは足場に触れていたつま先だけで跳んだ。

　対岸まで、五メートル。

「こっちだ、手を！」

　断だん崖がいぎりぎりのところに立つモニカが手を伸のばす。シェルティスもまた剣けんを握にぎったまま手を水平に差しだして────




　だが、それが限界だった。




　手と手は届かなかった。懸けん命めいに伸ばした足も断崖の地面に届かず、シェルティスはモニカの見ている前で無む明みようの闇やみへと落下して────

「っ、まだだ！」

　直後。

　持っていた双剣を崖がけの壁へき面めんへと突つきたてていた。

　硬かたい感かん触しよく。壁かべに釘くぎを刺さしたように剣が壁に突きささり、それを支えに、双剣のもう片方をさらに壁面へと突きさす。

「シェ、……シェルティス？」

　真上の崖からおそるおそる顔を出し、放心した面おも持もちで呟つぶやくモニカ。

「危なかったけど、何とか……ね」

　双剣を交こう互ごに突きさして壁面を昇のぼっていく。

「それよりさっきの奴やつは？」

「堕おちてった。さっきの島をぶっ壊こわしたので最後だ」

　答えたのはヴァイエルだ。モニカと同じく断崖すれすれに立って、その手には救助用ロープを握っている。

「さっさと摑つかまれっての。いつまでセミみたく壁に張りついてる気だ」

「……ありがと、助かった」

　ヴァイエルに引き上げられ、剣を納めて深呼吸。

「さすがのてめーも必死そうだったじゃねえか」

　ロープをしまいながら、ヴァイエル。

「さすがに今のは……」

　冷や汗が止まらない。

　失敗していれば真っ逆さまに転落だった。

「でもよかった。お待たせモニカ、さあ先に……あれ？」

「…………」

　沈ちん黙もくしたモニカ。その場にぺたんと腰こしを下ろした彼女が、あわあわと口を半開きにした表情でこちらを見上げていた。

「おいおい大将、まさか完全に呆ほうけてたのかよ」

「う、うるさい！…………だ、だって本当に堕ちたかと思ったんだぞ！　それで無事だったから……安心したら……つい…………」

「腰が抜ぬけたってか」

「抜けてない！」

　耳まで真っ赤にしたモニカが大あわてで立ち上がる。

「とにかく先へ進もう。問題は後続のレオン隊長たちだが……」

「俺らの道はご覧のとおり塞ふさがれちまったからな。足場二つ壊されて、さすがにこの崖まで跳ぶってのは無理があるだろ。向こうは巫み女こサマも抱かかえてるしな」

「…………」

　手にしていた双剣を納め、シェルティスもまた背後へとふり返った。

　どこまでも深く続いている断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。

　足場となっていた浮遊島ラグーンが破壊されたいま、このルートを辿たどるのは難しい。

「多分だけど、下層に向かう道は一つじゃないと思う。穢歌の庭エデンの広さを考えれば、僕らが見つけてないルートの方がむしろ多いくらいだろうし」

　現にユミィは自分たちと別ルートを進んでいる。

　後続部隊にはメイメルや春蕾といった巫女も控ひかえている。彼女たちなら、遠視によってさらに別の道を発見できる可能性は高い。

「……だから、この場は急ごう。下に降りる道を探して」

　鞘さやに収めた双剣の柄つかに手をかける。イリスが用意してくれた剣はメインの二本と予備の二本。うち、投とう擲てきして早くも一本を失った。

　残る剣は三本。

「ユミィがイグニドとでくわす前に合流しないと」
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　穢歌の庭エデン・第七鏡界。




　地の底から天上にむかってそびえ立つ巨きよ大だいな鏡結けつ晶しよう。大地の亀き裂れつから頭上の極光オーロラまで、世界をそのまま映しだす穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スの鏡面に──

　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをした少女が二人、剣を握りしめる姿が映しだされていた。

「ゃっ、!?」

　声にならない小さな悲鳴がもれる。

　反射的に身構えて、虚こ空くうを切り裂さいて放り投げられたソレを、ユミィはかろうじて両手で受けとめていた。

　──糸のように細い黒くろ塗ぬりの剣を。

「な……なに……これ」

　鋭するどい切っ先の刃は。

　手を傷つけることなく、その柄を摑んで受けとめることができたのは奇き蹟せきに近い。

「片方あげるわ」

　漆しつ黒こくのスーツに身を包んだ空白ユミエル。

　残る一本の剣を右手に携たずさえながら、彼女はたったいま剣を放り投げた左手で、まっすぐこちらの胸元を指さした。

「私も貴方あなたも剣は一本ずつ。これで対等よね」

「……ど……どういうこと……？」

　両手で持った剣をまじまじと見つめた。

　……この剣。

　……わたしが受けとめるのも彼女の狙ねらいどおり？

　受けとめやすいよう、わざわざ山なりに剣を放り投げてきた彼女。

　直後に罠わなの可能性に気づいたが、明らかにそんな雰ふん囲い気きではない。刃か柄に毒が塗ぬってあるわけでもなく、危険な仕し掛かけが施ほどこしてあるわけでもない。

「何も持ってない貴方を一方的に虐いじめるのも楽しそうだけど、それじゃ不十分なの。決けつ闘とうなんだから条件は一いつ緒しよがいいわ。それでこそ、どちらが優すぐれているのかハッキリするでしょ？　どちらがシェルティスにふさわしいか」

　空白ユミエルがくすくすと笑みをうかべる。

　その瞳ひとみと口元に、どうしようもない狂きよう気きと恍こう惚こつの色を滲にじませて。

「徹てつ底てい的に辱はずかしめてあげる。その目め障ざわりな法衣を破りさって、綺き麗れいな髪もズタズタに切りさいて、全身血まみれに傷つけて……最後に、この第七鏡界ばしよに永遠に閉じこめてあげる。これでシェルティスはわたしのもの」

「っ！」

「貴方は一生、ここで孤こ独どくと向かい合えばいい。空白わたしがそうだったように！」

　冷たく響ひびきわたる空白ユミエルの咆吼。

　彼女が剣を振ふりかぶる。

「抵てい抗こうしたかったらすれば？　どうせ無理だと思うけど！」

「っ！」

「……あれ、避よけちゃった？」

　振り下ろした剣を引き戻もどして嗤わらうユミエル。

「剣、せっかく貸してあげたのに使わないのかしら？」

　言葉が出てこない。

　冷たい汗あせが頰ほおを伝っていくのを感じながら、ユミィはたったいま自分の胸元を掠かすめていった切っ先を食い入るように見つめていた。

　……本気だ。

　……いま、少しでも躊ちゆう躇ちよしてたら間ま違ちがいなく斬きられてた。

　……本気でわたしのことを。

　初しよ太だ刀ちをかわせたのは偶ぐう然ぜんだ。握っていた剣を構えることも忘れ、ただ咄とつ嗟さに後ろに跳とび下がったことが功を奏したに過ぎない。

「なら今度こそ」

「やだ、やめて！　なんで……なんでわたしたちが戦わなくちゃいけないの！」

「じゃあ、シェルティスはわたしがもらってもいいの？」

「っ！」

　両目を糸のように細める空白ユミエル。

「何度でも言うわ。貴女は空っぽなのよ。シェルティスが好きだという気持ちも、もとはわたしの虚きよ像ぞうに過ぎない。穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スに映って生まれた人格。なのに、そんな貴女がわたしから全てを奪うばっていった。塔とうの友人も、仲間も、名めい誉よも記き憶おくも何もかも」

　二つに分かれた宿命。

　一人は皇おう姫ひとなる宿命のまま塔に残って巫女となり、そしてもう一人は誰だれにも知られず塔を去って異い篇へん卿きようとなった。

「おかしな話よね。どうしてわたしの方がこんな悔くやしい思いをして、塔を去らなきゃいけないの。二人に分かれて、ただ貴女の方が先に浮遊大陸に帰き還かんしたというだけで」

「ち、ちが……」

「そしてあなたは、シェルティスまでも奪おうとする」




「ちがう！　わたしは……空っぽなんかじゃない！」




　魂たましいの叫さけび。

　喉のどから血が噴ふきだすほどの勢いでもって振りしぼったユミィの声が、遠く遠く、第七鏡界の遥はるか地平線まで伝っていった。

「違ちがう？」

「そうだよ。……だって、あなたはわたしが巫女で羨うらやましいっていうけど……三年前はそうじゃなかった……から……」

　シェルティスが穢歌の庭エデンに堕ちた時、自分ユミィは巫女ではなかった。

　最初は彼が死んだとさえ覚かく悟ごして、それでも昼間は涙なみだを見せないで巫女見習いの修行に励はげんだのだ。巫女になるための修行で身も心もボロボロになって、多くの者が睡すい眠みんで身体からだを休めている夜ふけに……たった一人で枕まくらを濡ぬらして泣き腫はらしていた。

　夜に泣き続け──

　朝になれば巫女見習いの修行。

　疲ひ労ろうで意識を失って、修行が終わって自分の部屋に戻る体力すら残ってなくて、そのまま病室に運ばれて点てん滴てきを受ける生活をどれだけ続けただろう。人生の全てを思いだしても、あれほど辛つらい時はなかった。

「巫女になるまで……どれだけ辛いことがあったか。ユミエル、あなたは、そういう部分を全部切りとった後の結果しか言ってないじゃない……」

「────」

　たしかに今のわたしは巫女だ。

　けれどもそれは、シェルティスが死んだとされた後も限界状態で修行を続けた日々があってのこと。シェルティスとかわした約束を、せめて自分だけでも守りぬこうって。

　──それだけは。

　──その約束を守り続けてきた努力だけは否定されたくない。

　夜に流した涙と。

　歯を食いしばって堪たえ忍しのんだ嗚お咽えつの記憶だけは、虚像でも空っぽでもない。

　わたしだけの本物だ。

「辛いことたくさんあった……。塔にいて楽しい思い出ばかりじゃないもん。巫女になる前も、なった後も、あなたがわたしなら誰よりそれを知ってるはずじゃない！」

「…………」

　険悪なまなざしで空白ユミエルがこちらを睨ねめつける。

「やっぱり貴女とわたしは相あい容いれない」

「……え？」

「わたしはね、そういう『辛い思いを乗りこえてきた』って言えるような境きよう遇ぐうそのものが羨ましいって言ってるのよ」

「っ、わ、わたしはそんなつもりは──」

「聞き飽あきたわ」

　うっすらと冷たい微び笑しようを浮うかべる彼女。

　右手に剣けんを携えたまま一歩、また一歩と近づいてくる。

「その小うるさい唇くちびると喉、どちらを先に切り刻んでほしい？」

「……や、……やめ……」

「嫌いや？　なら抵抗しなさいよ。暴力の嫌きらいな巫女だなんて仮面を剝はぎ取って、その手に持った剣でわたしに斬りかかってくればいいじゃない。そうすればわたしからシェルティスを心おきなく奪えるわ」
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「……い、……嫌……わたしは……だって…………」

　剣を握にぎる手がふるえてる。

　こんな剣いらない。わたしがここに来たのはそういう理由じゃない。

　なのに、剣を手放したくても腕うでが緊きん張ちようで強こわばってしまってる。手を開いて剣を捨てることすらままならなかった。

「あくまで無抵抗を続ける気？」

「…………」

「おばかさん」

　苦笑の息が、彼女の艶つややかな唇からこぼれ落ちる。

「いいわ。じゃあわたしが貴女を切り刻むだけだから。ほら、ちょうど目の前にはこんな大きな鏡。自分が辱められる姿、自分で眺ながめ続けなさい」







　第十章　『世界に黄昏たそがれの讃さん美び歌かが満ちる時』
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　浮ふ遊ゆう大陸・第二居住区。




　焦こげつく煙けむり、そして飛び散る粉ふん塵じんの臭におい。

　一息吸いこめば、たちどころに肺の奥にへばりついてむせ返るであろう悪あく臭しゆうの立ちこめる戦場で──

「第七十四班、戦せん況きようは？　どうなってるの!?」

　イーシャは、肩かたにくくりつけた通信機に向かって怒ど鳴なりつけた。

　正せい護ご士しイーシャ・イス・イシマエル。

　金色の長ちよう髪はつを左右で二つ結びにした小こ柄がらな少女だ。十代なかばという若さでありながら、優ゆう秀しゆうすぎる実じつ姉しイシュタルの背中を追いかけて正護士の座に上りつめた。

「最っ悪。七十二班、三班に続いて今度は七十四班まで応答なし……か」

　──展開──

　彼女の無言の命のまま、地面に転がっていた巨きよ大だいな鉄球が浮うかびあがる。

　沁しん力りよく術士型正護士「人にん形ぎよう遣づかい」──沁力術式に長じたイーシャの武器は、この超ちよう圧縮で圧おし固められた巨大な鉄球だ。

　とん。

　浮遊する鉄球の上に飛びのるや、それを足場に、密集する家か屋おくの屋根へと飛び移る。

「……負傷率四割超。増ぞう援えんはまだなの」

　奥歯を嚙かみながら見すえるのは、その先にある巨大な工場密集エリアだ。

　大規模生産プラント前──

　五十人以上の護士候補生で防衛を任せられた区域だ。食料品の生産や水の濾ろ過か、薬やく剤ざいの精製を一手にまかなうエリアとして重要視されている。

　……プラントが一区画に集中してるのは、こういった事態に備えてのこと。

　……精せい鋭えいを集中させてプラントを守りきれるように。

「だけど、さすがにこれは苦しいわね……」

　そこかしこで立ちあがる火の手。

　炎えん上じようにまでは至っていないが、黒い煤すすがいまも複数箇か所しよからのぼり続けている。

　抑おさえきれない。時間を増すごとに苛か烈れつさをましていく敵の侵しん攻こうに、こちらの防衛が確実に崩ほう壊かいしていっているのだ。

　現状、戦せん闘とうの水面下で負傷者がどれだけになっているかは見当もつかない。

「……息がっ」

　立ちのぼる煤を長時間吸い続けたせいで喉が痛い。

　たまらず地上に降り立った、その直後。

　ミシッ──背後の家屋の塀へいに、無数の黒い亀き裂れつが走った。

「幽ゆう幻げん種っ!?」

　ぶ厚い石いし壁かべを食いやぶって突とつ進しんしてくる怪かい物ぶつめがけ、イーシャはふり向く前にその命令を終えていた。

　──放射──

　超重量の鉄球が動きだす。

　沁力を帯びたことで鮮あざやかな蒼あおに輝かがやく金属球が、迫せまる幽幻種の前後左右を完全包囲し、またたく間にその身体ごと本体の核かく晶しようを破は壊かいした。

　が、まだだ。

　石壁にぽっかりと空いた巨大な穴から、さらに蠢うごめく黒いものが飛びだしてくる。

「まだいるの、ここらは殲せん滅めつしたと思ったのに！」

　現れたソレは、もはや一定の姿さえしていなかった。

　不定の獣けもの。まるでアメーバのように全身を蠢かせながら、地を滑すべるように不気味なほどの速度で接近してくる。

「……触ふれるのは危険そうね」

　跳とび下がりながらも、自分の人形である鉄球に撃げき墜つい命令を────

「伏ふせろ」

　不意に投げかけられた一言。自分の背中から伝わってくる声に、イーシャは鉄球への命令をも忘れ、その場に身を低く屈かがめた。

　──銃じゆう声せい。

　鼓こ膜まくをつんざく巨大な銃声がたてつづけに鳴なり響ひびき、その先にいたアメーバ状の幽幻種を無数の飛ひ沫まつに変えた。

「珍ちん種しゆだな。あの類たぐいはまともに戦えば厄やつ介かいだと相場が決まっている」

「……先に『ケガはないか？』って聞かないの？」

「見ればわかる、無事で何よりだ」

　硝しよう煙えんを燻くゆらせる双そう銃じゆうを握った禿とく頭とうの正護士。

　ジン・イクスナリス──こちらもまだ二十代という若さでありながら、その精せい悍かんな顔つきと落ちつきはらった口調は、イーシャとは一転して老ろう獪かいな雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

「あら。もっと休んでてよかったのに。医い療りよう部隊に可愛い看護士もいるんでしょ？」

「あいにくと、看護士の顔など見てる余よ裕ゆうもない混乱ぶりでな」

　額から左目にかけて包帯を幾いく重えにも巻きつけたジン。その右手の肘ひじから先も、破けた儀ぎ礼れい衣いの下に痛々しいほど包帯を巻きつけているのが見てとれる。

　集団に襲おそわれた時の負傷だ。

「その手で銃、握れるの？」

「いっそ足の指で引き金を弾ひく練習もしておくべきだったな」

　両手の銃を正面の家屋へと向ける双銃士。

「……あらかた倒たおしたつもりだったが、一番デカい奴やつを見み逃のがしていたか」

「え？」

「目の前だ。俺たちの目の前にいる」

　水平に銃を構えるジン。だけど、彼のいう幽幻種はどこにいる？　まっすぐ先を見たって、砕くだけた石いし塀べいと二階建ての民家しか────

「来るぞ」

　直後、目の前で民家の屋根が粉々に吹ふき飛んだ。そこから姿を現したのは奇き怪かいに蠢く無数の触しよく手しゆ。つい直前にジンが倒したアメーバ状の個体だ。

「こいつが本体っ!?」

　二階建て家屋の屋根を吹き飛ばし、その内側から這はい上がってくる巨大な質量。

　巨お大おきい。

　アメーバ状に蠢いているせいで正確なところは測れないが、竜りゆう型の大型個体にも比ひ肩けんするほどの巨きよ体たいではないか。

「核晶を破壊した手て応ごたえがなかった。分ぶん裂れつまたは分身型個体によくある奴だ」

「さっき倒したのは身体からだのほんの一部ってわけね……」

　刹せつ那な。

　目の前で、巨大幽幻種が無数の小さな分身となって飛び散った。

「っ！」

　家屋の屋根、公道、路地裏、遥はるか頭上まで四方に展開した分身たち。大きさはイーシャの身長程度だが、問題はその数があまりに多すぎることだ。

　逃にげる間なんてない。

　巨体に目を奪うばわれていた一いつ瞬しゆんで、その分身たちに完全包囲されていた。

「……ジン！」

「一点を集中突とつ破ぱして駆かけぬける。遅おくれるな」

　ジンの判断に迷いはなかった。

　時間をかけて最善手を探る時間はない。そう悟さとっての直感頼だのみの策だ。

「はじけ飛びなさい！」

　全方位から迫るアメーバ状の分身たち。

　それを迎むかえ撃うつ超重量の鉄球。イーシャ自身の沁力を帯びていることで、鉄球での衝しよう突とつそのものがダメージとなって次々と分身を弾はじいていく。

　が、一いち撃げきでは倒しきれない。

　あの粘ねん液えきのような身体のせいだ。高速で回転する鉄球の破壊力も貫かん通つう力も、クッションのような組織構造のせいで十分な威い力りよくを発揮できない。

　──弾いても弾いても起き上がってくる。

　──こんなんじゃ、わたしの鉄球だけじゃ抑えきれない。

　分身たちをかわしながら包ほう囲い網もうを抜ぬけていく。

　鉄球二体で押しつぶしてようやく分身一体が完全消しよう滅めつ。でもだめだ。当然に残りの何十体という分身に影えい響きようはない。どれか一体が核晶持ちの本体のはずなのに……！

「無む駄だに考えるな」

　上空から飛来する二体を撃ち落とすジン。

「一気に抜ぬけるぞ」

　前方を遮さえぎる三体を卓たく越えつした銃さばきで倒す彼に続き、イーシャの鉄球が左右から迫る二体をさらに後方へと押し返す。後方からの分身も距きよ離りがある。

「突破し────────っっ!?」

　不意に。

　踏ふみだそうとした足が動かず、イーシャはその場で転てん倒とうした。

　……足先が。

　……地面に吸いついたように離はなれない？

「っ、こいつ！」

　背筋をぞっと冷たいものが過よぎっていく。地中から浮うかびあがってきた分身が、いつの間にか自分の足首を捉とらえていたのだ。

「イーシャ！」

　ジンの放った銃じゆう弾だんが、取り憑ついた幽幻種だけを正確に吹き飛ばす。が、その間に経過した数秒の時間は、背後から迫る何十体という分身には十分すぎた。

　すでに眼前へと迫る無数の分身たち。その身にまとう魔ま笛てきで触れるもの全てを溶とかしながら、覆おおい被かぶさるように飛びかかってくる。

「ぐっ……」

　ジンの射しや撃げき。イーシャの鉄球。

　だがどれも遅おそい。いや、足りなかった。数にして十体以上、撃ち倒しそこねた分身たちが視界をうめつくし──




　そして、空中で真っ二つに切断された。




「………………え」

　上下左右に分断された分身たち。

　そのどれもが空中でさらに微み塵じんに切り刻まれていく。数センチ単位、あるいは数ミリ単位にまで徹てつ底てい的にだ。

「うーん、まあ七割八割かしら。長年の運動不足が響いてるわね」

　民間人だった。

　儀礼衣とはほど遠い料理人用のコックコート、その上にレース地のエプロンをつけた姿。けれどその両手には、およそ民間人では手に入れることもかなわぬ直ちよく刃とうの双そう剣けんが握にぎられている。

「エリエがいつまで待っても戻もどってこないから心配で出向いてみれば……さすがに大おお事ごとね、生産プラントまで壊こわされたらお店の食材が届かなくなるじゃない」

　飄ひよう々ひようとした口調の女性。

　眩まぶしいばかりに輝く金きん髪ぱつにすらりと伸のびた上うわ背ぜい、凜り々りしく整った面おも立だちの女性だ。

　外見は十代後半から二十代中なか頃ごろだけれど、その落ちついた雰囲気は三十代から四十代と言われても不思議ではない。

　──そのエプロンに、二ア羽ルのビ白レ鳥オが交こう叉さした可愛らしいアップリケ。

「あなたは……」

　ただの民間人であればすぐに地下シェルターへの避ひ難なんを促うながしていただろう。

　だが目の前の彼女の風ふう貌ぼう。そして何より、幽幻種たちを一瞬で切り刻んだ人外の剣けん技ぎをイーシャもジンもはっきりと覚えている。

「でも弱ったわ、手応えなし？　どれが本体なのかしら」

　顔をしかめて腕うで組ぐみする彼女。

　それもつかの間、まるでとっておきの策を思いついたかのように手を打って。

「ま、いいわ。全部斬きっちゃえばいいのよね」

　わずか十数秒の出来事だった。

　ふわりとエプロンをなびかせたとイーシャが認識した時には、彼女は烈れつ風ぷうのごとき速度で分身の一体へと迫せまり、すれ違ちがいざまに切り刻んでいた。

「二体目、外れ。三体目、これも外れ？　じゃあ四体目、五体目六体目──」

　止まらない。

　流水のごとき歩調で敵をかいくぐり、交叉した直後には切り刻んでいる。それが十体、十五体を数えようとした時。

「あら、ようやくアタリかしら」

　彼女の剣が、アメーバ状の個体の内側で何か硬かたいものを切断した。

　──破は壊かい音。

　彼女が斬った核かく晶しようが砕けちり、本体はもちろんのこと周囲に集まっていた何十体という分身もまた溶けて消滅していく。

「ふう。エリエどこいったのかしら。まずあのプラント周辺の幽幻種片付けて、それから手当たり次第探してみないと」

　汗あせ一つかかず、目にかかった前まえ髪がみをそっとはらう金髪の女性剣けん士し。その美しく澄すみきった剣技、もはや間ま違ちがいようがない。

「……ジン」

「ああ、ご助力感謝します。先代千せん年ねん獅し、メイメル様の専属護衛を担当されていたキリエ師隊長とお見受けしますが」

「ご助力だなんてそんな、大げさね。でも礼れい儀ぎ正しいのは嫌きらいじゃないわ」

　クス、と大人びた笑みで応えるキリエ。料理長──喫きつ茶さ店てん『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』でそう呼ばれている時とまるで変わらぬ涼すずしげな微ほほ笑えみだ。

「あなたたち正護士ね。まだ動ける？」

「と、当然ですわ！」

「無論です」

「結構、ならばついてきなさい」

　カツッと靴くつ音おとを響ひびかせて先代千年獅がきびすを返す。

「これより生産プラント周辺の幽ゆう幻げん種を殲せん滅めつするわ。しかるのち負傷者の救出と行方ゆくえ不明者の捜そう索さく。……戦いは、まだ先が見えないものと思った方が賢けん明めいね」
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　浮ふ遊ゆう大陸・第一居住区。




「よし今！　ユトこっち、こっちおいで」

　建物の陰かげから周囲の気配を確認。そして特に念入りに、頭上をとびかう幽幻種の動きに注意しながらエリエはユトに向かって手をふった。

「はーい！」

「あ、だ、だめ！　静かにおいでってば！」

　ぱたぱたと駆けてくるユトの手をとって素早く建物の陰に身を寄せる。

　……ふぅ、危なかった。

　……見つかってないよね？

　見上げたそこには、今も上空から地上へと幽幻種が降下している光景。地上の大通りで天結宮ソフイアの部隊が死にものぐるいで討とう伐ばつしているはずなのに、その数は減るどころかむしろ増えているような気さえする。

　銃じゆう声せい、衝しよう撃げき音、破壊音。

　時折聞こえる人の声も、もはや悲鳴なのか歓かん声せいなのかもわからない。

「だけどもうすぐだからね。もうすぐ地下シェルターにつくから」

「うん！」

　にこにこ笑顔のユトを連れて建物の陰を進んでいく。

　正直、いつ頭上の幽幻種に見つかるか気が気でない。家屋の陰になっている場所はいいけれど、日の当たる道を渡わたる時はもう心臓が飛び跳はねそうだ。

　……華宮カグラとイリスはどうしてるかな？

　……もう塔とうの最上階についてるといいんだけど。

　幽幻種との戦せん闘とう自体はここより天結宮ソフイアの方が苛か烈れつといっていい。塔の内部にどれだけ幽幻種が侵しん入にゆうしているのかも心配だ。

「エリ姉、暑いの？」

「え。あ、ああごめんね。緊きん張ちようで汗びっしょりになっちゃって。暑くはないの」

　握る手のひらをハンカチで拭ぬぐう。

　そうだ、あたしがユトのお姉さん役なんだから。ユトを不安にさせちゃダメだよね。

　ぐっと息を吞のみこむ。手の震ふるえが伝わらない程度にそっとユトの手を握りしめ、エリエは足を進めていった。

　──時間にして十五分弱。

　路地裏であったはずの道は、いつしか巨きよ大だいな十字路に続いていた。

「来たね、ここ渡れば第二居住区だから」

「しぇるたー？」

「そそ。地下シェルターも入口がたくさんあるからね。一番近くの入口が……たしかこのすぐ近くにあったはずだから」

　……ただ問題は。

　……この道だけは本当に、見つかったら逃にげも隠かくれもできないことなんだけど。

　直線距離にして十メートル。

　ユトを連れて走ったなら四秒か五秒だろう。その間、上空に溢あふれかえる幽幻種一体にも目もく撃げきされないことを祈いのるしかない。

「行くよユ──」

「待って」

　ぐん、と強い力で手を後ろに引っぱられた。ユトしかいない。けど、とうていユトとは思えないくらい強い力で。

「────────────来た」

　真上を見上げる黒くろ髪かみの幼女がそう呟つぶやいた、まさにその直後。




　空が、一いつ瞬しゆんにして漆しつ黒こくへと塗ぬり替かえられた。




「え？　な、なに？」

　いきなり昼と夜が逆転したように真っ暗だ。

　皆かい既き日につ食しよくという現象があるが、これは……まるで太陽が…………

「ううん、太陽がアイツの図体の裏に隠れただけ」

「……ユト？」

　手を繫つないでいる彼女が、透すきとおるような黒の瞳ひとみでこちらをじっと見つめていて。

「上にいるのは幽幻種。それもすごく大きいやつ」

「──────っ!?」

　蠢うごめいていた。

　見わたすかぎりの空を覆いつくしてもまだ収まりきらない巨きよ体たい。暗雲だと思っていたのはソレの巨大な触しよく手しゆで、夜空だと思っていたのはソレの身体からだの影かげにすぎない。

「……なによ……これ……」

　超ちよう弩ど級きゆう幽幻種。

　地上二千メートルに達する天結宮ソフイアよりも大きいのだ。頭上の怪かい物ぶつが単に落下してくるだけで、この第二居住区は壊かい滅めつする。

　そんな怪物が、まさに自分たちの真上に悠ゆう然ぜんと浮遊していた。

「世界喰ぐらいの王。幽幻種のなかで一番大きいの。あれは二代目。まだ成長途と中ちゆうだけど、その力はとっても強い」

「……あれで成長途中？」

　いや、でも待って。

　あんな怪物のこと自分はまるで聞いたことがない。それを、なぜユトが。

「エリ姉こっち」

「ゃっ!?」

　両手を摑つかんで引っぱられた。

　そうエリエが認識した直後、途と方ほうもない爆ばく音おんと衝撃が背中側で破は裂れつした。

　──ズッ。

　公道を覆おおっている強化アスファルトが砕くだけちる。今までエリエの立っていた場所が大きく陥かん没ぼつし、そこにはすり鉢ばち状のクレーターが生まれていた。

「見つかった!?」

　そびえ立つほど巨大な竜りゆう型幽幻種。

　左右非対たい称しようの歪いびつなかたちをした一対ついの翼つばさをもち、その巨大な四し肢しだけで目の前の家屋を握にぎりつぶせそうなほどの体格だ。

「微び弱じやくな沁しん力りよくを感じとった？　なるほど、一代目より沁力感度は上じよう昇しようしているな。学習しているじゃないか」

「ユト、隠れ────」

　間に合わなかった。

　エリエがユトの手を引いて後ずさるより先、竜の姿をした怪物の全身が昏くらく輝かがやいた。
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「魔ま笛てき!?」

　放電にも似た音をざわつかせ、幽幻種の口こう蓋がいから洩もれる呪じゆ詛その音ね色いろ。

　それが、そのまま光の津つ波なみとなって押し寄せてきた。

　──間に合わない。

　目の前を埋うめつくす奇き怪かいな輝きを前に、そう覚かく悟ごを決めた刹せつ那な。

「エリ姉、離はなれて！」

　ユトの華きや奢しやな両手に、エリエの身体は道どう路ろ脇わきにはね飛ばされていた。魔笛の輝きの外へ。瞬まばたきをする間もない一瞬の出来事で。

　だけど……

　だけど、そのかわりにユトが魔笛の光に包まれて…………

「い、いやぁぁぁぁあっっっ！」

　喉のどの奥から洩れる嗚お咽えつと吐はき気けに、思わず口元を両手で覆った。

　全てを侵しん食しよくし腐ふ敗はいさせる呪のろわれた光を浴び、目の前の道路も建物の壁かべも何もかもがどす黒い蒸気を噴ふん出しゆつしながら溶とけだす光景。

　その中心部にいた黒髪の女の子もまた────

「…………ユッ…………ト…………」

　全身の力が抜ぬけて膝ひざが地につく。




「いいや、今はツァリだ」




　魔笛の輝きが一瞬にして消し飛んだのは、その時だった。

　建物が融ゆう解かいする黒い蒸気もまた同時に消えて、後に残ったのは浮遊大陸に吹ふきこむ心地ここちよい風と、そして────

　銀色の法衣を羽織った、濡ぬれ羽ば色の髪かみが印象的な女性が一人。

　……それは、とても綺き麗れいな人だった。

　いまにもこぼれおちそうなほど豊ほう満まんな胸の双そう丘きゆうに、きゅっと絞しぼられたウエスト、そこから再び盛り上がる腰よう部ぶの妖よう艶えんな曲線が法衣ごしにも見てとれる。同性のエリエが息を吞んでしまうほどの色いろ香かと体型美シルエツトだ。

「間に合ったか。我ながらまったく不自由な身体だよ」

「……え？……あ、あの…………」

「やあエリ姉、無事で何よりだ」

　歳は二十三か二十四か。それほど年上とも思えないけれど、その口元に浮うかんだ深遠な笑みは、まるで永き時を経へて完成された白はく刃じんのように鋭するどくも美しい。

　そんな彼女を、エリエは知っていた。

「…………ツ、ァリ……さ……ん……？」

「こちらの姿では久しぶりか？　まあ、私の方も珍めずらしく忙せわしなかったからな」

　琥こ珀はくの双そう眸ぼうでもって自分を見下ろす彼女。

　……だけど……どういうこと。

　地面にぺたんと腰こしを下ろしたまま、頭が呆ぼう然ぜんとして考えが追いつかない。ユトだと思っていたのがいつの間にか別人に入れかわっていた？

　……で、でも待って。

　……ユトとツァリさんて髪の色は黒髪で一いつ緒しよで、目の色も同じ琥珀色で。

　……それって……つまり。

「親子……？」

「あいにくと私はまだそういう歳じゃないんだよ。エリ姉」

　悪戯いたずらっぽい笑みで彼女が手をさしのべる。

「ユトであり、ツァリである。私は生まれが特とく殊しゆでね。一つの時じ間かん軸じく上に現ユ在トと未来ツアリが並行して存在している。と言ってもピンとは来ないか」

「…………」

　差しだされた手を無心で握った。

　……やわらかい手。

　……ほのかに温かい指先で握りかえしてくれる、この感覚。

　同じだ。ユトの手を握ってる時と同じ。

　でも思い返せば、ずっとそうだった。




〝そう！　そうそうツァリさんてば、ユトどこいったか知らない？〟




　ユトの姿が見えなくなって。

　そこにはいつだって、かわりにこの女ひ性との姿があった。

「ともあれ、目下のところは迷めい惑わくな侵しん攻こう者たちを片付けるのが先か」

「っ！」

　その何気ない呟きにようやく我に返った。そうだ、現に目の前には、とても恐おそろしい姿をした竜みたいな幽ゆう幻げん種が──

「それは対処済みだ」

「……え？」

「上う空えのも、これくらい楽なら手が掛かからなくて可愛いんだが」

　ツァリがそう告げる後ろで、動きを止めた竜型の怪物が霧きりとなって消えていく。

　いつ反はん撃げきしていたのか。

　魔笛を浴びた時から、まったくそんなタイミングなんてないと思っていたのに。

「こんなの倒たおしたうちにも入らない」

「でも、こんな大きいの……」

「コイツも真上の怪物の一部だ。よく見てみろ。上から何が降ってきてる？」

　世界喰らいの王。

　曇どん天てんのごとく第二居住区の上空に浮ふ遊ゆうする巨きよ大だい幽ゆう幻げん種から、まるで雨のしずくのように黒いものが次々と居住区へと落下していく。

　……まさか。

　……あの雨あま粒つぶみたいなものが、全てさっきの竜と同じだとすれば。

「本体と繫がった分身だ。本体を叩たたかないかぎり同じものがいくらでも量産される」

「本体って……」

「そりゃあ、真上のアレに決まっているだろう？」

　当然といった面おも持もちでツァリが肩かたをすくめてみせる。

　その視線の先には世界喰らいの王。

　あまりに巨きよ大だいすぎてもはや地平線の端はじっこまでも隠かくれてしまっているほどだ。第二居住区はもちろん第一居住区や塔とうの護士も、固かた唾ずを吞のんでこの怪物を見上げているはず。

「アレと戦うっ!?」

「大切なエリ姉を守るためにね」

　不意に引きよせられ、エリエはぎゅっと抱だきしめられた。

「…………あ…………っ……」

　……やわらかい。

　……それに、髪のいい匂におい。ユトと同じシャンプーの匂いだ。

　そして。




「たった一人のお姉ちゃん。

　……今までありがとね。ユト、こんなに優しくしてもらったの初めてだった。

　お礼に、ユトもがんばるから」




「っ！」

　その声は。

　抱きしめる彼女のその声は、まぎれもなく自分の知ってるユトの声で──

「バイバイ、エリ姉」

「！　待って、いかないでユ────────」

　離れる身体からだ。

　抱きしめられていた腕うでがほどかれるなか、エリエは自分の両手を必死に伸のばした。

　……だけど。

　その手は、悲しく虚こ空くうを抱きよせただけ。

　黒くろ髪かみの彼女は、あっという間に遠くへ離れてしまっていた。

　凄すさまじい脚きやく力りよくでひび割れた公道を蹴けって建物の屋上へ。そこからさらに高層建築物へと跳ちよう躍やくし、その壁から屋上へと飛び移っていく。

「ユ…………ツァリ……さん……」

　遠ざかる後ろ姿を眺ながめるしかないまま、エリエはふらふらと後ろの壁によりかかった。

　……ああ、なんだろう。この感覚。

　……遠い感覚。

　……友だちが引っ越こしちゃった日の夜って……こんな感じだったっけ。

　喪そう失しつ感かん？

　大事な人が遠くへ行ってしまった気分だ。

「さて、それで貴女あなたはどうするの？　地下のシェルターを目指す？」

「っひゃぁっ!?」

　唐とう突とつに声をかけられ、エリエはびくんと身体を震ふるわせた。

「ちょ、ちょっと！　びっくりさせないでってば」

「これは失礼。でも、なんだか放心してたみたいだから。今くらいのショック療りよう法ほうの方が効くんじゃないかって」

　悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えむのは黒ずくめの子だった。

　漆しつ黒こくの外がい套とうを羽織っていて、髪の毛はちょうど肩に届くくらいだろう。

　少年……あれ、でも女の子？

　その澄すんだ微笑と声こわ音ねから性別がまるで特定できない。しいて言えばどちらでもなく、どちらの要素も内包しているかのようなふしぎな雰ふん囲い気きだ。

　……それに、とても神秘的な色の髪。

　赤でも青でもない艶つややかな暗色。濃こい紫むらさきというと魔ま笛てきの色を思いだすけれど、それより鮮あざやかで神秘的な色合い。まるで夜空がそのまま宿ったような髪色だ。

「やっと追いついた」

「え？　追いついたって……」

　初対面の人間のはず。こんなふしぎな子なら、居住区のどこで見かけたって印象に残ってるはずだけど。

「自分は紗音シヤオっていうの。初めましてエリエ」

「シャオ……？」

　その名前に、まず頭をよぎったのが紗砂シヤサ・エンデンス・凜リン・ケールという皇おう姫ひの名だ。

　紗砂と紗音。

　砂を織るという意味の名前に対し、こちらは音を織るという名前。

　発音も、そして意味合いもどこか通じるものがある。

「最初はイリスがツァリに頼たのんだようだね。貴女が素直に塔の10階に避ひ難なんするとは思えないから、塔の外に出て行ってしまう時は地下シェルターに避難させてくれって」

「うそ、イリスが!?」

「すっかりお見通しのようだったよ、だけどツァリは幽幻種と戦わなくちゃいけないし、そこで彼女から自分あてに声がかかったというわけ。……といっても、頭上のアレと戦う前に、ツァリから貴女に挨あい拶さつしたいからそれまで待ってろってね」

　紗音と名乗る子が視線でうながす先の曇天。

　世界喰ぐらいの王の蠢うごめく巨きよ体たいの一部で鮮やかな火花が破は裂れつし、その箇か所しよだけすっぽり穴が空くことで太陽の光が差しこんでいる。

「珍しいことだよ。彼女にそこまで好かれるというのは」

「……ツァリさんが」

「今までずっと優しくしてくれたから、そのお礼を言いたかったんだって」

「…………」

　まばたきも忘れて頭上の光景に見入っていた。

　世界喰らいの王に覆おおわれて光を失った世界で、なお閃せん光こうのごとく輝かがやく火花。真上で輝いたと思えば、次の瞬しゆん間かんには遥か後方で光が破裂。

「向こうは彼女に任せるほかないし、地下シェルターに避難する？」

「……行かない」

　紗音の言葉をさえぎって。

　エリエは、下した唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめながら首を横にふった。

「行きたく……ないの。ここにいる」

「それはなぜ？」

「だって……さっきまで隣となりにいた女ひ性とが戦ってるんだよ！　なのに、そんなの見せられてあたしだけ行けるわけないよ」

　紗音の伸ばした手を摑つかむことはできない。

　このまま地下シェルターにいたってツァリの様子が気になるに決まってる。なら、ずっとここに留まるのとどれだけ違ちがいがあるだろう。

「地下シェルターだって安全なわけないもん」

「……そう」

　ややあって、紗音が伸ばしていた手を引っこめた。

「貴女は優しい人だね。ツァリが、あなたを守りたいと言った気持ちもわかる」

「や、優しいって？」

「護士の理り屈くつや騎き士し道どうでなく、あるいは巫み女このような一種の義務感に突つき動かされるわけでもない。純じゆん粋すいに心のおもむくまま、誰だれよりも自然に人に優しく接する選せん択たく肢しを選ぶことができる。それはきっと世界でもっとも素敵な才能の一つだろうね」

「そ、そんなすごいことじゃないと思うけど」

　……や、優しいだなんて。

　……そんなの面と向かって初めて言われちゃった。

「もう一度聞くけど、本当にここでツァリの戦いを見届けたい？」

「う、うん……」

「だとしたら、彼女が傷つく姿を目にすることになる」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、目の前の子が何を言っているのかわからなかった。だけどそう告げる紗音の眼まな差ざしは、決して噓うそを言っているようには見えなくて。

「上空の戦いで押されているのはツァリの方なんだ」




　ぱっ、と花が開くように上空で上がった赤い煙けむり。




　それがツァリの血しぶきであるとエリエが察知したのは、皮肉にも紗音の言葉を聞いた直後だった。

「単純な実力勝負ならば『反ツ逆ア者リ』の有利は揺ゆるがない。だけど──」

　躊躇ためらいにも似た余よ韻いんをあけて紗音は続けた。

「千年前の戦い。皇姫サラが氷結鏡界を発動させる時間を稼かせぐための最終決戦で、すでに彼女は重傷を負ってしまっていた。千年癒いえぬ傷きず跡あと……その深い痛みは、いまも彼女の身体の奥深くに刻まれている。普ふ段だんの彼女が、ユトという人格と身体を優先させていたのもそのせいだ」

「っ！　そんな!?」

「とはいえ、それでも本来は現状ほど苦戦することはありえなかっただろう。たった一つ、彼女にとって弱点となりうるものがなければね」

「……それ、どういうこと」

　知らず知らずのうち、エリエは自分の右手で服の胸元を握にぎりしめていた。

　……怖こわい。

　……なんだろう。なにかすごく、嫌いやな予感がする。

　トクントクンと脈打つ鼓こ動どうが、こんなにも頼たよりなく感じられてしまうのは初めてだ。

「ただ、これは貴女には残ざん酷こくな話かもしれないよ」

「言って！……お願いだから、教えて」

「────」

　紗音の唇くちびるからもれる吐と息いき。

　そして。

「世界喰らいの王の標的はツァリじゃない。エリエ、貴女だよ」

「…………え？」

「さっき竜りゆうの姿をした大きな個体が現れたのを覚えているね。あの瞬間にツァリは悟さとった。だからこそ別れの挨拶も惜おしんで速すみやかに──」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　あ、あたしが標的ってどうして！」

　当面の標的がツァリというのならわかる。

　最終的な標的が第二居住区の人間全体というのでも理解はできる。

　だけど、なぜわたし……？　幽ゆう幻げん種がわざわざ狙ねらうような脅きよう威いなんて何もない。

「それがツァリ相手にはもっとも効果的と踏ふんだのだろうね」

　上空を埋うめつくす巨体を見上げる紗音。

「世界喰らいの王の攻こう撃げきはツァリに直あ撃たらない。彼女の機動力が遥はるかに上回っているから。ではどうするか。──ツァリにとって、もっとも避さけたい事こと柄がらはなんだと思う？」

「そ、それは……」

「エリエ、貴女が上空の攻撃に巻きこまれて傷つくことだよ。上空に現れた世界喰らいの王はそこまで観察し、わざわざ最初に竜の姿の分身を遣つかわした。そして案の定、ユトであった彼女は貴女を庇かばって魔笛を受けた」

「…………」

「世界喰らいの王の攻撃は、さっきから一度もツァリを狙ってなんかない。アレは常に貴女を狙って魔笛を放射している。……あとはもうわかるね？」

　言われるまでもない。

　明白だ、紗音の示し唆さするものは残酷すぎるほどに明白だった。

　──幽幻種がわたしを狙ってる。

　──だけど、その攻撃はさっきから一度もこちらに降りそそいでなんかいない。

　それはつまり、どこかでその攻撃が防がれているからだ。

　防いでいるのは……

「そう、貴女に向けられた攻撃をツァリがその身をもって受けとめているんだ。世界喰らいの王の思おも惑わくどおりにね」

「っ！　そん……な……！」

「でも地下シェルターに逃にげなかったのは結果的に正解だった。地下シェルターに逃げこめば、それこそ周りの人間まで標的になっていただろうし」

「…………嫌」

　身体からだを支える力を失い、エリエはその場に膝ひざをついた。

「嫌だよ、そんなの……」




〝大切なエリ姉を守るためにね〟




　頭上でまたたく光と光。こだまする衝しよう撃げき音。

　それにまじって弾はじける真っ赤な血しぶき。

　真しん紅くの花が咲さくように……なんて、そんな美しい表現じゃ到とう底てい言い表すことのできない残酷な背景がそこにはあった。




〝……今までありがとね。ユト、こんなに優しくしてもらったの初めてだった。

　お礼に、ユトもがんばるから〟




「嫌だよ……そんなの……そんなお礼、あたしは…………」

　目の奥が熱いのに涙なみだが出てこない。

　かわりに喉のどから一切の水分が失われて、唇までカサカサだ。頭の奥で鐘かねのような耳鳴りがひびいて、胃が痛むほどに収縮しているのがわかる。

「ユト……」

　……ねえ、あたしさ、そんなお礼……のぞんでないよ。

　……あたしはただ……ユトもシェルティスも……料理長も……みんな無事で……

　また一いつ緒しよに、暮らしたいだけなんだよ？

　また一緒に、楽しく遊びたいだけなんだよ？

　だから。

「負けちゃいや！　ユトお願い、戻もどっ……戻ってきてぇぇぇっ！」




　言葉というもの。




　言の葉というものに言霊ちからが宿るというのなら、それはきっと、エリエの生しよう涯がいのなかで今、この瞬間に発した言葉こそが唯ただ一つの奇き蹟せきだったに違いない。

　────空が、晴れた。

「え？」

　まぶしい。膨ぼう大だいな魔ま笛てきによって遮さえぎられていた陽光が降りそそぎ、上空には深く澄すんだ蒼そう穹きゆうとまばらな白雲が浮うかんでいた。

　そう、世界喰ぐらいの王が消しよう滅めつしていたのだ。

「タイミング的には、まさにツァリの反はん撃げきが直撃した瞬間だったけれど……いや、そんな指し摘てきは無ぶ粋すいでしかないか。こういう偶ぐう然ぜんこそを奇蹟というんだから」

　紗音が小さく首をふる。

　呆あきれというか感心というか、そこには珍めずらしくも微笑以外の表情がうかんでいた。

「素敵な応おう援えんだったじゃない。聞こえてたよねツァリ？」

　上空から落下してくる法衣姿の女性。

　家屋の屋上に落下し、そのまま受け身をとることもなく身体が硬かたい壁へき面めんにぶつかって公道へと落ちてくる。

　──ぼろぼろの法衣。

　──その身体も、全身が痛々しい傷だらけで。

「っ！」

　そんな彼女のところにエリエは慌あわてて駆かけよった。

「やあエリ姉、無事でなにより」

　家屋の塀へいに寄りかかりながら、かろうじて立ち上がろうとするツァリ。

　そんな彼女を一目見て──

「ばか、動いちゃダメだってば！」

「…………？」

「……ばか。ばか。ホントに……心配……したんだから、ね」

　自分より大きなユトに抱だきついて、エリエはその胸元に顔をうずめた。
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「あたしのが……お姉さんなんだから。ダメじゃない、……いつも言ってるでしょ。勝手に離はなれたりしちゃダメだよって」

「…………」

「……ありがとうね、ユト。あたしのために…………痛かったでしょ」

　顔をうずめたところの法衣が、エリエの涙で濡ぬれていく。

　なんでだろ。さっきまで涙も枯かれてたはずなのに、今になって緊きん張ちようがほどけた途と端たん……

「いずれにせよ無事で何より」

　一人変わらない紗音の飄ひよう々ひようとした口調。

「ところで話は変わるけど、頼たのまれていた調査の件でいいかい？　キミの対つい存在である不エ完ル全マ聖リ母アの向かった世界が判明したよ。やっぱり『真なる赤き実のなる大樹ネクサス』の消滅に向けて、原罪者ナザリエルに対たい抗こうするための名めい詠えい式しきを────」

「興味深い話だが、それはいずれ聞く」

　目をつむったままツァリが嘆たん息そく。

　そして彼女は、エリエの身体を両手で包んで優しく抱き返した。

「今は……しばらく……こうさせていてくれないか。……ユトが……泣いている」

「これは失敬」

　口元をやわらげて紗音が苦笑。

「ここに留まってもお邪じや魔まなようだし、自分は紗砂の手伝いに向かってと……いずれにせよ浮遊大陸こちらでできることはこれで全部だろうし」

　夜色の外がい套とうをひるがえす紗音。

　そのつま先は、遥か遠くにそびえる純白の塔とうへ。

「あとは穢歌の庭エデンしだい。世界の理ことわりを体現する少女と、世界の理に拒きよ絶ぜつされた少年か……二人の選ぶ道行きに浮遊大陸の全てをゆだねる。そうだったね紗砂」







　……残ったのは二人。

　泣きじゃくる少女と、無言でその少女を抱だきしめる黒くろ髪かみの女性たった二人だけ。

　幽幻種との苛か烈れつな戦せん闘とうが続くなかでありながら──




　そこだけは、ただ穏おだやかな時間が流れていた。







　第十一章　『最後の双そう剣けんを』







　　　　１




　穢歌の庭エデン・第七鏡界。

　地の底から天上にむかってそびえ立つ巨きよ大だいな鏡きよう結けつ晶しよう。大地の亀裂クレバスから頭上の極光オーロラまで、世界をありのままに映しだす穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶ス──

　その周囲を取り囲むのもまた、無数の氷結晶だ。

　子供の膝ひざ丈たけくらいの大きさの物から、何百年という時を経へて大人が見上げるほどに成長した結晶もある。

「っ……はぁ…………っ、…………ぁっ……」

　その一つに身を潜ひそめ、ユミィは懸けん命めいに息を押し殺していた。

　口元を手でおさえ。

　物音一つ、衣きぬ擦ずれ一つ聞こえないよう静める。

「あきれた。ホントに抵てい抗こうしないで逃げるだけなんだ？」

　前方からやってくる気配。

　──ユミエル。

　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをなびかせて、翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうに明確な怒いかりと敵意とを宿した少女。

「いつまで逃げ続ける気？　まさかシェルティスがここに来るなんて思ってる？」

　その右手に針のように細い剣を携たずさえて。

　彼女ユミエルがすぐ目の前を通過していく。

「巫み女こになって、周りの助けがなくちゃ生きてられなくなった？　だとしたら哀あわれなわたし。そんな姿シェルティスも喜ばないのにね」

「…………」

　挑ちよう発はつだ、気持ちを乱しちゃいけない。

　ここで出ていって何になる。またさっきと同じように追いかけられるだけだ。

　……戦いたくないよ。

　……なんでわたしたちが傷つけあわなくちゃいけないの。

　目的キツカケは同じだったはずなのに。

　巫女になったのも、異い篇へん卿きようを選んだのも、ただシェルティスを助けたいって気持ちからのはずなのに。どうして……。

「まだわからない？　シェルティスは一人で、わたしたちは二人」

　冷たい空間に響ひびきわたる少女の声。

「どちらかが諦あきらめなければいけない。でも貴女もわたしもそれは嫌いや。なら……どちらかがどちらかを蹴け落おとす以外にない。わたしがそう思っているということは、あなたも本心ではそう感じているはず。なんてったってわたしたちは『同じ』なんだから」

　……ちがう。

　……そんなのちがう、わたしは！

「言いたいことがあるなら出てきなさい？」

　掠かすめる風圧。

　ユミエルのふるった剣けん先さきがすぐ首元を通過していった。

「──っ！」

　しまった。

　反射的に悲鳴をもらしたことを悔くいても遅おそい。

「おばかさん。貴女のもらす弱々しい吐と息いき、聞こえてないと思った？　物もの陰かげに隠かくれてたってしっかり聞こえてたわよ」

「そんなっ……！」

「だから言ってるでしょう、哀れなわたしって！」

　抉えぐりこむようなユミエルの突つき。

　それを、握にぎりしめた剣でもってかろうじてユミィははじき返した。

「っ……くっ！」

「あら？　また返されちゃった、しぶといわね」

　目を見開く彼女。

　けれどその口元には、さっきと変わらぬ余よ裕ゆうの笑みが浮かんでいる。

　──わざとだ。

　──明らかに手加減されている。

　踏ふみこみ自体は鋭するどいけれど、そこに至るまでの挙動が大おお振ぶりすぎるのだ。

　今から肩かたを狙ねらうか足を狙うのか。狙いと突きのタイミングさえわかっていれば、素人しろうとが剣を握っていたって対処できる。

「じゃあコレは？」

　剣を大きく振りかぶるユミエル。

　これも剣を振りかぶる動作が大きすぎて、試合形式ならその隙すきを打ちこまれてお終しまいだろう。いや、むしろ自分でも狙えるかもしれない。

　……振りかぶった無防備の隙を狙えば。

　……わたしの剣だってあてることくらいできる。

「打ちこみたくてウズウズしてる？」

「っ！」

「なら素直に突いてきなさいよ。わたしの胸でも肩でも、あなたの好きなところを狙えばいい。きっとあたるわよ」

　振り下ろされる剣。

　それを、再びユミィは自分の剣ではじき返した。

「っ……はぁ…………ぁ……っ……」

　ほんの少し動いただけなのにもう息が上がってる。

　剣を握る手のひらも、たった数回の素す振ぶりで真っ赤になっているのがわかる。当然だ。こんな剣で戦う経験なんてまったくないのに。

「……どうして」

「？　どうしてって、何が？」

「どうして、あなたはわたしを斬らないの。……さっきからずっとそう。ずっと、わたしがギリギリでかわせるくらいに手加減してる」

　空白ユミエルの真意が摑つかめない。

　わたしなんか……たぶん、彼女が本気で剣を振るえばすぐに剣を弾はじかれてしまうのに。切り刻むとまで宣言しておきながら、なぜ？

　考えられる理由は二つ。

　彼女がそれをしようとしないだけか、あるいは何らかの事情でできないかだ。でも彼女の目を見れば、彼女がわたしを痛めつける気でいるのは間ま違ちがいない。

　だとしたら──

　何かがある？　わたしを傷つけたくても傷つけられない理由。

「何もないわよ」

「っ」

「わたしが貴女を傷つけられない理由、どうせそんなこと考えてたでしょ。あなたは本当に単純。メイメルにもよく同じこと言われてたくせに」

「……だって、それならどうして」

「そうね。しいて言うなら貴女の本心をさらけ出させたいって理由かしら」

　ユミエルが剣を虚こ空くうに放り投げる。

　高速で空中を旋せん回かいしながら落下する剣先に向かって、なんと彼女は自らの腕うでをさしだして──

「っ、ダメ！」

「なにが？」

　黒の異篇卿は、指先だけで剣の切っ先を摑んで受けとめていた。

「……そんな」

　冷たい汗あせがユミィの頰ほおを伝っていく。

　──いま、彼女は放り投げた剣をまったく見ていなかった。

　自分が剣を投げた感覚と、落下してくる風鳴り音だけで剣を受けとめたのだ。

　それも柄つかでなく切っ先をわざわざ摑んで。

　ひとつ違たがえれば指がなくなっていただろう。受けとめることに絶対の自信がなければできない離はなれ業わざだ。

「隠し芸みたいなものだから見た目より簡単よ。というより、あなたが塔で巫女の修行をしている時間を、わたしは剣の訓練に費やした。それだけの話だから」

　誤解。

　自分は、空白ユミエルに対してあまりに大きな勘かん違ちがいをしていた。

　──目の前の彼女は巫女ではない。

　──異篇卿。一人一人が脅きよう威い的な強さをほこる難敵。

「といってもやっぱり元が元だし。実際それほど剣が上達したなんて自分でも思ってないわ。素人を相手にするなら十分だけど」

「な、ならどうして！」

「なぜ貴女を斬らないかって？　いつでも切り刻めるなら焦あせる必要なんてないもの。わたしね、貴女の本心が見たいの。わたしと同じ醜みにくい嫉しつ妬とにまみれた女の本心」

「……なにを言って」

「これを見ても、まだそれが言える？」

　ユミエルが自分の左腕を前に伸のばしてみせる。男性用の黒スーツに彩いろどられた白く細い腕──その手首に刻まれた一本の赤い線。

「っ!?　それは──」

「あなたがやったのよ。あなたの剣がわたしを傷つけた。ほら、ここも」

　右みぎ脇わき腹ばら、左の肩口そして襟えり元もと。

　黒の衣装で判別しづらいものの、ユミエルの身体からだには確かに剣で傷つけられたとしか思えない傷きず跡あとがうっすらと刻まれていた。

「これが貴女の本心。無意識のうちに剣けんを振るっていたのよ、あなたの嫉妬心がね」

「う、うそ……そんな……っ!?」

　自分の剣先をまじまじと見つめる。

　──血は付着していない。

　──それも当然だ。だってわたしは間違っても剣を振るったりしていない。

　なのに、なぜユミエルが一方的に傷ついているの。

　わたしが咄とつ嗟さに剣をはじき返した時？　勢いあまって傷つけてしまった？　ううん、絶対そんなことないはずなのに。

「悲しいわね、二人きりの戦いだもの」

　剣を逆さか手てに持ちかえるユミエル。

　彼女が一歩また一歩、嬲なぶるような歩調で近づいてくる。

「わたしは貴女がやったといい、貴女はやっていないと否定する。証言者といえば、せいぜいこの大きな鏡くらい。もの言わぬ証言者じゃ意味もないわ」

　穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶ス──

　地の底から天上にむかってそびえ立つ巨きよ大だいな鏡結晶。二人の少女が剣を握って向かい合う光景を、その鏡は残ざん酷こくなまでにありありと映しだしていた。

「貴女は否定しても、傷つけられたわたしの身体は覚えてる。ほら、もういいじゃない。その剣でわたしと勝負しましょ？　正々堂々と、一対一よ」

　くすっ、とはにかむような微び笑しようで告げる異篇卿。

「っ、こないで！」

「何をそんなに恐おそれるの？　怖こわくないわ、それに何も恥はじる必要はないの。天結宮ソフイアでだって剣士と剣士がしのぎを削けずって試合をするじゃない。それと同じよ。貴女が勝てばわたしは引き下がるわ。第七天音律ソフイア・コードも返してあげる」

「……っ！」

　もっとも気がかりだった点まで見み透すかされている。

　空白ユミエルの指し摘てきのとおり、互たがいにかけているのはシェルティスだけではない。天結宮ソフイアの命運をかけた第七天音律ソフイア・コードがこの戦いに掛かかっている。

　だからこそ──

「わたしが異篇卿最後の一人だし、第七天音律ソフイア・コードを返したところで誰だれからも文句は出ないわ。シェルティスの奪うばい合いも同じ。わたしが負ければわたしは引き下がるしかない。貴女にとっても天結宮ソフイアにとってもこんなに都合のいい勝負はないでしょう？」

　甘美なる誘さそい。

　彼女が口にする提案は、あまりに甘くユミィの耳に響ひびきわたった。

　思わず。

　無意識のうちに剣を握りしめてしまう、そんな衝しよう動どうに駆られるほどに。

　……でも、ダメだよ。やっぱり違う。

　……わたしは……シェルティスはそんなこと決して望んじゃ…………

　身体が緊きん張ちようで動かない。

　剣を握りしめた手も、剣を握ったまま開くこともできなかった。

「始めましょう、最初で最後のわたしたちの決けつ闘とうを」

　狂きよう気きの微笑をうかべたまま近づいてくるユミエル。

　ぞっとするほどの敵意。

　本気だ、今度こそ本気で彼女はわたしに斬りかかってくる。何もしなければ間違いなく斬られる。自分の身を守るには、わたしもこの剣で────

　だけど、それは本当に正しいことなの？




　彼女ユミエルの言うように、わたしたちは傷つけ合うしか道はないの？




　わたしにはわからない……

　どうすればいいの。

「……シェルティス……わたし……」

　頰の内側を嚙かみしめて、この場にいない彼の名を、ユミィはすがる思いで口にした。

　祈いのるように、願うように。

　正解などあるはずもない空白ユミエルの命題──

　その答えを探し続けた。
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　穢歌の庭エデン、第──鏡界。




「っ、ユミィ……!?」

　一いつ瞬しゆん耳をかすめた声に、シェルティスはその場で足を止めてふり返った。

「いまユミィの声が……」

「っ、本当か！」

「マジかよ。おい、なんも聞こえねーじゃねえか」

　聞き耳を立てて周囲を窺うかがう二人。

　けれどモニカもヴァイエルも、その表情に浮うかぶのは疑問の感情で。

「……わたしは聞こえなかった。ヴァイエルは？」

「さっきより風がうるさくて何も聞こえねぇよ。ホントに聞こえたのか？」

「たぶん、としか言えないけど……」

　シェルティス自身、本当に一瞬だけ「そんな気がした」だけだ。

　前方なのか後方なのか、あるいは真横から聞こえたのかもはっきり摑めないほど、かすかな残ざん響きようだった。

「モニカ、近くにユミィの姿は」

「もう探ってる」

　モニカの全身からわきあがる碧みどり色の光子たち。

　遠視。

　彼女を中心にして、およそ肉眼では認識不可能な広こう範はん囲いを一気に探知する。巫み女この春蕾シユンレイならばその可視領域は浮ふ遊ゆう大陸全域にもおよぶというが──

「……姿は、わたしでは確認できなかった」

　弱々しくモニカが首を横にふる。

「ちゃんと視みたんだろーな。せいぜい数十秒じゃねえか」

「遠視には十分な時間だ。ところどころ魔ま笛てきに阻はばまれたが、少なくとも二、三百メートルの範はん囲いでユミィは見つからなかった」

　この雪まじりの風では人間の声など十メートルも届かない。なのにそれだけ探しても見つからないということは、やはり錯さつ覚かくなのか。

「どうするシェルティス？　お前が言うんだ、わたしも根っこから空耳とは疑わない。先に進む前にもっと念入りに辺りを探してみるか」

「…………」

　すぐに答えを見いだせず、視線を足あし下もとへ。

　ここまで探しても見つからないユミィ。

　自分たちが走っている道はユミィと違うルートだ。追いこしている可能性も考えられる。そろそろ立ちどまってあたりを探すという選せん択たくは常に考えておくべきだろう。

　──だが。

「モニカを信じるよ。モニカが探して見つからないんだったら近くにはいない」

「し、しかしだな……」

　それはつまり、お前の聞いたユミィの声も幻げん聴ちようだったということになるんだぞ。控ひかえめな眼まな差ざしでモニカが無言のままにそう訴うつたえてくる。

「いいんだ。ありがとモニカ」

　走ってきた道へと向き直る。下へ下へと続いている急きゆう勾こう配ばい。魔笛の霧きりと闇やみにまぎれ、その先がどこまで続いているかはわからない。

　──ただ一つ心をよぎる不安があるとすれば。

　──それはやっぱり、さっき聞こえたユミィの声だ。

　モニカとヴァイエルには最後まで話せなかった。あの時聞こえた声は、まるで助けを求めているような……悲しい訴えに感じられた。

　本当に？

　本当にあれは幻聴だったのか？

「…………」

「シェルティス？　どうした？」

「ううん、平気。ごめん、ちょっと考え事してた」

　モニカにうなずき、走りだす。




〝集合場所を決めておこう〟




　ユミィにそう言ったのは自分だ。

　この場に満ちる魔笛に阻そ害がいされて沁しん力りよくの念話が通じなかったケースの想定。

　それに、たとえ念話が通じたとしても同じことだ。強すぎるユミィの沁力は、念話程度の放射であっても自分の魔笛とエルベルト共鳴を引き起こしてしまう。




〝一番下。穢歌の庭ここの一番下にたどりつけば必ず会えるはずだから〟




　かつて──

　塔とうの一番上で待っているとユミィは約束してくれた。それがいまは穢歌の庭エデンの一番下で落ちあうという、なんと宿命づけられた対称性コントラストであることか。

「行こう」

　ユミィを信じて。

　彼女が、この道のさらに先で待ってくれていることを信じて。




　　　　２




「ねえ、シェルティスって今ごろ何を考えてると思う？」

　艶つややかな唇くちびるに狂気の嘲ちよう笑しよう。

　その言葉だけで体温を奪われかねないほど冷たい口調で空白ユミエルが続ける。

「先に行ってるはずの貴女がいないって焦あせってるかしら。それとも、この下で待ってるはずだから先を急ごうって思ってるのかも。あるいは両方？」

　携たずさえた剣けんの切っ先で地面に傷をつけながら。

「だから……待ち遠しいわ」

　剣をひきずるようにして。

　ユミエルが一歩、また一歩と近づいてくる。

「貴女を虐いじめるのも愉たのしいけど、あまり時間を使ってもシェルティスが穢歌の庭エデンの最深部にたどりついちゃうし。間に合わなくなる前に彼を止めないとね。……わたしのことも、時間はかかると思うけどきっと理解して受けいれてくれる。護士としての宿命も使命も忘れて、二人で静かに暮らしていける」

「…………」

「で？　何か言いたいことがあるのなら言えば？　どうせこれが、あなたとシェルティスの今こん生じようの別れになるんだし」

「……何も……」

　荒あららげた吐と息いき。

　肩かたを大きく上下にゆらしながら、剣を支えにしてユミィはその場に立っていた。

「何も、って？」

「…………」

　わずかに眉まゆをひそめる空白ユミエル。

　その追つい及きゆうに応こたえることなく、ユミィは、じっと自分の握にぎる剣を見つめていた。




〝一本の剣では自分の身しか守れない〟

〝自分と、そして大切な人ユミイ。二人分守るって決めたからこそ、剣は二本必要だった〟




　……なつかしいな。

　……そんなこと、シェルティス言ってたもんね。

　いま、自分が剣を握る身になって初めてわかる。

「……そのとおりだよ」

　一本の剣をこんなに頑かたくなに握りしめたところで、わたしとユミエルは互たがいに傷つけ合うことでしか自分を守れない。

　こんなにも弱い。こんなにも悲しい……わたしたち。

「？　なにを微わ笑らっているの？」

「……ようやく気持ちに整理がついたの」

　口元におだやかな笑みを湛たたえ、ユミィはその場で顔を上げた。

　一つわかったことがある。

　彼女ユミエルの根底にある怒いかりは、きっとわたしが憎にくいからじゃない。その怒りは……本当は、シェルティスが好きでどうしようもないからだ。

　彼が好きだからこそ、そばにいるわたしが見過ごせない。

　……わたしだって同じだもん。

　……モニカ先せん輩ぱいから同じことを聞かされた時、あんなに動どう揺ようしたの初めてだった。

　だからなんだろう。

　わたしが、どんなに頑がん張ばっても彼女ユミエルを嫌きらいになりきれない理由。

　だから。

　わたしは──

「いいよ。わたしも賛成。決着つけよ？　勝った方がシェルティスに会えるの」

「素直になったじゃない」

　目を細めるユミエル。

「ならば剣を構えなさい。遠えん慮りよはいらないわ、全力で斬きりかかってくればいい。わたしも同じように貴女を痛めつけてあげるから」

「────」

　促うながされるまま、ユミィは両手で剣の柄つかを握って構えた。

　とっくに擦すりきれて真っ赤になった手のひら。

　身体からだは極きよく端たんに前ぜん傾けいで、重心はどこにあるかもわからないくらい不安定。一度として剣など振ふるったことのない素人しろうとの構えそのもので。

「無様な恰かつ好こうと言いたいけれど、それがあなたの精せい一いつ杯ぱいだものね」

　対して、片手に剣を構えるユミエル。優ゆう雅がな足取りながらも常に姿勢は一定。その手に構えた剣先も完かん璧ぺきに制せい御ぎよされている。

「……勝負、だね」

「受けてあげる。さあ、終わりにしましょう」

　氷の大地で、ユミエルが力強く足を踏ふみだした。

　速い。

　いや、それ以上に美しい。

　ただ走っているだけなのに、まるで氷上を滑すべる踊おどり子のよう。

　──強く、けれど決して醜みにくくなく。

　戦いにおいてなお可か憐れんであり続けられるギリギリの強さ。きっと彼女の目指した境地がそこにあったのだろう。

　なぜなら彼女ユミエルの戦いは、全てシェルティスに向けたものだから。

　いつだって彼女は、いないはずの彼シエルテイスを思い描えがいて剣を握り、苛か烈れつな訓練に身を投じていたのだろう。

「……でもやっぱり違ちがうよ」

「え？」

「わたしたちが喧けん嘩かしたらシェルティスは喜ばない」

　ふ、と口元に微笑を描く。

　緊きん張ちようして強こわばっていた腕うでを下げ、そして。




　──シャラン。




　ユミィは、その手に握る剣を手放した。

「！　なにをっ!?」

「もうやめよ。こういうの、わたしやっぱりあなたと戦いたくない」

「──おばかさん」

　ユミエルの応えは、嘲笑だった。

「それで降こう伏ふくのつもり？　そんなのでわたしが許してあげるとでも」

「ううん、だから違うの」

　空っぽの両手を広げ──

　ユミィは、無防備な我が身をさらけだした。

「ずっと気になってた。さっきもあなたは言ってた。『間に合わなくなる』って……シェルティスがわたしやみんなに隠かくしてること、あなただけは知ってるんでしょ？　だから、シェルティスを……助けてあげて……わたしはそれでいい……」

「っ、負けを認めるっていうの！」

「負けじゃないもん」

　微笑を絶やさぬまま頭をふる。

「シェルティスを助けられるなら立派な勝ち、でしょ？　その後のことは……いいよ。わたしのかわりに、シェルティスを幸せにしてあげて」

「──弱虫」

　迫せまるユミエルが、その手に握る剣を振りかぶる。

「失望したわ。わたしがどんな気持ちで剣を握っているかも知らずに！　貴女なんか、貴女なんか永遠に消えてしまえばいい！」

「……ごめんね」

　それは、誰だれに対する謝罪であったか。

　シェルティス？　空白ユミエル？　天結宮ソフイアの仲間全てに向けて？

　それすら自覚のないまま──

「消えなさい」

　空白ユミエルの振るう剣が、自分の胸元へと振り下ろされる瞬しゆん間かんをユミィは見届けた。

　──噴ふき上がる血しぶき。

　虚こ空くうを赤く染め、蒼あおい大地と氷結晶をも鮮せん血けつ色にぬりつぶす血の塗と料りよう。

　痛みはなかった。

　左ひだり肩かたから斜ななめに、胸を通過して脇わき腹ばらへと抜ぬけていく痛々しき傷きず跡あと。

　それが、




「……だからわたしは…………」




　自分ではなく──

　空白ユミエルの傷であったことを理解するには、途と方ほうもない時間を要した。




「貴女なんか……だいっきらい……なの、よ…………」




　噴き上がる血しぶき。

　それと対照的に、大地に膝ひざをつき、そしてうつぶせに倒たおれる異い篇へん卿きよう。

　倒れた地面、少しずつ赤い血だまりが広がっていく。

　その光景に──

「…………」

　……え？

　何もかもわからぬまま、ユミィもまた呆ぼう然ぜんと大地に膝をついていた。

　自分は斬られた。

　間ま違ちがいない、空白ユミエルの剣けんが自分の胸元を通過した瞬間を確かに覚えてる。なのに、痛みを覚かく悟ごした直後には、逆に傷つき倒れていたのは彼女の方。

「っ！」

　いや、考えるのはあとだ。

　理由なんてどうでもいい。いまは彼女の介かい抱ほうを優先。これだけの出血だ、手て遅おくれになれば危険な状態になりかねない。

「要いらない……わ……」

　さしのべた手を拒こばんだのは、ほかならぬユミエル本人だった。

「言ったでしょ……貴女なんか……だいきらい。施ほどこしなんて……まっぴらごめんよ」

　肩を震ふるわせながらも上半身を起こし、真後ろの結けつ晶しようへとよりかかる。

　青ざめた表情。

　その唇くちびるも見る間に血色を失って。

「だめ！　無理しないで、それだけ傷が深いなら──」

「すぐ……止まるわ。どうせ自分で受けるとわかってた傷だもん。手加減くらい……してるに決まってるでしょ」

　弱々しい吐と息いき。

　それでも彼女の瞳ひとみに灯ともる意志の強さには変わりない。

「それ、どういうこと。自分で受ける傷……って」

「…………」

「わからないよ！　ねえ、どうしてなの。なんで……わたし……あなたに斬られるの覚悟してたのに。なのにどうしてあなたが!?」

「わたしたちの前に何があるかしら」

「え？」

「目の前よ。わたしたちを映してるものがあるでしょ。それが答え」

「っ、鏡!?」

　はたと我に返り、ユミィは片膝をついたまま顔を上げた。

　真正面。その先に、自分たち二人を映しだす天上の鏡がそびえたっている。

　穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶ス。




〝この場所は特別なの〟

〝幽ゆう幻げん種にとっては清すぎて、そして人間にとっては……優しすぎる場所〟




　彼女ユミエルは確かにそんなことを言っていた。

　そして、思い返すのであればこれと限りなく似た現象がさっきもあった。




〝貴女がやったのよ。貴女の剣がわたしを傷つけた〟

〝わたしは貴女がやったといい、貴女はやっていないと否定する。証言者といえば……せいぜいこの大きな鏡くらい〟




　いつの間にか傷ついていた空白ユミエル。あの時はわたしの剣が偶ぐう然ぜんに触ふれてしまった可能性も否定できなかったけど、今回だけは決定的だ。

　──全てが正反対。

　剣を受けたわたしが無事で、剣を振るった方の彼女がその傷を受けている。

　現実に起きたことと結果が逆さま。

　まるで。

　まるで鏡に映した実像が、虚きよ像ぞうとして逆さまに映っているようで…………




〝鏡の前で貴女が泣けば、鏡の向こうの貴女も泣く。だからこそ人わた間したちは鏡に映ったソレを『虚像』と呼び────〟




「っ、まさか!?」

「わたしたち二人。どちらが実像でどちらが虚像なのか……それは……いまとなっては誰にもわからないわ……」

　足あし下もとを見つめるユミエル。

　前まえ髪がみに隠された表情を決してこちらに見せようとせずに。

「ただ、わかっていたことは……もしも実像あなたが虚像わたしを傷つけた時、鏡である穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スにはまったく逆に映るということ」

　鏡の前では実像と虚像が反転する。

　つまり実像ユミイが虚像ユミエルに斬きりつけていたとしたら、穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スには虚像ユミエルが実像ユミイを斬ったという正反対の光景が描かれる。

「言ったでしょ。……ここはわたしたちには優しすぎる場所。きっと穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スも、わたしたちが傷つけあうのなんか望んでないんでしょうね」

　穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スによって別たれた二人の『ユミィ』。

　第七鏡界で発生する二人の事象は、この鏡に映しだされることで、すべて実像と虚像の因果が逆転して発現する。

「……ずっと挑ちよう発はつしてたのにね」

　青ざめた唇で不敵な笑みをうかべるユミエル。

「貴女に剣を渡わたしたのもわざとだし、何度も何度も、貴女の方からわたしに攻こう撃げきしてくれるよう煽あおったつもりだったんだけど……」




〝その剣でわたしと勝負しましょ？　正々堂々と、一対一よ〟

〝何をそんなに恐おそれるの？〟

〝打ちこみたくてウズウズしてる？　なら素直に突ついてきなさいよ。わたしの胸でも肩かたでも、貴女の好きなところを狙ねらえばいい。きっとあたるわよ〟




　自分が剣を振ふるっていれば、ユミエルは迷わずそれを己おのが身で受けていただろう。

　その結果、血を流して倒れていたのは自分わたしだったはず。

　……そうだったんだ。

　……だからあんなに、わたしのことを執しつ拗ように。

「！　でも、それじゃあどうして……貴女はそれを知ってたんでしょ！　なのにどうして自分を傷つけるようなことを！」

「…………」

　ユミエルは語らない。

　ただうつむいて、荒あららげた呼吸をくりかえすだけ。

　ややあって──

「……貴女のいうとおりよ」

　その言葉とともに、彼女はその場にくずおれた。

「毒イチゴ」

「え？」

「ずっと前、シェルティスに意地悪な質問をしたことがあるわ」

　異篇卿の隠かくれる浮遊島ラグーンに、天結宮ソフイアと統政庁の連合部隊が訪れた時のこと。

　空白イグニドとしてシェルティスと初めて出会った時だ。




〝あなたとユミィで苺いちごケーキを分け合うとしましょう。たくさんの苺の中に一つだけ毒イチゴ、食べたら死んでしまう猛もう毒どくです〟

〝ユミィが食べてしまう前に毒イチゴをあなたが食べる？　それとも二人で半分ずつして二人で毒にかかって死にますか？〟




「シェルティスは一人。でもわたしたちは二人だもん、どちらかが引かなくちゃいけないのはわかってた……だから……」

「────」

「わたしは……同じことを貴女で試した。貴女がわたしを傷つけてまでシェルティスを奪うばおうとするのなら、わたしだって容よう赦しやする気はなかった……なのに、貴女は最後まで……弱虫で……わたしと戦おうとしないんだもん……」

　そう。

　だからこそ彼女は──

「せっかく渡したはずの剣も放りだしちゃったでしょ。それ見た時ね、わかったの。……ああ、やっぱり同じなんだって。わたしたちは見た目も心も同じ。だからもう、これはちょっと無理そうかなって」

　幕を引いたのだ。

　自らが用意した剣という名の毒イチゴを自ら口にした。

「…………なんで」

　膝ひざをついたまま、ユミィは地表に積もった氷雪を握にぎりしめた。

「なんで、って？」

「だって……シェルティスのこと……好きなんでしょ」

「ええ、大好き」

「ずっと……わたしに復ふく讐しゆうしたいって……思ってたんでしょ」

「ええ、いまでも八やつ裂ざきにしてやりたいわ」

　くすっ、と弱々しいながらも不敵な笑みをうかべる彼女。噓うそか真まことかはわからない。ただ、決して完全な噓ではないのだろう。

「じゃあどうして……」

　諦あきらめる必要はなかった。

　もっと時間をかけて、もっと周しゆう到とうに、ユわミたィしがこの場で彼女を斬りつけるような行動を煽せん動どうする方法もあったはずなのに。

「どうしてって、それは──」

　横たわった空白ユミエルが、震える腕うでで地に落ちた鍔つば付き帽ぼうをひろいあげる。

　ソレを自らの頭にそっと載のせて──

　異い篇へん卿きようの姿をした彼女は、弱々しい微び笑しようでこう言った。

「わたしだってユミィだもん。貴女だって言ったでしょ。シェルティスが幸せになってくれれば、それで勝ち。それがわたしの幸せだから」

「──────っ！」

「手を……」

　鮮せん血けつの付着した手を差しだす彼女。

　言われるままユミィがその手を握った瞬しゆん間かん、光が弾はじけた。白よりもほのかに色づいて、けれど赤ほど強くない淡あわい光の粒りゆう子したち。

　──第七天音律ソフイア・コード。

　皇おう姫ひから巫み女こにその力が譲じよう渡とされる時の光だ。

「……返すべきものは返したわ。さ、行って。シェルティスに必要なのは空白わたしじゃなくて巫女あなただから」

「でも、あなたは……」

「他人の将来を心配するより、先に自分とシェルティスのことを心配なさい」

「シェルティス？」

「…………」

　ふと、空白ユミエルがその小さな肩を強こわばらせた。

「どうしてシェルティスが穢歌の庭エデンの最下層を目指していると思う？」

「え？」

　あまりに唐とう突とつな問いに、一いつ瞬しゆん頭が真っ白になる。

　……それはシェルティスが護士だから。

　……強さも。それに、穢歌の庭エデンに堕おちた経験が活かせるから。

　何より魔ま笛てきを宿しているということ。

　この世界に満ちた禍まが々まがしい力の大気だって、彼だけは防ぼう御ぎよも結界もなく耐たえられる。

　個人的な心情を除いたとしても、穢歌の庭エデンに突とつ入にゆうするのに彼以上に適した護士はいないと自信をもって断言できるのが彼だ。

「シェルティスの……第七真音律エデン・コード……知ってるわね」

「……う、うん」

「あの歌は、全ての魔笛を消しよう滅めつさせて本来の波長に還かえすための鍵かぎ。穢歌の庭エデンの最深部で発動させることで、全ての幽ゆう幻げん種と魔笛と、そして穢歌の庭エデンが消滅する。『ユミィわたしたち』はそれを第七鏡界で知った……貴女はそれを忘れてしまっただけ」

「っ！　そんな力が!?」

「穢歌の庭エデンの最さい奥おうに堕ちたシェルティスだけの力、だけど……まだわからない？」




「シェルティスは、自分を犠ぎ牲せいにして穢歌の庭エデンを消滅させる気なのよ」




　…………

　……わずかな悲鳴すら出なかった。

　何かの間ま違ちがいだと。自分の聞き違ちがいであると。けれど自分に言い聞かせるには、その言葉はあまりに胸の奥深くに浸しん透とうしすぎていた。

「だからこそわたしは……シェルティスを止めたかった。シェルティスはね、貴女を皇姫にさせたくないの。一人で何百年も氷結鏡界を維い持じするなんて、そんな寂さびしいことさせたくないって……」

　冷たい地によこたわるユミエル。

　その大きな翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうが、大きなしずくをうかべて揺ゆらいでいて。

「異篇卿の計画……双ふた子ごを利用した『楽園幻げん想そう』で穢歌の庭エデンを隔かく離りしてしまえば……シェルティスの第七真音律エデン・コードが発動することはなくなるでしょ？　だから……」

「…………」

　その瞳ひとみをまっすぐ見つめてユミィはうなずいた。

　……そうだったんだ。

　……だから『わあたなした』は、異篇卿になったのね。

　決して自ら望んだことではないだろう。

　異篇卿として、いわば天結宮ソフイアの敵として振る舞まうということ。

　天結宮ソフイアにいた過去の仲間、友人、さらにはシェルティス本人から忌いみ嫌きらわれようとも、彼女はその裏で、シェルティスを助けようと誰だれより必死にあがいていたのだ。

「……ねえ？　わたしの選せん択たく、間違ってたのかな？」

「そんなの、わからないよ……」

　倒たおれた彼女のすぐ間近にしゃがみこみ、ユミィは再びその手を握りしめた。

　……間違いだなんて……いえないよ。

　……わたしだって、同じ立場だったらどうしてたんだろう。

　答えなんて出てこない。きっと何日も何か月も迷って、迷って、最後には空白ユミエルと同じ道を選んでしまっていたかもしれない。

「シェルティスを助けたい？」

「…………」

　無言でうなずく。

「でも、そうしたら浮遊大陸はどうするの？　貴女が皇姫になって結界を維持する以外、浮遊大陸を救う手だてはないわ。それは結局、シェルティスがもっとも望まない選せん択たく肢しを選ぶことになるのよ」

「……っ、だって……じゃあどうすればいいのっ！」

　唇くちびるを嚙かみしめる。

　地表に積もった氷雪に爪つめを食いこませ、それでも胸の激情は鎮しずまらなかった。

「だってシェルティス……わたしにそんなこと一言も……！　わたしだって、わたしだって……ホントは皇姫になんかなりたくないよ。でもそれがシェルティスを助けるためなら頑がん張ばれるって思ったから！」

　浮遊大陸を救う二つの選択肢。

　一つはユミィが皇姫となって氷結鏡界を維持すること。

　そしてもう一つは、シェルティスが第七真音律エデン・コードで穢歌の庭エデンを消滅させること。

　どちらであっても同じことだ。わたしとシェルティスのどちらかが犠牲になり、もう片方が悲しむ未来が待っている。

　……知らなかった。

　……こんなにも世界は残ざん酷こくで、こんなにも皮肉に満ちていること。

「わたし、どうすればいいの……」

　シェルティスを追いかける？

　追いかけて、穢歌の庭エデンの最深部で再会したとして。でもなんて言えばいいんだろう。

　──第七真音律エデン・コードは使わないで

　──わたしが皇姫になって浮ふ遊ゆう大陸を何百年も守り続けるから。

　そんな言葉、そんな未来……

　シェルティスが本当に喜ぶと思っているの？

　ここで迷ってる時間なんてない。そうわかっているはずなのに身体からだが動かない。胸の奥が痛くて、目の奥が熱くて、だけど指先は悲しいくらい冷たくて──

「ねえ、教えて……わたし……お願いだから」

　空白ユミエルの手を力いっぱい握りしめる。

「わたしに知ち恵えを求めるの？　無理よ。シェルティスを助けて浮遊大陸も救って、さらにわたしたちが犠牲にならないなんて。そんな都合のいい方法があれば、わたしは最初から異篇卿になんかなってない」

「……わかってるよ。でも……」

　聞く相手が間違っていることは知っている。そもそもこの土ど壇たん場ばで迷うくらいなら最初からシェルティスを譲ゆずるべきだった。いまは本心でそう思う。

　だけど、知ってしまったから。

「シェルティスを……助けたいの。お願い、わたしたちで考えようよ。一いつ緒しよに……わたしじゃなくて、あなたでもなくて、わたしたち二人で考えようよ」

「────」

　無言でこちらを見上げる彼女。

　その視線を自分もまっすぐに受けとめる。

「わたしなら止める。なにがなんでも穢歌の庭エデンの最深部でシェルティスを止めるの。わたしが返した第七天音律ソフイア・コードで結界を維持する。それが彼を助ける最善の方法」

「……やっぱり……それしかないの？」

　たとえ彼の意志に背そむいたとしても。

　彼を助けるには、そんな方法しか存在してなくて──

「だけど、選択肢はもう一つ残ってるでしょ」

「え？」

「わたしにできるのは選択肢を教えてあげるだけ。どちらか一つ、あなたが選びなさい。この世界であなただけに与あたえられた選択肢。……わたしからの最後の二択」




「シェルティスを助けたいのなら止めなさい。

　けれど、シェルティスを信じるのなら進ませなさい。穢歌の庭エデンの深奥のその先へ」




「…………それは」

「あなたの選択肢だもの、あなたが考えて。タイムリミットは、穢歌の庭エデンの最深部にあなたが走って到とう着ちやくするまで」

　不敵な微笑を一瞬うかべ、けれど彼女はすぐに目を伏ふせた。

「わたしは結局、最初の選択肢を選ぶことしかできなかったわ。……臆おく病びようだったから」

「…………」

「もういいでしょ、行って。貴女の顔は見たくない」

　目を伏せたままの空白ユミエル。

　そんな彼女を、どれだけ一方的に見つめていただろう。

「……ありがとう」

　小さく会え釈しやくして、ユミィはその場に立ち上がった。

「それと、本当にごめんなさい。今までわたし、あなたがこんなに辛つらい思いをしてたのに、それに気づいてあげられなくて」

「…………」

「わたし、がんばるよ。一番いい選択肢きっと見つけるから」

　走りだす。ふり返らない。もう十分すぎるくらい言葉をかわした。そしてそれ以上に、互たがいの胸の内側にふれあった。

　──行こう。

　──シェルティスと約束している再会の場所へ。

　穢歌の庭エデンの最深部へ。
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　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをなびかせて走る姿。

　小こ柄がらで、華きや奢しやで、弱々しい。そんな少女の姿が見えなくなるのを見届けて。

「……っ……く」

　かすれた吐と息いきをにじませながら、空白ユミエルはその場に立ち上がった。

　黒のスーツで一見それとはわかりにくいが、その肩かた口ぐちから胸を通過した脇わき腹ばらにかけて、鋭するどい斬撃の跡あとが刻まれている。

「…………」

　鍔つば付き帽ぼうを目ま深ぶかにかぶりなおす。

　よろめきながらも剣けんを支えに前へと歩き、地面に落ちたもう一本の剣を拾いあげる。

　ユミィがこの場に捨すてていった剣。

　綺き麗れいな刀身だ。一ひと滴しずくの血もそこには付着していない。

「……弱虫」

　短く吐はき捨てて、その剣を鞘さやへと収める。握にぎっていた剣は引き続き杖つえ代わりにして、空白ユミエルはさらに歩きだした。

　前へ、前へ。

　その背中に穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スの輝かがやきを受けながら、第七鏡界を後にする。

「ありがとう禁断水晶アマリリス。最後に、わたしのお願いを聞いてくれて」




『本当にあれで良かったの……？』




　穢ミ歌ラの・鏡ウ結ル晶スの内側から響ひびく、少女の声。

「わたしは自分の気持ちに決着をつけたかっただけ。もう満足よ」

『────」

「でも勘かん違ちがいしないで。わたしは本当にシェルティスをユミィから奪うばおうと思ってたわ。最初から諦あきらめる気はなかった。だからこそ戦って……それで完敗した。それだけ」

　第七鏡界は小さな聖域だ。

　ルートを一つでも違たがえれば決してたどり着けず、第六鏡界からそのまま第八鏡界へと飛びこえて進んでしまうことになる。

　空白ユミエルはそれを確実にするため、禁断水晶アマリリスに働きかけて聖域を隠かくした。

　……決着は二人だけで。

　……自分とユミィだけで最後まで貫つらぬきとおしたかった。

「ありがとう。そしてさようなら、千年囚とらわれた浮遊大陸の守護神。願わくば貴女が解放される未来の訪れることを」

『────』

　応こたえはない。

　禁断水晶アマリリスからの声が届く前に、ユミエルは第七鏡界の聖域を後にした。

「……さすがにここは魔ま笛てきが強い」

　第八鏡界。

　穢歌の庭エデンでは下から二番目。深奥へといたる最後の階層だが、この渦うず巻まく魔笛の強さはまさにその終しゆう焉えんを彷ほう彿ふつとさせる。

　黒い風。大地は醜みにくく乾かわき、頭上は呪じゆ詛そにも似た不気味な風鳴りが響いている。

　魔笛に満ちた世界。

　今なお、ここは氷結鏡界の浄じよう化かがおよばぬ領域なのだ。そしてそれが示すものは──

「嗅かぎつけてきたのね」

　周囲に満ちる寒気。

　吹ふきすさぶ大気と化した魔笛がいっそう強くなる。ユミィにかぎりなく近い沁力を宿した自分ですら、沁力結界がなければ長くはもたない。それほど強力な魔笛だ。

　どろりと闇やみが凝ぎよう固こしていく。

　もはや竜りゆうとも獅し子しともつかない異い形ぎようの幽ゆう幻げん種たち。どれもこれも浮遊大陸では見たこともない種だ。ユミィがこの道を通過したことで、その沁力を追いかけてここまでやってきた。おそらくまだまだ現れるに違いない。

「あユのミ子イを追いかけたい？　でもダメ。それは私を突とつ破ぱしてから」

　膨ふくれあがる膨ぼう大だいな敵意と魔笛。

　それを前にして、空白ユミエルはただ一人、その両手に双剣を構えて立ちはだかった。

「……勘違いしないで。これは気まぐれ」

　跳ちよう躍やく。

　止まりかけた傷口から血が噴ふきだすのもかまわず、襲おそいかかってきた個体の爪つめをかわし、通りすぎざまに幾いく度どとなく斬きりつける。

「わたしはシェルティスを守りたいだけ。ユミィ、決して貴女を助けるわけじゃない」

　血を失ったことによる目め眩まいと吐き気け。

　剣を握る手にも力が入らない。胸に刻まれた傷の激痛で意識ごと立ち消えそうになる。　だが、止まらない。

　止まるわけにはいかなかった。

「……わたしだって……ユミィだもん……」

　たとえシェルティスに、自分の正体を打ち明けられないままだとしても。

　たとえ天結宮ソフイアのかつての仲間たちから誤解されたままだとしても。

　もう一人のユミィ・エル・スフレニクトール。

「浮遊大陸を守りたい気持ちは、わたしにだって残ってる……！」
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　それは何一つ変わらない。それだけは。

「っ、ぐっ！」

　刹せつ那な。

　幽幻種の尾おに背を激しく打ちつけられ、激痛に意識を奪われた。

　回転する視界。内臓ごと押しつぶされかねない圧力に呼吸が止まり、背骨がミシミシと悲鳴を上げる。

　剣を支えに、かろうじて姿勢を制せい御ぎよ。

　が、次の瞬しゆん間かんにはその剣もまた真横の幽幻種に薙なぎはらわれて、ユミエルの小柄な身体からだは虚こ空くうに吹き飛ばされていた。

「か……はっ」

　受け身も取れずに大地に激げき突とつし、そのまま倒たおれ伏す。握っていた剣がすぐ目の前に転がっているのに、手を前に伸のばすことすらできない。

　……意識が。

　……身体が……言うことをきいてくれない。

「だめ……いかせ……ない、んだから……」

　唇くちびるに血の味を感じながらも、震ふるえる膝ひざを叱しつ咤たして立ち上がる。

　……まだだ。

　……まだ……ユミィとシェルティスが最深部にたどりつくまでは……時間を……

「────」

　小刻みに痙けい攣れんする身体で、それでも眼前の怪かい物ぶつたちを睨にらみつける。

　ただそれだけ。

　両足で立つだけで精せい一いつ杯ぱいだ。気を抜ぬけばすぐにでも意識を失いかねない傷と、疲ひ労ろう。

　そこに──
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「魔笛……」

　取り囲む怪物たちの口こう腔こうから、一いつ斉せいに怨おん念ねんの言霊ちからが響きわたる。

　巨きよ大だいな濃こ紫むらさき色の円えん環かんが腐くさった大地に描えがきだされ、おぞましき光の文もん様ようを創りだす。その光景を、まるで他ひ人と事ごとのようにユミエルは見守っていた。

「────」

　沁力術式で防ぼう御ぎよを……いいえ、だめ……難しい術式なんて……発動する前に気力と意識を根こそぎ使い果たしてしまうだけ。

　身体も動かないから逃にげられない。

　抵てい抗こう手段が……ない……

　魔笛の発動。濃紫色の輝きが自分を覆おおい包んでいくのを見届けるしかなくて──




【Isa daさあ boema foton doremren生まれ落ちた子よ　ife Ishe cooka loo zo via世界があなたを望むのならば】




　魔笛の光が──

　さらなる上空から降りそそいだ緋ひ色いろの輝きに打ち消された。

「解放序詞!?」

　洗礼系沁力術式。

　そして今のは紛まぎれもない解放序詞。だけど、この使い手はまさか。

「……動く、な……」

　頰ほおと首筋をかすめて通過する不可視の魔ま弾だんが、今まさにユミエルの背後に現れた幽幻種の爪と牙きばとを正確無比に撃うちぬいた。

「珍めずらしい……苦戦、しているようじゃ……ないか……」

「ばかばか、ベルトマーのバカ！　だからもっと早く来ようって言ったのに！」

　獣けものの骨にも似た銃じゆうを担かついだ全身迷めい彩さい服の男。

　そして、その男の真横から走りよってくる碧みどりの少女。

「イグニド、よかった。間に合った！」

「……ノエシス？　いまの沁力はあなた？」

　抱だきついてくる少女を受けとめる。

　ノエシス──楽園幻げん想そうを担になう双ふた子ごの姉だ。弟のノイエが浮ふ遊ゆう大陸側で待機しているのに対し、こちらは穢歌の庭エデンの第六鏡界の別ポイントに隠れていたはずなのに。

「わ、すごい血!?　ど、どうしたのイグニド。誰だれにやられたの!?」

「あ……いえ、これはその…………」

　自分でやった傷とは言えず、思わず口ごもる。

「わかった、周りのこいつらだね。許さない！　大だい丈じよう夫ぶだよイグニド。ちゃーんとボクらみんながついてるから！」

「……みんな？」

　みんなとは。

　胸を張ってノエシスがそう宣言した直後。




「……我が『黄金六面体』の前に敵は無し」

「世界彩色レイヤーコード『真朱ヴアーミリオン』────炎ほのおよ、目覚めなさい」




　黄金色に輝かがやく術士が、その豪ごう腕わんで迫せまる幽幻種を薙ぎはらう。

　続いて、天をも焦こがす業ごう火かが頭上から襲いかかってきた異形の個体を跡あと形かたもなく焼きつくした。

「お待たせしました。イグニド、らしくありませんね」

「まったくよ。普ふ段だんからそれくらい苦戦してればかわいげもあるのに」

　真白い髪かみをした儚はかなげな女性。

　その真横には、豊満な裸ら身しんを黒コートでおおった真しん紅くの女性が。

「マハさん、それにナタラーシャさんまで……」

「イグニド、大事な御お方かたをもう一人忘れていてよ」

「え？」

「そうですわね、アルマデル様」




　──白銀の剣けん閃せん。




　大地を駆かける剣士の刃はが、場のもっとも巨大な幽幻種を一いち撃げきで斬りふせた。

　続けざまに返す刀で真横の個体を打ちすえ、さらにその奥に構える個体を魔笛障しよう壁へきごと打ち砕くだく。

「浮遊大陸のノイエを除けば、これで全員か」

　大剣をたずさえ、悠ゆう然ぜんとこちらに向かって歩いてくる金きん髪ぱつの大剣使い。

「アルマデルさん……」

「イグニド、第七天音律ソフイア・コードはどうした？」

「……それは……」

「構わん。天結宮ソフイアにくれてやったのならそれでいい」

　小さな笑みを口元にうかべるアルマデル。こんな場面だというのに、それはふしぎと満ち足りた微び笑しようだった。

「俺もお前も、そしてここにいる者は皆みんながそうだ。誇ほこり高く戦い、そして敗やぶれた」

　自らもその肩かたに痛々しい傷を抱かかえながら、金髪の剣士はなおも力強く剣を掲かかげ──

「ならば潔いさぎよく、異篇卿おれたちを破った者たちを称たたえるべきだろう」

「…………」

「皆、気持ちは同じだ。一体とてこの怪物たちを先に進ませる気はない。ここから先、浮遊大陸の未来は天結宮ソフイアにゆだねるとする」

「結構ですわ」

　真っ先にうなずいたのは異篇卿の第二位ナタラーシヤ。

「最後の死力、ここで尽つくすといたしましょう」

「負け犬のまま終わるのは……性しように……合わんから、な」

　続いて異篇卿の第三位マハ。

　それに異篇卿の第四位ベルトマー。

「お姉ちゃんは休んでいいよ。傷、痛いでしょ？」

　そして異篇卿の第五位であるノエシス。

「……いえ」

　落ちかけた帽ぼう子しを再び目深にかぶりなおし、空白イグニドは小さくかぶりをふった。

　その口元に、異篇卿としての微笑をたずさえて。

「問題ありませんよノエシス。下したっ端ぱの私が楽をするわけにはいきませんから」

「じゃあ、コレいる？　必要だよね」

「お。これはすみません」

　ノエシスの拾ってきた剣を受けとって。

「…………ずるいよ。こんな場面で……」

「え？」

「い、いえ。一人ごとです」

　帽子の鍔つばで顔をかくす。

　……みんな、反則……だよ。

　……こんな場面で……こんなの……わたしだって頑がん張ばるしかないじゃない。

　傷が治ったわけじゃない。

　失った血が戻もどるわけでもない。

　だけど身体は、今にも燃え上がりそうな強い熱を帯びている。

「異篇卿おれたちの、これが最後の戦いだ」

　力強く一歩を踏ふみだす異篇卿の第一位。

「熱く踊おどりますわ」

「ただひたすらに全力で──」

「思う……存分……」

「がんばるよ。ね、イグニド？」

「──もちろん」

　針のように細い双剣を握にぎりしめ、空白イグニドはうなずいた。

「皆みなさんがそう仰おつしやるのなら、私はいつだってお付き合いしますよ」




　　　　３




　穢歌の庭エデン・第八鏡界上層。




　渦うずを巻くように胎たい動どうする無む明みようの霧きり。

　漆しつ黒こくの闇やみと魔ま笛てきとが入り乱れた黒の風が吹ふきすさび、十メートル先も見み渡わたせない。

「くそ、最下層はまだなのかよ。キリねぇぞ！」

　階段状の斜しや面めんを二段飛ばしで駆け下りるヴァイエル。

　その後ろには、不気味な咆ほう吼こうをあげる巨大な幽ゆう幻げん種たち。数こそ少ないが、どの個体も浮遊大陸では類似種すら見かけたことのない異い形ぎようばかりだ。

「後ろに構うな。このまま駆け下りる！」

　その前を走るモニカの額には、大おお粒つぶの汗あせ。

　──正面きって戦うだけの余力はない。

　これだけ強力な魔笛のなか、それを浄じよう化かする結界を維い持じさせているのだ。彼女の潜せん在ざい的な負担は自分やヴァイエルの比ひ較かくにならないはず。

「モニカ、先に行く」

　つま先に重心をのせて疾しつ走そう。

　逆さか手てと順手、それぞれ握った双剣でシェルティスは眼前の闇を薙なぎはらった。

『────ッッ！』

　闇に溶とけこんだ個体が悲鳴を上げて消しよう滅めつ。

　さらにその奥に隠かくれた一体が飛びかかってくるのを片手の剣で受けとめ、もう片方の剣で確実に核かく晶しようを破は壊かいする。

「すまない、わたしの分まで」

「いや、モニカのが大変なのわかってるから」

　腐ふ敗はいした大地を走り続ける。

　魔笛に侵しん食しよくされ、ヘドロのような粘ねん着ちやく性と汚お臭しゆうだらけの大地。かつては浮遊大陸よりも遥かに巨きよ大だいな大陸であった大地、そのなれの果ての姿がここにあった。

「モニカ、ユミィの姿は？」

「……まだだ。探してはいるが、まだ見つかる気配がない」

　遠視による走査。

　イグニドを追っていったユミィがどこまで降りていったのか。ここまで探しても見つからないとすれば、やはり通ったルートによって大きく道が分ぶん岐きしていたことになる。

　──かなりの深部に到とう達たつしてはいるはず。

　──だとすれば、ユミィが無事でさえいれば必ず最深部で再会できる。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんはその後のことだが、今はとにかく合流優先だ。

「シェルティス、お前こそ見覚えはないのか!?」

「……いや」

　頭を振ふる。

　穢歌の庭エデンには一つとして同じ道などない。自分が堕おちた時はこんな地面そのものが無くて、ただひたすらに下へ下へ堕ち続けた。それが唯一の記き憶おくだ。

「でもかなり深くまで来てるはず」

「それはどうしてわかる？」

「世界喰ぐらいの王が隠れてたのが、さっき通った平地のあたりなんだと思う」

　さかのぼること十数分前。

　急きゆう勾こう配ばいの斜面のなかで、まるで踊り場のような平地が延々と続く場所があった。

　勾配もなければ大岩のような障害物もない。ただ局所的に魔笛が異様に強い奇き妙みような空間。いつ何が現れるか警けい戒かいしながら進んでいたのに、最後まで幽幻種一体現れなかった。

「あの平地か」

「僕らがいるのは、それよりさらに下だから」

　本来ならばあのエリアを守っていたのが世界喰らいの王。

　アレより強力な幽幻種にいまだ遭そう遇ぐうしていないことを考えるならば、あの世界喰らいの王が、実質的には最後の────




　風が、やんだ。




「なっ!?」

　モニカ、ヴァイエルから同時に洩もれる動どう揺ようの悲鳴。

　それも当然。

　瞬またたきほどの合間に、走っていた周囲の光景が一いつ瞬しゆんにして塗ぬり変わったのだ。

「ここは……」

　赤茶けた大地。

　ゆるやかな勾配こそあるが、ほぼ平地に近いだろう。ヘドロ状だった地面から、一瞬にして今度は乾かわいた罅ひびだらけの地表。

　空は依い然ぜんとして暗いものの、そこには星明かりにも似た輝かがやきが。

　──なんて幻げん想そう的な上そ空ら。

　穢歌の庭エデンでなければ、途と方ほうもなく広大な土ど漠ばくの夜空と信じて疑わなかっただろう。

「ここが最深部ってやつか？」

「わからないな。まだ先があるようにも思えるけど、これで終わりなのか？」

「いや──」

　右手を水平に掲げ、モニカとヴァイエルを制止させる。

　……とうとう出てきたか。

　穢歌の庭エデンにひそむ三体の正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつたち。

「──────っっっ！」

　その姿を一目見たモニカが声にならない悲鳴を上げた。

「な……っ……なん……だ。あの化け物は」

　赤茶けた大地の、そのはるか地平線からやってくる二体の幽幻種。




　──黒竜アマデウス。




　ソレは、漆黒の巨竜の姿をとった幽幻種。

　吼ほえるわけでも暴れているわけでもない。ただ悠ゆう然ぜんと上空を浮ふ遊ゆうしているだけなのに、その全身から立ちのぼる魔笛のおぞましさはまさに異様。

　言葉にできない次元で異質な禍まが々まがしさを発している。




　──大蛇ミクヴエクス。




　もう一体はとぐろを巻いて佇たたずむ巨大な蛇へび。

　幽幻種の特とく徴ちようの一つでもある真紅の眼が大蛇ミクヴエクスにはない。

　大きさは全長何十メートルだろう。その頭部だけで人の大人ほどもある相手だが、全身が濃こ紫むらさき色の霧に覆おおわれているせいで全体像を摑つかみにくい。こちらもまた、相あい対たいするだけで極ごつ寒かんの海に投げこまれたような寒気を感じずにはいられない。

「セラの虚きよ像ぞう！　モニカ、ヴァイエル離はなれて。こいつら尋じん常じような相手じゃない！」

「っ、そうか。こいつらが例の──」

「いつぞや名前だけは聞いた化け物ってわけか」

　身を低くして後ずさる二人。

　瞬しゆん時じに、そして本能的に悟さとったのだろう。目の前の二体が、もはや幽幻種であって幽幻種とは呼べないほどの怪物であることに。

　魔笛の具現とも言うべき、穢歌の庭エデンの守護者たち。

「だ、だがセラの虚像というのは三体じゃ？」

「聖者ヘケトっつったか。そいつはどうしたんだよ。まさか隠れてんじゃねえだろうな」

「────」

　眼前の二体から視線は離さず周囲の気配を探る。

　……いない？

　あれだけ圧あつ倒とう的てきな存在感だ。たとえ隠れ潜ひそんでいようとそうそう容易に気配まで押し殺せるとは考えにくい。むしろ素直に、この場にいないと考えた方がいいだろう。

　だとしたら最後の一体はどこへ？

　自分たちが穢歌の庭エデンの最深部に近づいているというのなら、三体そろって現れなければ逆に不自然だ。

「…………まさか」

　脳のう裏りをかすめた可能性に、全身が一瞬で寒気に吞のみこまれた。

　……ある。

　……聖者ヘケトがここにいない理由。

　自分たち以外で、穢歌の庭エデンの最深部にもっとも近づいているはずの────

「ユミィか！」

　そう叫さけんだのはモニカだ。彼女もまた同じ結論にいきついた。だとすれば、それは決して自分だけの思い違ちがいではあるまい。

「僕も同じことを考えてた。その可能性は低くない」

　自分たちには黒竜アマデウスと大蛇ミクヴエクスが。

　そしてユミィには聖者ヘケト。

　……最悪の展開だ。

　……こっちが二手に戦力を分散したのを逆手に取られた。

　セラの虚像の魔笛を浄化できるとすればユミィの洗礼系術式だけ。そのユミィがこちらには不在で、かといってユミィ一人で聖者ヘケトから逃にげきるのは難しい。

「くそがっ、とにかくやるしかねぇんだろ！　こいつら、そう簡単に見み逃のがしてくれそうな雰ふん囲い気きじゃねえぞ！」

　両手の拳鉄甲ナツクルダスターを激しく打ちつけるヴァイエル。

　まさに時同じくして。




『我、その意志に牙きばむく者なり』




　黒竜アマデウスが、その雄お々おしき翼つばさを羽ばたかせて荒こう野やに降り立った。

　──アマデウスの牙。

　竜の口こう腔こうに覗のぞく、漆しつ黒こくの空よりも暗く輝く一本の牙。黒竜アマデウスの膨ぼう大だいな力を制せい御ぎよする触しよく媒ばいも、かつての砕くだけた姿から完全に再生している。

「ぐっ……」

　魔ま笛てきと風圧が一つとなり、津つ波なみのごとく押しよせてきた。

　──ギチッ

　冷たい音をたてて何かが大きく歪ゆがむ。

「沁しん力りよく結界が!?」

　モニカの維持していた結界が、黒竜アマデウスの接近だけでひび割れたのだ。

「どこまでも本物の怪物か……っ！」

「モニカ！」

「簡易結界を放ほう棄き、わたしの使える最大結界に切りかえる。……それでどこまで耐たえられるか保証はないが」

　滝たきのような汗あせを流しながらモニカが目を閉じる。

　結界による極度の負担をかけながらも、そうでなければセラの虚像に近づくことすらできないと踏ふんだのだ。そしてそれは正しい。

「来るぞ！」

　右手から黒竜アマデウス、左手からは大蛇ミクヴエクスが同時に動いた。

　大地に地鳴りを響ひびかせながら迫せまりくる黒竜アマデウス。大地にその痕あとを残しながら蛇だ行こうによって押しよせる大蛇ミクヴエクス。

「シェルティス！」

「まずは黒竜アマデウスを先に無力化させる」

　あの竜の吐息ブレスと機動力は危険すぎる。

　それに、もしも奇き蹟せきに奇蹟が重なってアマデウスの牙さえ破は壊かいできれば、場合によっては自分が大蛇ミクヴエクスを引き受け、二人を先に進ませる選せん択たく肢しも考えられる。

「僕が飛びこむ。モニカとヴァイエルは逃げながら大蛇ミクヴエクスの注意を逸そらして。絶対に近づかな────」

　それより先。

　場でもっとも早く動いていたのが大蛇ミクヴエクスだった。
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　魔笛の光。

　その巨きよ体たいが色いろ鮮あざやかな濃紫色に輝き、まぶしいほどの光がそこから生まれる。

「読まれた!?」

　大蛇ミクヴエクスの注意を逸らそうとした矢先、まさにその作戦を読み透すかされたかのように膨大な魔笛による一いつ斉せい攻こう撃げき。

　──鎖くさり状じようの魔笛。

　何百何千という鎖の形状をした魔笛が、その場の空間全てを包囲した。

「おい、大将！」

「っ、わたしが耐えるしかないだろう……！」

　モニカが歯を食いしばる。

　直後、鎖状の魔笛が一いつ斉せいに頭上から降りそそいだ。一つ一つの鎖が無数の破片となって、

機き関かん銃じゆうさながらの勢いでモニカの結界を削けずっていく。

「結界が食いやぶられる!?」

「────」

　迷わず、シェルティスは結界の外へと飛び出した。

　全方位から結界を押しつぶそうとする鎖の破片たち。複雑な軌き道どうでもって迫るソレを、シェルティスは自らの双そう剣けんで叩たたき潰つぶした。

「はっ！」

　双剣で真っ二つになった鎖状の魔笛が、虚こ空くうで動きをとめて消しよう滅めつする。続けざまに周囲の鎖のことごとくを剣で弾はじき、薙なぎはらい、斬きりふせる。

『…………』

　だが大蛇ミクヴエクスは動じない。

　知っているのだ。シェルティス一人がいくら魔笛を破壊しようと、それは何千何百分の一に過ぎない。全ての魔笛クサリを破壊するには物理的な限度がある。

　────ピシッ

　崩ほう壊かいの音。すぐ真後ろで、モニカの結界に巨きよ大だいな亀き裂れつが。

「しまっ──」

　モニカのすぐ真横で結界が大きくひび割れた。

　結界に生じた穴めがけ旋せん回かいする魔笛が侵しん入にゆう。術士であるモニカへと迫る。

「モニカ！」

　自分も、そしてヴァイエルも間に合わない。

　触ふれるだけで致ち命めい傷しようとなろう大蛇ミクヴエクスの魔笛がモニカへと襲おそいかかり──




　きらめく剣閃が、その魔笛クサリを断ちきった。




「いつぞやとは逆の立場だな」

　銀ぎん髪ぱつの大剣使い。

　自らの背せ丈たけよりも巨大な大剣をかざす千せん年ねん獅しが、そこにいた。

「レオンッ！」

「待たせたな。そして、春蕾！」

「……結界修復」

　黒くろ髪かみの巫み女こが発する言霊ちからに応こたえ、傷だらけだったモニカの結界が修復されていく。

「……修復完かん了りよう、次、メイメルお願い」

「そうねえ。結界、重ねがけしておきましょうか」

　その呼び名に応えるのは、ドレス風の法衣をまとった見み目め麗うるわしき巫女だ。

　──四重結界。

　モニカの展開した結界に四重の結界が次々と織りあわさり、さながら極光オーロラのごとく輝かがやく強大美び麗れいな結界としてそびえたつ。

「これで仮処置はよし。出番よ、爛ラン」

「応！」

　巨大な大蛇ミクヴエクスのさらなる上空。

　およそ人体の跳ちよう躍やく限界をゆうゆうと超こえた高度から、亜あ麻ま色の髪かみをした少女がその拳こぶしを大蛇ミクヴエクスの鼻先へと叩きつける。

『ッッッ!?』

　魔笛障しよう壁へきを展開するより先、その拳を受けた巨体が一いつ瞬しゆん宙に浮うく。

「……い…………っっ痛いてぇぇぇっっ!?　コイツの鱗うろこやっぱとんでもなく硬かてぇぞ。レオン、この蛇へびは任せた！　第一師隊オレらはあっちのでけぇ竜りゆうを────」

「却きやつ下か、あの竜は私と姉上の第三師隊が引き受ける」

　──銀の王ラステイハイトの銃じゆう弾だん。

　十二にもおよぶ緋ひ色いろの閃せん光こうが、今まさに吐息ブレスを放出しかけていた黒竜アマデウスの肩かた、翼、そして眉み間けんへと直ちよく撃げきした。

「あの竜の吐息ブレスは危険だと春蕾さんから聞いています。浴びれば巫女とて防ぐ手段はないと考えた方がよいでしょう」

　貫かん頭とう衣い風の法衣を羽織った小こ柄がらな巫女。

　ヴィオラ・ノヴァ──見た目こそ春蕾とも大差ない少女のようだが、実際にはメイメルに次ぐ年長者として崇すう敬けいされている女性だ。

「ならば第三師隊わたしたちにお任せ下さい。ね、ホルン？」

「そう、ここは吐息ブレスの有効距きよ離り外から銃じゆう撃げきで無力化させるのが常じよう套とう」

　彼女に寄りそうのは大型の銀色銃を構えた女性の千年獅。

　すでにその目元は、トレードマークでもある遮眼帯ブラインダーが剝はぎとられている。

「爛、お前はレオンと蛇の相手をしろ。私の見たかぎり、お前の拳の硬さもいい勝負だ。むしろ頭ず突つきならばお前に分ぶがある」

「……バカにしてんだろ」

「姉上の前なら私はいつだって真ま面じ目めだ」

　右手に銀の王ラステイハイト。左手でさらに短機関銃サブマシンガンをひき抜ぬくホルン。

「話は以上だ、モニカ部隊長」

「……え？　あ、は、はい!?」

「ここは俺たちが引き受けるということだ」

　銀色の大剣を大地につきさすレオン。

　獅子のごとき眼光で大蛇ミクヴエクスと向かい合いながら、その後ろに何十人という錬れん護ご士しを従えた浮ふ遊ゆう大陸一の剣けん士しは誰だれよりも力強い口調でそう言った。

「進めシェルティス、ユミィを一人にさせるなよ？」

「────」

　言葉がでない。

　ただ一度、その場の全員に伝わるよう大きくうなずき、シェルティスはモニカ、ヴァイエルとともに駆かけだした。

「おっと、私を置いていっては困ります」

「華宮カグラ!?」

　機メ械ツ帽トをかぶった小柄な候補生へとふり返る。

　いったいいつ追いついてきたのか。自分たちの部隊でただ一人浮遊大陸に残っていたはずの少女が、すぐ後方から駆けてくる。

「華宮、いつ穢歌の庭エデンに？」

「ついさっきですよ。大方の状じよう況きようは理解しているつもりです。とにかく最深部へ向かうということであれば急ぎましょう。ユミィ様も別ルートで向かっているはずです」

「っ！　ユミィの場所もわかってるの？」

「いえ、正確な位置までは特定できていません。でもきっと大だい丈じよう夫ぶ。ユミィ様のところにも強力な加勢が到とう着ちやくしている頃ころです」

「加勢？」

「ええ、保証しますとも」

　そうしてうなずく華宮の表情は、珍めずらしいくらい満足げなものだった。

「なにせ私とエリエによる自じ慢まんの合作ですから」




　　　　[image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり][image: くぎり]




　穢歌の庭エデン・第八鏡界中層。




　白く枯こ渇かつした大地。

　木も草も枯かれ、地表からは水分の一ひと滴しずくすら失われた死の大地。頭上を仰あおげば、そこには一転して美しい夜空が広がっているという奇き妙みような光景がそこにはあった。

　存在する幽ゆう幻げん種は一体だけ。

　──聖者ヘケト。

　夜色のローブを羽織り、地に杖つえをついた人間の影かげ。その組成が肉体ではなく濃こ紫むらさき色の霧きりという違ちがいはあるものの、ここまで人間に近い外観の幽幻種はほかにいない。

　……それに、なんて圧あつ迫ぱく感かん。

　……こうして向かい合ってるだけで心臓を握にぎられているかのよう。

　自身の胸むな元もとにぎゅっと手をあて、ユミィは唇くちびるをかみしめた。

　……感じる。

　沁しん力りよくと魔ま笛てきという違いこそあるが、間違いなく目の前の存在は人間より遥かに上位の怪物だ。こんな途と方ほうもない強敵を──

「本当に任せていいの……？」

「はいユミィ、聖者ヘケトは私が相手をします。あなたは穢歌の庭エデンの最深部へ」

　あざやかな銀髪をなびかせて。

　その横顔に微笑すらうかべ、機械の少女がこくんと首しゆ肯こうしてみせた。

「え、えっと……イリス？　なんだよね？」

「はい。正式名めい称しよう『不完全神性機関イリス』です」

　いつもシェルティスのペンダントに取りつけられていた機械水晶イリス。

　突とつ然ぜんに現れ、そして聖者ヘケトを先制の一いち撃げきで遥はるか彼方かなたまで吹ふき飛ばした彼女。それがイリスだなんて、本人から名乗られたってすぐに信じられるものじゃない。

　……だけど。

　……わたし、この子を見た記き憶おくがあるよ。




〝始まりは千年前の楽園幻げん想そう。さあユミィ・エル・スフレニクトール──氷結鏡界が結ばれる前の世界を見た時、お前はどんな想いを抱いだく？〟




〝私にはイリスという名があります、そう申し上げたはずですが？〟




　あれは、いつだっただろう。

　天結宮ソフイアの大聖堂で、ツァリと名乗る女性から見せられた太古の映像。あの千年前の映像に、確かにこの少女イリスがいたのを覚えてる。

　紗砂シヤサ、つまり皇おう姫ひサラと一いつ緒しよに戦っていた機械少女。そんな彼女が、遥かな時を経へて再びよみがえったというのか。

「エリエと華宮のおかげです。こんな素敵に修復してくださいました」

　ほんの少し恥はずかしそうにイリスが照れ笑い。

　その微笑は本当に優しくにこやかで、彼女が機械であることすら忘れてしまいそうになるほど自然な笑みだった。

「華宮から、シェルティスと合流したとの情報です。現在、モニカたちとともに第八鏡界上層部を移動中と思われます」

「シェルティスが……」

「はい。心配してるはず、どうか一刻も早く最深部で合流してください」

　その手に巨大な銀色の銃。

「セラの虚きよ像ぞう三体は、ここで止めます」

「三体──？」

　その言葉に、思わず喉のどから悲鳴が出かけた。

　そうだ聖者ヘケトだけじゃない。セラの虚像はまだあと二体残ってる。ユミィが戦った黒竜アマデウスの強さは、いまも思いだすだけで身が凍こおりつく。

「あ、あのねイリス！　セラの虚像がまだ二体いるはずなの。もしそれがシェルティスたちのところに向かってたら──」

「ユミィ」

　銀ぎん髪ぱつの少女がふり返る。

　人間と見み紛まがうほど自然な微笑を口元に、そして、その印象的な赤の双そう眸ぼうに強い意志の光をうかべて彼女は続けた。

「私は千年前の機神です。幽幻種と戦うためだけに造られた骨こつ董とう品で、本来なら千年前にその役目を終えていてもおかしくありませんでした」

「…………」

「紗砂、ツァリもそうです。私たちの役目は、千年後いまのあなたたちに浮遊大陸の未来を委ゆだねること。ユミィ、あなたにはあなたにしかできない役目がある。セラの虚像の相手は私たちに任せて、あなたは先に進んでください」

「……私たち？」

　イリスの応こたえは、無言の微笑。

　言わなくてもわかるでしょ？　そう言いたげなまなざしだ。

「さあ、もういいでしょう。聖者ヘケトとてそうそう待ってくれるとは思いません」

　無言で佇たたずむ幽幻種。

　様子を窺うかがっているのか、あるいは何かを企たくらんでいるのか。フードに隠かくされた素顔からは何一つ思考が読みとれない。

「ユミィ！」

　イリスの対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフルが強きよう烈れつに輝かがやきだす。

　と同時、その銃じゆう口こうから何百何千という光の放物線が放たれた。

　銃弾。いや、それはもはや光の具現そのものだろう。色いろ鮮あざやかな閃光と化した光線が複雑な軌き道どうをともなって聖者ヘケトへと迫せまる。

『────』

　手にした杖をかかげる聖者ヘケト。

　と同時、展開された魔笛障しよう壁へきがイリスの銃弾と正面から激げき突とつし、何重にもわたって巨きよ大だいな火花と閃光をまき散らした。

「今です、行ってくださいユミィ！　浮遊大陸のために！」

「……ありがとう。わたし、がんばるから」

　激しく輝く閃光のなかを駆けぬける。

　ふり返っちゃだめだ……

　信じるんだ。

　この戦いのために駆けつけてくれたイリスを。

　そしてわたしは────

「シェルティス……」

　ぽちゃん。

　走りだした拍ひよう子し、瞳ひとみの奥にたまっていた涙なみだが一気にあふれだした。

　会いたいよ。

　……なんでだろ。

　……わたし今、どうしようもなくシェルティスに会いたいよ。

　言葉も抱ほう擁ようもいらない。

　贅ぜい沢たくは言わない。ただ会いたい。会って、その瞳で見つめてほしい。

「待ってるから。わたし、最深部でシェルティスのこと待ってるから……」




　　　　４




　穢歌の庭エデン・第八鏡界上層。




　黒い風の満ちる大地。

　頭上を見わたせば、渦うずを巻くように大きくうねる黒雲。そこから響ひびく奇妙な轟とどろきは雷らい鳴めいか、それとも魔笛の呪じゆ詛そによるものか。

「イグニド、局所結界いつでもいけるよ！」

「任せます」

「展開」

　ノエシスの両手に凝ぎよう縮しゆくされた光の帯。

　それが暴風雨のごとく渦うず巻まき、そして収束して、光線にまで精せい錬れんした光の帯が一いつ斉せいに幽幻種めがけて降りそそいだ。

　何十体という幽幻種に、何百という閃せん光こう。

　被ひ弾だんすればそのままダメージとなり、外れて地を穿うがってもそこに強力な沁力結界を展開する。押しよせてきた怪かい物ぶつたちを後退させるには十分な威い力りよくだ。

「セラの虚像には無効化されても、さすがに並の幽幻種には効きますね」

「っ！　まだだよイグニド！　突とつ破ぱしてくる！」

　結界の光を突つきやぶって現れる大型幽幻種。

　巨大な蜥蜴とかげを模した姿で、腐くさった大地を這はうように迫ってくる。

「全身を魔笛障壁で覆おおって耐たえましたか。ノエシス、さがって」

　ノエシスを退かせ、逆に自分は前に出る。

　打ち下ろしの尾おを跳ちよう躍やくしてかわし、さらに薙なぎはらいの爪つめを両の双そう剣けんで受けとめ、その衝しよう撃げきの大半を虚こ空くうへと受け流す。

　が──

「っ痛つぅ……っ」

　衝撃を受けとめた矢先、再び肩かたの傷口が大きく開いた。血が噴ふきだし、スーツの内側をぬめりと濡ぬらす。

「イグニド、唇が真っ青……っ！」

「少し血を流しすぎましたからね。でも必要経費です。私の血で済むのなら……」

「だめだよ、休んで！」

「あいにくとそうも言ってられません」

　帽ぼう子しの鍔つばを手で押さえる。

　……さすが第八鏡界の幽幻種。

　……ノエシスの局所結界ですら一撃では掃そう討とうしきれない。

「ベルトマーさん」

「人を……軽く、使ってくれる……」

　魔笛障壁を展開したまま突とつ進しんしてくる蜥蜴型の個体。その動きを止めたのは、ベルトマーによる機き関かん銃じゆうさながらの連続射しや撃げきだ。

　沁力による上位刻印弾だん。

　高速回転する弾だん丸がんが、魔笛の障壁を貫つらぬいてそのまま幽幻種の核かく晶しようを破は壊かいする。

「だが……さすがに数が……厄やつ介かいだな？」

　頭上を見上げるベルトマー。

　渦を巻く暗雲からはさらにたてつづけに新たな個体が降ってくる。沁力の波長を嗅かぎつけて集まってきたのだろう。

　ノエシスの局所結界は大規模な範はん囲い攻こう撃げきが可能だが倒たおしきれない。

　一方で、ベルトマーの銃弾はほぼ単体攻撃専用だ。

「それにまだ……ダメージが抜ぬけきれん、か……」

　千せん年ねん獅しとの苛か烈れつな戦いによる負傷。

　そしてそれは、離はなれた箇か所しよで戦う三人も同じことだ。

「──はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに振ふり下ろされたアルマデルの大剣が、魔笛障壁ごとアメーバ状の幽幻種を薙ぎはらった。虚空で破は裂れつする核晶。続いて左右から迫る二体から身をひくや高速で独こ楽まのように回転、横薙ぎの一刀で二体まとめて打うち砕くだく。

　──強きよう靭じん無比。

　──が、アルマデル本来の動きはあの程度ではないはず。

　セラの虚像である大蛇ミクヴエクスと渡わたりあった時の動きと比べれば、やはりアルマデルにも色いろ濃こく負傷の影えい響きようが現れている。

「ナタラーシャ」

「炎ほのおよ！」

　頭上の暗雲までも灼やき焦こがす業ごう火か。

　煌こう々こうと輝く紅ぐ蓮れんの火柱がそびえ立ち、上空の幽幻種をまとめて消しよう滅めつさせる。

「続け、マハ」

「……………………」

「マハ？」

　アルマデルがふり返ったそこには、腐ふ敗はいした大地に膝ひざをついた白の女性。

　自分の胸元に手をあてて大きく呼吸をくり返すばかり。

「発作か!?」

「い、いえ……ただ……の、目め眩まいです……」

　よろよろと立ち上がる彼女。

　消しよう耗もうしている。それはその場の誰だれの目にも明らかだった。

　もともとマハの黄金六面体は、術式の複雑性からいえばナタラーシャの炎やノエシスの結界よりも難度が高い。マハの身体からだには負担が大きすぎる代しろ物ものなのだ。

「規定する」

　マハの横に立つ黄金色の術士が、彼女にかわって術式を行使。

「地中の有機を抽ちゆう出しゆつして疑ぎ似じ創造。色は『黒色』、性質『激げき昂こう』、形状かたちは『鳥』。体内に炎を有して顕けん現げんせよ。眼前の敵を巻きこむ破壊を規定する」

　足あし下もとから生まれる巨鳥の像。

　ただの石像に過ぎなかった鳥が、さらなる定義を与あたえられることで漆しつ黒こくの怪かい鳥ちようへと変へん貌ぼうを遂とげる。その全身が一つの巨大爆ばく弾だんである怪鳥。悠ゆう然ぜんと空を旋せん回かいするや、空中に集つどった幽幻種たちへと飛来して────

　爆ばく轟ごう。

　虚空にいる幽幻種と暗雲をまとめて吹ふき飛ばした。

　直後、マハの隣となりに立っていた黄金色の術士が、さらさらと音を立てて元の砂金へと戻もどっていく。もはや人ひと形がたを保つ力すら──

「マハ!?」

「…………っ……」

　がくんと膝が折れ、その場に白の女性がうつぶせにくずおれた。

「……ぅ…………っ……ま、だ……」

　驚きよう異い的な精神力で、それでも立ち上がろうとする彼女。

　だが無理だ。どれほどその華きや奢しやな腕うでに力をこめようと小刻みに肩が震ふるえるだけ。自重を支えるだけの力すら彼女には残っていなかった。

　そして。

　もっとも早くそれに反応したのは、上空で彼女を観察していた幽幻種だった。

　翼つばさを得た獅し子しの外観。

　浮ふ遊ゆう大陸でも幻まぼろしの獣けものとされる赤獅子マンテイコアに似た姿の幽幻種が、上空から真っ逆さまに飛来。倒れ伏ふしたマハ目がけ、黄土色の牙きばをむきだしにして襲おそいかかる。

「マハっ！」

「…………っ…………」

　アルマデルの警けい鐘しよう、ベルトマーの銃弾すら間に合わない。

　頭上から襲いかかる襲しゆう撃げき者にマハが気づいた時には、すでに獅子の幽幻種は眼前にまで迫せまっていて。




「義は通す」




　その言葉が────

　その言葉が誰によってもたらされたものか。瞬しゆん時じに理解したのは、おそらくはマハ一人だけだっただろう。

「『第一』とは千の弓に勝まさる単一の武器を与えられた者。これよりもたらされる秘ひ奥おうは、すなわち唯ゆい一いつ無二の聖弾なり」

　放たれた鎚矛メイス。

　風でなく音でなく、ただ圧あつ倒とう的てきな力学エネルギーの塊かたまりが、今まさにマハを襲撃せんとしていた幽幻種もろとも、その背後にいる幽幻種をも巻きこんで消滅させた。

　魔ま笛てき障しよう壁へきの防ぼう御ぎよも何もかも粉みじんに打ち砕く無類の大破壊。

「感心せぬな」

　見上げるほどの偉い丈じよう夫ふだった。

　短く刈かって逆さか立だてた焦しよう土ど色の髪かみに、勇ゆう壮そうさを感じさせる灰色の瞳。

　さらに特筆すべきはその体格だ。特注品であろう灰色のロングコートでさえ、彼の発達した筋組織を隠かくしきれずに内側から膨ぼう張ちようしている。かといって鈍どん重じゆうさはまるで感じさせず、むしろその足運びは軽やかとさえ思わせる。

「地に伏せし婦女子にさえ容よう赦しやないとは、なんと醜しゆう悪あくな獣どもよ」

「……っ……？」

　場に突とつ如じよ現れた呼ばれざる者。

　立場だけならば、その人物は異い篇へん卿きようとまさに真っ向から対立するはずの男だ。マハ自身そう信じていただろう。

　が──

「危あやういところであったな」

　その大男がマハへと差しのべる手。

　日々の鍛たん錬れんで擦すりきれた掌てのひら。その手を差しのべた人物を、マハは信じられない様子で見上げていた。

「辛つらいであろうが起き上がられよ。この場は、身を休めるには少々危うい」
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「……ゼア……ドール様？」

　統政庁の特務機関『天の車』、聖廊の守護者として知られる大男。

「な、なぜ……ここに…………」

　目を見開き、マハが唇くちびるをわななかせる。

「────」

「わ、……わたしを……嫌きらったのではないのですか」

　敵対し、相手の善意を利用して毒まで盛った相手だ。忌いみ嫌われ、恨うらまれることすら覚かく悟ごのうえで決別した彼。その男が、自分を助けた？

「お主には前に告げたはずだが」

「……え？」

「弱き者をうち捨てて何が道理か。吾わが輩はい、生しよう涯がい只ただ一度も自らの道理に背そむいたことはないのである」

「…………」

「以前にお主は言ったな。自分は嫌われ者であると。誰かに助けてもらうことなどありえないと。だが吾輩はその時にどう答えた？」




〝善悪といった主観に囚とらわれず遍あまねく弱者を救う。それが真まことの義というものよ〟




「吾輩は、ただ己の義に従った。それだけだ」

　倒れた彼女の手を握にぎり、紳しん士し的なほど優しい仕草で抱だき起こす。

「…………あなた様は……」

「む？」

「…………ずるいです」

　その大きな手を両手で握りしめ、マハは、その儚はかなげな面おも立だちでゼアドールをじっと見つめた。唇をぎゅっと嚙かみしめて、何かを必死にこらえながら。

「……なんて……罪な、御お方かた。……どうして……私をほっておいてくれないの。本当に……本当に……どうしてこうも、あなた様は私の心を摑つかんで離さないのですか……」

　その唇からこぼれる微かすかな嗚お咽えつ。

　それを遠巻きに眺ながめ──

「で、これはどう判断されますの？　アルマデル様？」

「好きにさせておけ」

　肩かたをすくめるナタラーシャ。

　そんな彼女に、異篇卿の第一位は珍めずらしくも複雑そうな苦笑でそう応えた。

「敵と思っていた相手に情けを受けるのは予想外だが、結果としてマハが無事であるなら止める理由はない。──と、考えるがお前たちはどうする？」

「あ、バレてやがる。どうするよ黒ク猫ロ」

「ヒューイック様が気配を隠すの下手すぎなんですよ、まったく」

　大岩の陰かげから姿を現す男女二人。

　一人は広鍔帽子カトルマンハツトを目ま深ぶかにかぶった長身瘦そう軀くの男。たゆまぬ訓練によってギリギリまで絞しぼった力強い身体つきに、薄うす茶ちやのシャツと濃のう褐かつ色しよくのジャケットという出いで立ちが映はえる。

　もう一人は小こ柄がらな黒スーツの女性。

　その手に鉄てつ扇せんを提さげ、猫ねこのようにしなやかな足取りが印象的だ。

「よお、すまんね。ウチの第一ゼアドールが邪じや魔ましたようで」

「……統政庁の特務機関か。『第九』のヒューイックと見るが、ご覧のとおりお前たちに構っている暇ひまはない」

　異い形ぎようの個体をすれ違ちがいざまに斬きりつけるアルマデル。ひるんだ隙すきをつき、さらに返す刀で確実に核かく晶しようを破は壊かいしながら──

「ゆえに邪魔をするならば真っ先に排はい除じよする。だが、もしもその気がないのなら……」

「そうでないのなら？」

「歓かん迎げいしよう」

　きらめく大たい剣けんをまっすぐ天へと掲かかげる金きん髪ぱつの異篇卿。

「第七天音律ソフイア・コードはすでに天結宮ソフイアへとくれてやった。異わ篇れ卿らはただ、この場で巫み女こユミィ・エル・スフレニクトールを追つい跡せきする敵勢力を止めるのみ。その一点に関して統政庁おまえたちも異存はないと考えるが？」

「……やれやれ、昨日の敵は今日の友ってか？」

　広鍔帽子カトルマンハツトの鍔つばをわずかに押しあげる第九ヒユーイツク。

　嘆たん息そくまじりに肩をすくめるも、その眼まな差ざしには不敵な光が輝かがやいている。

「いいぜ。この場は貸しにしといてやる。つぅか様子見の時点で第一ゼアドールが勝手に動きだしちまったからな。黒猫、いいな？」

「私は上司の命令に従うのみですので」

「てわけだ。おら紫シ苑オンの婆ばあ様、アンタも隠れてないで戦えよ？」

「……たしかに引退した身ではありますが」

　大岩から最後に現れたのは着物調の服をまとった女性だ。

　目鼻立ちの整った美人で、儚く優しげな黒の眼差しはどこか浮うき世よ離れしている。

　少女といっても通じるであろう外見ながら、落ちついた物もの腰ごしと口調のせいでずっと大人びた印象を受ける。

「ヒューイック、婆様はやめなさい」

「へいへい。だが久方ぶりの戦線て聞いたぜ。無茶すんなよ」

「……無茶したくなる時もあるのです」

　しっとりとした微び笑しようでそう返す紫苑。

「懐なつかしい顔ぶれも穢歌の庭こちらに集っているようですから」

「ん？」

「いえ、こちらの話です。それより気を引きしめなさい。ここにいる幽ゆう幻げん種はどれも強力な魔ま笛てきを有しているはず。触ふれたら最後ですよ」

　その言葉に。

　遠巻きにその会話を聞いていた碧みどりのノエシスが勢いよく手を挙げた

「あ、はいはい！　それはボクに任せて。沁力術式は得意だよ。あとイグニドも洗礼系なら得意だし大だい丈じよう夫ぶ。だよね？」

「え？」

　突とつ然ぜんに話を振ふられ、その本人はきょとんと目を瞬またたかせた。

「…………」

「できるよね？」

「……………………わたしが……？」

　巫女見習いとして習った洗礼系の術式。

　その術式一つ一つが、ユミィとしての自分が覚えている稀き少しような思い出そのものだ。

　……そう、だよね。

　……魔笛を浄じよう化かするのは巫女見習いだった時からの役目だもん。

「ええ、できますよ。それは私の得意分野ですから」

　ぽんとノエシスの頭に手をのせて、空白ユミエルははっきりと首しゆ肯こうしてみせた。

「共に往いきましょう。これが正しよう真しん正しよう銘めい────」
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「正真正銘──」

　そう宣言したのは。

「これが最後の決戦か」

　黒くろ塗ぬりの双剣を構えた剣士だった。

　鋭するどい眼光を宿した黒い瞳ひとみに、光を反射しない鳶とび色の長ちよう髪はつ。

　成人男性の平均よりも頭半分は高い長身瘦軀。年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろうか。眉び目もくのととのった白はく皙せきの面立ちに、黒のロングコートがこれ以上ないほどよく映える。

「爛、ホルン、そしてレオン、よくぞここまで耐たえた」

　同どう僚りようの名前を一人一人嚙みしめるように口にして、その剣士がセラの虚きよ像ぞう二体へと無造作に歩を進めていく。

「遅おそまきながら、この戦いくさ、俺も加わらせてもらう」

「……ファルバレン」

　大剣を地にさし、肩で息いきをしながらレオンはその男に向かってふり向いた。

　千年獅の第一位・ファルバレン・シーケンサー。

　……シェルティスの師としての印象が俺にはなじみ深いがな。

　巫女の第一位とともに今回の作戦では主部隊から離れ別行動と聞いていたが、ようやく合流が間に合ったわけだ。

「ったく遅すぎんだよテメー。ほら見ろ。おかげでオレの手が真っ赤。あの蛇へびの鱗うろこがどんだけ硬かたいかってな」

「それを殴なぐれるお前も十分大した奴やつだ。頭ず突つきは試したか？」

　真顔でそう応える千年獅の一位が大蛇ミクヴエクスと向かい合う。

「爛、交代だ。俺とレオンでこの蛇の相手をする。お前はホルンの援えん護ごだ。隙あらば竜りゆうの翼つばさを伝って頭部を攻こう撃げき。あの一ひと際きわ目立つ牙きばを破壊しろ」

「あいよ」

「そういうわけだホルン、第三師隊おまえたちで爛のための突とつ破ぱ口こうを作ってやれ。できるな？」

「異論ない」

　即そく座ざに答える千年獅の第三位。

「そしてレオン、腕うでは落ちていないだろうな」

「……それは俺の台詞せりふだ」

　好戦的ともとれる不敵な笑みでレオンは応えた。

　──ようやく。

　──ようやく全ての千年獅が揃そろった。

　本来ならばここにシェルティスの姿もあるのが理想ではあったが、あの双剣使いには、ユミィの護衛という特別な役がある。

「……レオン、ところでアイツは？」

「先に進んでいる。ユミィを追いかけて穢歌の庭エデンの最深部に向かっているはずだ」

　地平線の遥か向こうを指さすレオン。

　一方で、その視線は千年獅の隣となりに立つ女性へと向けられていた。

「そして久しぶりだなエルミーティア。天結宮ソフイアの地下で静養中と聞いたが」

「ええ、無事で何よりですわレオン。此こ度たびは迷めい惑わくをかけました」

　勝ち気な笑顔でそう応える赤毛の少女。

　巫女の第一位、エルミーティア・遊ユウ・ラスカ。

　長い髪かみは黒のリボンでツーサイドアップにまとめ、身にまとう法衣は薄うす水色のドレス風ワンピース。赤の髪に青の服という色の対称性コントラストが遠目にも美しい色合いだ。

「メイメル、ヴィオラ、そして春蕾。本当に……よくぞ無事で」

　同僚である巫女たちと顔を一人一人じっと見交わし、巫女の第一位がファルバレンの真横に並びたつ。

「メイメル、特にあなたには何から何まで任せっきりで……」

「んー？　いいわよ、わたしも好き勝手しただけだし」

「ヴィオラ、久しぶりですわね。あなたはいつ見ても変わらず元気そうで」

「それだけが取り柄えですから」

「……そして春蕾」

　エルミーティアが見つめるのは、春蕾の真っ赤に火傷やけどした両腕だ。

　異い篇へん卿きようナタラーシャとの戦いで負った傷。その法衣は肩かた口ぐちまで焼失し、露ろ出しゆつした二の腕は痛々しくも真っ赤に腫はれ上がっている。

　支し援えん部隊による応急処置は施ほどこされているが、本格的な治ち療りようを受ける時間を惜おしんだのだろう。せいぜい消毒程度のものだ。今もまだ夜も眠ねむれぬ痛みのはず。

　けれど、そんな様子を微み塵じんも感じさせない黒髪の巫女。

「……大人に、なりましたわね」

　そんな少女を、エルミーティアは眩まぶしいものを見るように目を細めて見つめていた。

「人は、そう。こんなにも強い大人になれるのだと。あなたほどそれを感じさせる巫女を知りません」

「…………まだ……十六……」

「精神こころの話ですわ」

　困ったような面おも持もちの春蕾に、こちらはエルミーティアが小さく噴ふきだした。

　けれどそんな表情もほどほどに。

　巫女の第一位は、眼前に迫せまる竜を鋭い眼光で睨にらみあげた。

「わたくしも微び力りよくながらお手伝いしますわ。未来を、この場にいない最後の巫女へと託たくします」

　巫女の第五位。

　それは序列であると同時に、巫女としての任期を示す。その序列がもっとも低い者こそ、天結宮ソフイアにおけるもっとも新しい巫女にほかならない。

　──ユミィ・エル・スフレニクトール。

　──千年前から連綿と続いてきた皇おう姫ひと巫女の系けい譜ふ、その最後に名を連ねた少女。

「参りましょう。それぞれが誓ちかう者のために」

　その日──

　巫女が。

　千年獅が。

　それに従う多くの錬護士と正護士たちが。

　セラの虚像という、最古にして最強の幽幻種に挑いどんだ。
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　白く枯こ渇かつした大地。

　木も草も枯かれはて、その地表は水分を失ったことで無数の亀き裂れつが生じている。まるで鋭い刃は物もので切り裂さかれた裂れつ傷しようのような罅ひび。

　そんな傷だらけの大地の果てで。

『────』

　聖者ヘケトの頭上に浮うかぶ無数の暗黒球。

　相あい対たいするだけで血が凍こおりそうになるおぞましき魔笛の凝ぎよう縮しゆく体。それが、聖者ヘケトが杖つえを振りかざした瞬しゆん間かんに消失し、イリスのすぐ頭上に現れた。

　魔笛の転移。

　目で見てからでは防ぼう御ぎよも回かい避ひも間に合わない。

「迎げい撃げき」

　それを、イリスが手にした対物ライフルアンチ・マテリアル・ライフルで迎むかえ撃うつ。

　魔笛の波長が急激に減げん衰すいしたことを観測し、そのうえでの転移予測をはじき出したうえでの反応だ。

　──光と光の鬩せめぎあい。

　沁力の輝かがやきと魔笛とが衝しよう突とつし、その直後、雷らい光こうにも似た青白い火花がほとばしる。

　エルベルト共鳴。

　強力かつ同レベルの沁力と魔笛が接せつ触しよくした場合にのみ起きる現象。そしてその拒きよ絶ぜつの火花は、両者を等しく焼き焦こがす。

「ぅっ!?」

『────』

　イリスと聖者ヘケトが火花を受け、そして同時に全身を痙けい攣れんさせる。

「……この痛み、懐なつかしい」

　破損した右手の人工皮を庇かばいながら、イリスは大地を蹴けった。

　千年前の苦い思い出。

　──あの日の私は、セラの展開するエルベルト共鳴に為なす術すべがなかった。

　──そのせいで凪なぎ、あなたが穢歌の庭エデンに取り残されることになった。

「くり返したくないから」

　竜たつ巻まきのごとく渦うず巻まく聖者ヘケトの魔笛。

　触ふれたもの全てを侵しん食しよくする負の気流、その一いつ瞬しゆんの間かん隙げきをついて障しよう壁へきを突とつ破ぱ。さらに鎌かま鼬いたちのごとく発射される魔笛を、再び緋ひ色いろの銃じゆう弾だんで撃ち落とす。

　ジッ！

　再び拒絶の光。

「ぐぅ……っ！」

　光に身を灼やかれながらもイリスは前へと走った。

　──痛い。

　──機械である私にも痛覚を感じさせる、この光。

「でもシェルティス、あなたとユミィが互たがいに感じた痛みは、きっとこの比ではないのでしょうね」

　自分と聖者ヘケトのような敵味方同士の反発ではない。彼とユミィを切り離はなした拒絶の痛みは、きっとこんなものではなかったはずなのだ。

「ずっとあなたの戦いを見ていました。──あなたは諦あきらめなかった。天結宮ソフイアを追放され、その身体からだから沁力を失い、魔笛という呪じゆ詛そを受けてなお、あなたは戻もどってきた。それは、きっと世界の誰だれより勇気を要したことでしょう」

　……そう、そんなあなたの一番近くに私はいた。

　……一番近くであなたの戦いを見ていました。

「微力ながらあなたの支援をさせてもらえたこと、心から光栄に思います」

　銃の構築を解除。

　イリスが新たに構えたのは、自身の背せ丈たけをも上回る銀色の大鎌だった。

「それだけじゃない。本体を失い自力では動けなくなった私に、あなたはたくさんの光景と世界とを見せてくれた。それがどれほど嬉うれしかったことか。だから──」

　鎌を振ふりかぶる。

　渦巻く魔笛の中心へ、そこに待ちかまえる聖者ヘケトへとイリスは跳とんだ。

「私も、強くなれた気がするんです」

　セラの虚きよ像ぞうのかざす杖。

　不完全神性機関イリスの振るう大鎌。

　凄すさまじい突とつ風ぷうを巻き起こして両者が衝突した。

　光が、風が、音が、大気が、その場の全てが衝しよう撃げきによって吹ふき飛んでいくなか、膨ぼう大だいな光の爆ばく心しん地ちでイリスと聖者ヘケトだけがかろうじて踏ふみとどまる。

『──』

　聖者ヘケトが突つきだす杖を紙一ひと重えでかわし、大鎌を真下から撥はね上げる。それに瞬しゆん時じに反応するセラの虚像。無数の残像を生みだしながら地を滑すべり、すれ違ちがいざまに杖を振るう。

「遅おそい」

　刹せつ那な、イリスは聖者ヘケトの懐ふところへと飛びこんでいた。

　沁力で覆おおわれた拳こぶしをそのローブへと密着させ、全力で聖者ヘケトを殴なぐりつける。

　──三度目の拒絶の光。

　イリスの肌はだを焦がし、髪を灼き、その内側に形容しがたい痛みデータを刻みこむ。

「……痛くない……からっ！」

　まだまだ戦える。

　いや、戦い続けなくてはならないんだ。シェルティスそしてユミィのために。浮ふ遊ゆう大陸に残してきた紗砂やツァリの分まで。

　そして、私を待っている凪の──────────────




　異変を感じたのは、その時だった。




　踏みだした足が停止する。

　鎌を握にぎった手が硬こう直ちよくし、そのまま一切の反応を受けつけなくなった。

「……っ？　……え……？」

　対セラの虚像用プログラムの感覚神経レベルに異常。

　電子神経系統に危険信号。重心と方向制せい御ぎよをつかさどる電子感覚野やからの反応が、通常見られないスコアまで上じよう昇しようしている？

「まさか……」

　あの最後に省略した部分にエラーがあったというの!?

　エリエと華宮によって行われた修復作業。

　だが最後のシステムチェック中に現れた幽ゆう幻げん種により、その確認作業は大おお幅はばな省略を迫られた。華宮が自分を囮おとりにしてまで時間を稼かせいでくれたとはいえ、その短時間で実行可能だったチェックはわずか数パターン。




〝エリエッ！　疑似環かん境きようＧに変へん更こうを！〟

〝……え？〟

〝疑似環境ＢからＦまでのシステムチェックは省略します。最重要となる殲せん滅めつ戦、超ちよう大型個体戦およびセラの虚像戦を想定した確認だけ行います。急いで！〟




　間に合わなかったのだ。

　殲滅戦と超大型個体戦までのシステムチェックを完かん了りようしたものの、イリスは最後に控ひかえていたセラの虚像戦のチェック進行率92パーセントのところで、自らそのチェックをキャンセルし、飛びだした。

　──そうでなければ華宮を救えなかった。

　残る９パーセントにシステムエラーが潜ひそんでいる可能性は極小だったことは事実であり、あの時の判断は正しかったと今でも自信を持って答えられる。

　だが。

「こんな時にっ……！」

　電子神経系の反応値が高すぎるがゆえの動作異常。

　セラの虚像用に高速戦せん闘とうを想定したプログラムが組みこまれており、それを実行した時だけ現れるバグ。

『────』

「気づかれた!?」

　様子を窺うかがっていた聖者ヘケトが、不意に、凄まじい勢いで接近してきたのだ。

　トラブルシューティングによる自己設定修正を開始。だが間に合わない。聖者ヘケトの疾しつ走そうが速すぎる。

「くっ……！」

　どんな豪ごう腕わんの人間であっても神経を切断されれば腕うでは動かない。

　それは機械であるイリスも同じだ。中ちゆう枢すう部からの指令が末まつ端たんに届かなければ身動き一つとることはできない。

　────誰のせいでもない。

　プログラムを構築したヨミでもなく、プログラムをチェックしたエリエでも華宮でもなく、そのプログラムを実行したイリス本人でもない。

　さっきまで正常だったシステムが魔笛の影えい響きようで狂くるった可能性だってある。いや、むしろそう考える方が妥だ当とう。いずれにせよ嘆なげいたところで結果は変わらない。

「…………」

　眼前にまで迫せまるセラの虚像。

　その手に握る杖が大きく振りあげられるのを見ながら、何もできない。

「……ぐっ……」

　わずかに動く下半身だけで身を反そらそうと抗あらがう。

　それが、決定的な誤りだった。

「手が──っ!?」

　身体がわずかに傾かたむいた拍ひよう子しに、動かない右手から大鎌がするりとこぼれ落ちた。感覚の消失した指先から鎌が離れ、乾かわいた大地へと落下していく。

　そして迫る聖者ヘケト。

　……これは。

　……さすがに逆転の目が潰ついえましたか。

　万が一にでも自己設定修正が右腕だけでも間に合えば、相手の杖をはじき返すことができただろう。だが、そのための武器すら失って拾うことさえできない身体。

　…………

　……ああ、でもそういえば。ずっと昔にもこういうことがあったかも。

　自分が機神として生まれ変わった日。

　襲おそい来る幽幻種の群れに対して、機神という「進化」に既き存そんのプログラムが適応しきれずに動作不良におちいった。

　あの時の自分も、今とまったく同じように鎌を支えることもできなくて。

　…………あれ？

　……じゃあ昔の私は、どうやって助かったんだっけ。

　あの時は。

　あの時は、たしかそう。

　駆かけつけてくれた「あの人」が私の落とした鎌を拾ってくれて、そして──




「俺のイリスに手ぇ出すんじゃねぇよ」




　聖者ヘケトの杖が止まった。

　目の前の少年が振りかぶった大鎌に、その攻こう撃げきを止められて。

『ッッッ！』

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者を警けい戒かいし、聖者ヘケトが一いつ瞬しゆんで跳び下がる。

　その光景を──

　…………

　…………これは……夢……？

　イリスは、まるで幻げん想そうでも見ているような面おも持もちで見つめていた。

「ぐっ……はっ、相変わらずクソ重いんだよこの鎌。肩かた脱だつ臼きゆうするぞおい」

　カラン──振り下ろした鎌をあっさりと大地に放り投げる彼。

　見まちがえるはずもない。

　黒くろ髪かみ黒目に細身の身体つきで、眼光は鋭するどいながらもどこかとぼけていて悪戯いたずら好きそうな表情。そして羽織っている迷めい彩さい柄がらの上着。

「ずいぶん向こうが騒さわがしいなって思って駆けつけてみれば、よ」

「…………凪？」

　凪・一咲・ジール。

　壊こわれて廃はい棄きされていた私を拾い、そして修復してくれた人。

　千年前の大侵しん攻こうで、自分をセラから庇かばったことで穢歌の庭エデンに堕おちた少年だ。そんな彼が、ゆっくりとこちらにふり向いて。

「よおダ家メ政イ婦ド。変わらねぇな、そのドジっぷりはよ」

　たった一言、ぽんと頭に手をのせてそう言った。

　とっておきの笑顔も一いつ緒しよで。

「動けるか？」

「…………ドジ……じゃ……ありま、せん」

　言葉が出なかった。

　機械であるはずの自分が、感情なんてないはずの自分が、ただ一つ「最適な返事をする」こともできずに口ごもってしまう。

　……あなたの前だから。

　……私は……こんな言葉一つ考えるのに……とまどってしまう。

　夢じゃない。

　私の前に本物の彼が立っている。

「……私……まだ戦えます」

　システムチェック完了。全電子神経系復旧。

　ゆっくりと足あし下もとの鎌かまを拾い、イリスは彼の横に並びたった。

「お待たせしました、ご主人様」

「おせーよ。こっちは待ちくたびれたっつぅの」

　右手に一ひと抱かかえはある銃じゆう剣けんを提さげた彼。

「ところでイリス、お前が来てるってことはもしや剣けん帝ていもか？　あの野や郎ろう、俺との勝負でちっとリードしたと思ったら勝ち逃にげして勝手にどっか行きやがった」

「……大だい丈じよう夫ぶ。来てますよ、千年獅の第一位として」

「そか。ならさっさと目の前のコイツ殴なぐり飛ばして片付けるぞ。アイツには文句の一つでも言わせてもらわないとな」

　聖者ヘケト。

　セラの虚きよ像ぞう、その最後の一体へと凪が銃剣を突つきつける。

「さっさと終わらせるぞ」

「はい。私たちの戦いも、これが最後です」

　──ユミィ。

　──そしてシェルティス。

　ここから先は、正しよう真しん正しよう銘めいあなたたちだけの物語です。

　浮ふ遊ゆう大陸の未来をあなたたちに。

　そして約束してください。必ず、必ず無事に戻もどってくると。




　　　　５




　穢歌の庭エデン・第八鏡界下層。




「っ！　シェルティス、あの先──」

　息を切らせながら走るモニカが、不意に前を指さした。

　氷の大地。

　赤茶けた荒こう野やに吹ふきこむ風に氷雪がまじり、その地面もまた沁力の蒼そう氷ひようにうっすらと覆おおわれている。

「こんな深いところにも沁力が到とう達たつしている場所があったのか」

「妙みようですね」

　凍こおりついた地面に足を踏ふみ入れる華宮が、注意深く周囲を眺ながめまわした。

「さっきまでは進めば進むほど魔ま笛てきが強くなってたはずです。なのに、どうして急にここから先だけ氷こおり漬づけなのか理由がつきません」

「…………」

　モニカ、ヴァイエルを先導するかたちでシェルティスは進んでいった。

　──ふしぎな場所だ。

　──どこか懐なつかしい。

　頭上には輝かがやく星明かり。

　その真下である氷の大地には、氷でできた花や草。雪のつもった地面からは見上げるほど巨きよ大だいな蒼あおの氷ひよう壁へきがそびえたち、それが連なることで天然の迷宮を構築している。

　まるで宝石のよう。

　研とぎ澄すまされた氷は、どんなに純度の高い鏡よりも美しく世界を映しだしている。

　……この光景、どこかで。

「っ！　風が強くなってきたか？」

　首筋を撫なでていった突とつ風ぷうに、ヴァイエルが身を震ふるわせる。

「いや、単純にこの場の温度が低いんだろう。かなりの冷気だ」

　モニカの唇くちびるがうっすらと紫むらさき色いろに変わっている。

「しかもこの沁力の強さは……」

「何かわかるの？」

「天結宮ソフイアの２９１階と同じくらいの結界強度だ」

　雪のちらつく頭上を見上げる彼女。

「いままで穢歌の庭エデンを駆け下りてきたが、この場所で感じる沁力が一番強い。ここだけは氷結鏡界がいまも残っていると言われても不思議じゃないくらいだ」

　……やっぱりそうか。

　この光景を見た時、シェルティスが真っ先に思い浮うかべたのが塔とうの２９１階だ。

　楽園と呼ばれるフロア。

　穢歌の庭エデンのどの場所よりも冷たく、そして澄みきった沁力の満ちる場所。そしていま、この場所が全く同じ印象を抱いだかせる。

　それはなぜ？

　結界とは何かを封ふうじるためのもの。穢歌の庭エデンで沁力がいまなお強く残っている。そんな場所があるとすれば、結界がそこで何かを封印しているとしか────




「穢歌の庭エデンの深しん淵えんには、セラっていう穢歌の庭エデンの主がいるんだって」




　聞き覚えのある声だった。

「絶対に穢歌の庭エデンから出してはいけないもの。氷結鏡界の封印のなかでずっと眠ねむらせておかなければいけないってサラ様が言ってたの」

「ユミィ!?」

　氷壁の向こうから響ひびいてくる声。

　こだまのように氷壁で乱反射して伝わってきている。このさらに奥から。

「行くぞ」

　走りだすモニカ、彼女のすぐ真後ろを追ってシェルティスは駆けた。

　そびえ立つ二つの氷壁。

　その間にある巨大な道を駆け下りて──

「ユミィ！」

「……シェルティス。それにモニカ先せん輩ぱい、ヴァイエルさん、華宮さんまで。みんな無事でよかった」

　ほっとした表情でたたずむ白衣の巫み女こが待っていた。

「わたしもさっきここに来たの。ほぼ一緒のタイミングだったみたい」

「僥ぎよう倖こうだ。しかしお前こそ一人でよくぞ無事で……」

　ユミィの肩かたに手をかけるモニカ。

「心配したんだぞ。セラの虚像の最後の一体に襲おそわれてやしないかと」

「襲われました」

「っ！　それで、どうしたんだ!?　まさか勝ったのか！」

「ううん、そうじゃないんです」

　首を横にふるユミィがそっとこちらにふり返った。

「イリスのおかげ」

「イリスの？　それって……」

「それに空白イグニドも」

「空白イグニドを見つけた!?　どこで！」

「…………」

　ユミィの返事は微び笑しようだった。

　優しくて、穏おだやかで、けれどすこしだけ寂さびしそうな微笑。

「……第七天音律ソフイア・コードは返してもらったよ」

「っ!?」

　思わず耳を疑った。

　もうすでに空白イグニドと遭そう遇ぐうして、しかも第七天音律ソフイア・コードまで取りもどしたという。いや、違ちがう。自分が耳を疑ったのはそこじゃない。

「ユミィ？　ええとその、返してもらったって」

「うん。あの人が自分から返してくれたの」

　自分の胸元に手をあてて微ほほ笑えむユミィ。

「ねえシェルティス、空白イグニドの正体って知ってる？　見当だけでもついてる？」

「え。い、いや全然」

　あの黒衣の異い篇へん卿きようについては本当にわからないことばかりだ。

　正体を知るなんて段階じゃない。

「そう……やっぱり」

「まさかユミィ、アイツの正体までわかったの？」

「ごめんね、それだけは秘密にしなきゃいけないの。あの人がね、シェルティスにだけは教えないでって。それが第七天音律ソフイア・コードを返す条件みたいなものだったから」

　ユミィの応えは、どこか寂さみしげな微笑だった。

「モニカ先輩、ヴァイエルさん、華宮さん。お願いがあります。ここから先、わたしとシェルティスの二人だけで進ませてもらえませんか」

「なに？」

「ちょっと待てや巫女サマ。第七天音律ソフイア・コードは……その、経過はわからねぇけど取りもどしたんだろ？　だったら話は早はえぇ。さっさと浮遊大陸に戻るのが筋だろうが」

「同感です。私は遅おくれて穢歌の庭エデンに来た身ですので浮遊大陸の状じよう況きようを知っています。もはや一刻の猶予もありません」

　真っ先に反応するヴァイエルと華宮。

「それは承知しています。本当にすこしの時間だけ。二人だけで……話をしたいんです。とても大事な話をしたくて」

　巫女が見つめるのは、桜色の髪かみをした少女だった。

　じっと腕うでを組んで目をつむったままの彼女。

「モニカ先輩……」

「どっちの意味で大事なんだ？」

　部隊長が薄うす目めをあける。

「ユミィ個人としての話だから大事なのか、巫女としての話だから大事なのか」

「両方です」

「…………」

「全部終わったらモニカ先輩にも話します」

　訝いぶかしげなモニカの視線と対照的に、ユミィの方はにこりと笑って。

「だいじょうぶですって先輩。『シェルティスに関してはお互たがい抜ぬけ駆がけなし』って約束ちゃんと覚えてます。そういう話じゃありませんから」

「～～～～～～～～～～～～～っっっっ!?」

　ぼん、とモニカの顔が一いつ瞬しゆんで耳まで真っ赤に染まった。

「ほほう、聞きましたヴァイエル？」

「つぅか今さら──」

「う、うるさいうるさいうるさい！　忘れろ、今すぐ忘れろ！」

　ヴァイエルと華宮の二人を強引に突つき飛ばしてモニカが叫さけぶ。

「ゆ、ゆゆ、ユミィ！　お、おおおま……おまえ！　本人の前で何てことを！」

「だってハッキリ言わないと許してくれそうにないじゃないですか。……わたしだって恥はずかしいんですから」

　こちらは、ほんのりと頰ほおを赤らめたユミィ。

「ね？」

「くっ」

　ユミィとこちらを交こう互ごに見回すモニカ。が、彼女は意を決したように──

「……わかった」

　最後には力強くうなずいた。

「行ってこい。だが何が潜ひそんでいるかもわからないんだ。注意しろ」

「ありがとうございます。それじゃシェルティス、こっちついてきて」

「うん。だけどさっきの抜け駆けってどういう──」

「そ、それは……いいの！　何でもないの！　それよりほら、いこ」

　もはや何事もなかったかのように先を指さすユミィ。

　そして、こちらの返事も待たずに歩きだした。
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　氷の庭園。

　身を凍こおらせる冷気すらなければ幻げん想そう的とすら思える世界を、たった二人で歩いていく。

　その道に傾けい斜しやはない。

　下ることもなく、まっすぐ氷壁の間を進んでいって。

「…………」

　静かだった。

　物音がという意味ではなく、会話がという意味で。

　──どこへ行こうとしているのか。

　──話したいこととは、何なのか。

　先を行くユミィがたった一つの言葉も発さない。ただその背中を、かすかにゆれる淡い黄金色オフゴールドの髪を見つめ、シェルティスは足を進めていった。

「わたしもさっき引き返してきたんだけど、ここが穢歌の庭エデンの最深部みたい」

　巫女が足を止めた先に。

　氷の大聖門。

　無数の氷の蔦つたと蔓つるとがからまりあい、堅かたく閉ざされた氷の扉とびら。

　……見覚えがある。

　……大聖堂の扉そっくりだ。

　天結宮ソフイア２８１階、大聖堂。

　それ自身が強力な沁しん力りよくを与あたえられ、魔ま笛てきの一切を通さない力を秘めた扉だった。

「この扉の向こうにセラがいるはず。穢歌の庭エデンの生みの親。わたしたち巫女とサラ様は、千年間、この扉の封印を守るために氷結鏡界を祈いのり続けてきたのかもしれない」

　不意にユミィがふりかえった。

　その双そう眸ぼうに強い意志の光をたたえ、彼女がじっと見つめてくる。

「シェルティス答えて、この扉の先で第七真音律エデン・コードを詠うつもり？」

「っ！」

「イグニドから教えてもらったの。第七真音律エデン・コードの秘密。全ての魔笛を呪のろいから解放させる力があることと、その代だい償しようも」

「イグニドが!?」

「うん。わたしね、あの人と二人っきりで話したの。話して、……辛つらかった。辛くなること言われたからじゃないよ？　逆なの。あの人を傷つけていたのはわたしの方だったってわかったから、それが辛くて……」

　大きな翡ひ翠すい色の瞳ひとみをゆらしながら。

「イグニドは──」

「あの人は全部知ってたの。シェルティスがここにたどりつけば、きっとシェルティスは自分を犠ぎ牲せいにして第七真音律エデン・コードを発動させる。だからあの人は、それを止めるためだけに異篇卿になった……」

　封ふう印いんされた扉の前に立つユミィ。

　刺とげ々とげしい氷の茨いばらに手で触ふれながら、白衣の巫女はどこか遠くを見つめて。

「わたしね、それを聞いてすごく悲しい気持ちになった。あの人がどんな気持ちで空白イグニドって名乗ってたか。どんな覚かく悟ごで素顔を帽ぼう子しで隠かくしてたか…………世界で誰だれよりわたしが理解してあげなきゃいけなかったのに、わたしはそれに気づけなくて、気づいた時には、もう託たくされた後だった……」

　託す。

　それは、自らの大切なものを他人に委ゆだねるということ。

「ここに来る前にね、わたしもイグニドと同じ意見だった。シェルティスをここまで連れてきちゃいけないって。取り返した第七天音律ソフイア・コードをもって浮ふ遊ゆう大陸にすぐ戻もどるんだって……でも……この扉を見て…………ああ、そっかって思いだしちゃったの」

　セラへと続く扉。

　大聖堂の扉を想起させる、厳おごそかで神秘的な沁力の封印。

「……懐なつかしいよねシェルティス。わたし、まだ覚えてるよ？」




〝ごめんユミィ。ずっと……待たせて〟




「シェルティスは、この扉を開けて天結宮ソフイアに戻ってきてくれたんだって。わたしと春蕾を助けに、傷だらけで塔とうを駆かけ上がってくれたこと。思いだしちゃった」

　くすっ、とユミィが口元をほころばす。

　その目に溜たまったしずくを指先でそっとぬぐって、彼女は。

「それを思いだしたらね、やっぱり……言えないなって思ったの。この扉を前にして引き返せだなんてシェルティスに言えないよ」

「ユミィ──」

「イグニドからの最後の質問、わたし、答え見つけたよ」




〝シェルティスを助けたいのなら止めなさい。

　けれど、シェルティスを信じるのなら進ませなさい〟




　すっ、ユミィが大きく息を吸う。

　そして。




　沁力メロデイ──『第七天音律ソフイア・コード・目覚め』




　Yulis Dia =I xephnis sheon.目覚めの鐘を鳴らしましよう




　r-sanc uc neightis Eden,夜明けの楽園に彩られ　term-l-pile xel,流れ落ちる星、時、 xin, ole cia xeph.夢もまた目を覚ます




　……これは。

　……この詠は。

　第七天音律ソフイア・コード。

　皇おう姫ひから巫女へ。先代巫女から新たな巫女へ、口く伝でんのみで継けい承しようされる至し宝ほうの旋せん律りつ。

　おそらくは──

　護士の身分でそれを耳にした者は自分が初めてだろう。

　……それもまさか

　……ユミィが詠うところを、その目で見ることになるなんて。




　bie omia fert r-vefa uc透明な茨に覆われた xearcs thelen yum teo, ende-氷の扉に鍵はなく




　reiply, noi melras I.再び連なる世界のなかで　Yu/ Dia =I elmei謳いましよう pheno ora.全ての子らよ




　peq Eec lishe tes valen,その愛と祈りとをもつて =I meki Selah pianic.セラの嘆きを抱きよせて




　peq mentis lef Eec nett,一欠片のその詠で nelit hypne lef missis xeo.遥かな夜の眠りを拭い　Ahw kis ria ceal bie永久〈とこしえ〉に続く Isis solit lef Selah.少女の孤独を癒すため




　氷ひよう壁へきにこだまする歌唱。

　幾いく重えにも幾重にも、巫女の声が重なりあい響ひびきあう。それは澄すみきった可か憐れんな独唱でありながら、同時に多重合唱としての厳かで神こう々ごうしい力強さも感じさせて──

　天上の旋律。

　まさしくそう感じさせるに足る福ふく音いんだった。




　Shie-la Yu/ 姫なる幽玄よilmei habe 　どうかxedelis.思いだして




　Zewl la peq ole tes kamyu全ての子の夢と記憶とが lef hiz elmei pheno.あなたと共にある




　──ピシッ。

　音を立てて、大氷門を縛いましめる氷の蔦の一つが砕くだけちった。




　=I hypn phenoria,目覚めよ子らよ Eec qhaon nes あなたたちのcoda-l-bran, 翼は雄々しくende-健やかで




　noi-roo-xin, いつしか約束の地へcia tis Eden.と至ることでしよう




　=I hypn phenoria,目覚めよ子らよ Eec wat nes bles miqvy, ende-あなたたちの足は勇気に満ちて




　noi-roo-xin, ema dia遥かなる大地の果てまでも missis cley mis-la.歩んでいけることでしよう
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　砕け、そして光を放出しながら消えていく氷の封印。

　そう……

　千年前に皇姫サラの第七天音律ソフイア・コードによって眠ねむりについた扉が、最後の巫女ユミィの第七天音律ソフイア・コードによって、いま目覚めようとしているのだ。

　その役目を終えて──

　千年、待ち望んでいた者を迎むかえ入れるために。




　=Iさあ r-cain cley,囚われの大陸よ、 kiris Eden,凍てついた楽園よ　Dewi Zec Ilihit Zec xephn世界が目覚めを望むのならば─-─




　Yu/ ora elmei謳え全ての子よ、 phenoria, ririsis neight ele nelar.約束の夜明けがここにある




　扉が開いていく。

　千年、堅く閉じられていた厳かなる氷の扉が。

「……ユミィ」

　少女は応えない。

　ただじっと、両手を胸元で結んで祈りの姿勢。

　ふるえる唇くちびる。

　その理由はきっと、寒さではないのだろう。……不安なはずなのだ。今もなお。自分の選せん択たくが正しかったのかどうか。

　だから──

「ユミィ」

　両手に双そう剣けんを携たずさえてシェルティスは言った。

「ありがとう。僕のこと、信じてくれて」

「…………」

「先に、約束の場所で待ってて」

「え？」

「絶対、僕も約束守るから」

　そして走った。

　そびえたつ扉、その奥に満ちる白夜色の輝かがやきへ向かって。

「──────シェルティス！」

　嗚お咽えつ混じりのユミィの絶ぜつ叫きよう。

「絶対、絶対に帰ってきて！　わたしもう嫌いやだよ、シェルティスと離はなればなれになんか、もう絶対なりたくない。これから先もずっとずっと一いつ緒しよだからね！」

　願いであり祈いのりでもある。

　浮遊大陸の守護神にも等しい巫女がかいま見せた、少女としての──

「シェルティスは、もうとっくにわたしの千年獅なんだから！」

　旧式の儀ぎ礼れい衣いをなびかせて。

　その両手に、うっすらと輝く双剣をたずさえて。

　────これが。

　────僕の最後の戦い。

　扉の先へ。

　シェルティスは、穢歌の庭エデンの深しん奥おうへと飛びこんだ。







　第十二章　『浮ふ遊ゆう大陸──人と世界と神性存在と──』







　　　　１




　穢歌の庭エデン・第九鏡界。




　黒い波動に満たされた世界だった。

「ここは────っ！」

　流動する水のような何かに包まれながら、シェルティスはその空間をまっすぐ下へ下へと落下していった。

　深く、深く、深く。

　どこまでも静かに、ゆるやかに、黒に満たされた世界を沈しずんでいく。

　……そうだ。

　……この光景、僕は前にも見たことがある。




『思いだした？』




　少女の声。

『そう。この場所こそ、三年前、あなたが穢歌の庭エデンに堕おちてセラへと向かった道』

「……禁断水晶アマリリス？」

『シェルティス・マグナ・イール。あなたと話せるのもこれが最後だから』

　落下を続ける自分の前に、ぼんやりと浮うかびあがる緋ひ色いろの光。儚はかない幻げん灯とうともいえる光が、目の前で徐じよ々じよに人のかたちを成していく。

　それは小こ柄がらな少女だった。

　七歳か八歳か。見た目だけならユトよりも幼いかもしれない。

　白磁のように白くきめ細かな肌はだ。その首元から足先まで一切の衣服をまとわない華きや奢しやな裸ら身しんを、彼女自身の緋色に輝く髪かみが天衣のごとく包んでいる。

「少し前に会ったのは──」

『思いだして。あれは私があらかじめ用意した一方的な伝言だったはず。いまは違ちがうわ。第七鏡界ここでないばしよからだけど、確かにわたしの意識はここにある』

　自らの胸元に手をあてる禁断水晶アマリリス。

　その名の由来は『その御み名な、畏い敬けいの念をもって讃たたえ詠えたもう』。

　神性な存在だからこそ軽々しく口にすることさえ禁じられていた。それは太古の昔、皇おう姫ひサラが氷結鏡界を発動させる前の時代にまでさかのぼる。

　……ずっと浮遊大陸を見守っていた。

　……人に沁しん力りよくを与あたえ、その沁力を司つかさどる高位存在。

『わたしが言ったことを覚えてる？　これはあなたが選ぶべき未来だと。浮遊大陸の意志がユミィに集約されるように、穢歌の庭エデンの意志があなたという人間に集約される。それを繫つなぎとめるか崩ほう壊かいさせるか。あなたが決めなさい、と』

「覚えてるよ」

『……そうね。だからこそあなたは、第九鏡界ここへと至った。三年前と同じく、再びセラへと到とう達たつするために。それがあなたの意志ならば』

　自身の背せ丈たけよりも長い緋色の髪をなびかせて。

　幻灯に照らされた少女が、その蒼あおめいた瞳ひとみでじっとこちらを見上げてきた。

『──セラを、助けてほしいの』

「え？」

　思わず聞き返した。

『セラは敵じゃない。むしろ誰だれより世界を愛し、世界を望み、育はぐくんできたわ』

「……どういうこと？」

『はるか昔。それは人間のいう昔でなく、神性存在にとってのはるか昔。まだ世界そのものが弱く、儚く、とても存在を維い持じすることができなかった時代があったの。世界という概がい念ねんそのものが、人間で言うならば母乳を必要とする赤子のような時代』

　一言、一言。

　十分すぎるほどの間をあけて、禁断水晶アマリリスがゆっくりと言葉を紡つむいでいく。

『その世界という概念を自らの波長で抱だきしめるように覆おおい、力を与えたのがセラだった。沁力、名めい詠えい式しき、魔ま笛てき、旧約召しよう喚かん……並列する世界ごとにその呼び名は違うけれど、どれもセラの波長を利用したものであることに違いはない』

「……待って、でも沁力は」

　沁力を司るのは禁断水晶アマリリスではなかったのか？

　今こうして目の前にいる彼女こそ、皇姫サラやユミィに洗礼を授け、大いなる力に目覚めさせた本人だったはずだ。

『私の役目は、セラの波長を「沁力」と呼ばれるものに変へん換かんすること。沁力を司る存在であることに違いはないけれど、その源みなもとはセラにある』

「……だけど、それならどうしてセラが浮遊大陸を襲おそうのかわからないよ。セラが世界を育む気なら、どうして人間をこうも痛めつけるのさ」

『それがセラの愛だから』

「っ!?　いまなんて……」

　聞き逃のがしたわけではない。意味が伝わらなかったわけでもない。

　ただ純じゆん粋すいに──

　禁断水晶アマリリスの言葉が、人間じぶんにはあまりに大きすぎるものだったから。

『セラという存在はあまりに至大おおきすぎたの。その愛を受ければ世界も人間も壊こわれてしまう。だからこそ私は、セラの力を「沁力」と呼ばれるものに変換する必要があった。そうでなければ全てのものを傷つけてしまうから』

「…………」

『一番わかりやすい真実を教えてあげる。エルベルト共鳴がまさにその具現』

「エルベルト共鳴が!?」

『魔笛も沁力も元をたどればセラの波長から生まれたもの。その二つが触ふれあい、中和されることで本来の姿に戻もどろうとする。つまりセラの波長そのものに還かえった姿があの光なの。でもどう？　あの光を受けた時、あなたとユミィはどうだったかしら』




〝二人をつなぐ右手と右手に、雷光さながらの青白い火花が迸った〟

〝エルベルト共鳴。強すぎる沁力と魔笛が重なった時、それは物理現象をもねじ曲げて大気中に放電現象として現れ、接せつ触しよくした者たちを炎ほのおで裁く〟




　天結宮ソフイアが幽ゆう幻げん種の大侵しん攻こうに見み舞まわれて、そしてその統率個体を倒たおした時。

　……忘れやしない。

　……あの時の、僕とユミィは。

　互たがいの指先が触れあったとたん、エルベルト共鳴の光に拒きよ絶ぜつされ、弾はじかれ、そして強大な火花に灼やかれて傷ついた。

『あれがセラ本来の波長。それが人にとってどれだけ有害であるか、わかるはず』

「……わかった……気がするよ」

　人間はおろか幽幻種すら傷つける拒絶の光。

　あの力がセラ本来の波長だというのなら説明がつく。

　あの光は世界にも人間にも強すぎる。だからこそ禁断水晶アマリリスは、その力を「沁力」というかたちに弱める必要があったのだ。

『けれど、それがセラにとっての嘆なげきでもあった』

　少女の瞳に灯ともる感情の色は嘆きか、それとも憤いきどおりか。

『この世界で私が守護神として奉たてまつられるのと同じように、あらゆる世界で同様のことが起きたの。つまりセラの波長を利用した力に育まれながらも、世界はセラ自身のことを認識しなくなっていった。称たたえられるのは、セラによって生みだされた神性存在たちだけ。そしてセラは、次第に孤こ独どくになっていった』

「……そんなことって」

『黄昏竜アマデウスと白夜蛇ミクヴエクスと、そして聖者ヘケト・ラスパ。自身の分身である三体の神性存在に世界の調律をゆだね、セラ自身は悲しみを忘れるために深い眠ねむりについた。もうわかるでしょ、その眠りの場所が穢歌の庭エデン。ここは、そんなセラが孤独を忘れるための場所なの』

　穢歌の庭エデン。

　この第九鏡界とは、セラの揺ゆりかご。

　……ようやくわかった。

　……あの時、黄昏竜アマデウスが僕に言った言葉の意味。




〝でも、それなら僕が魔笛を宿す理由がない。僕はセラなんて知らないし〟

〝そうだ。だがお前はたどりついた。幽幻種すらもたどりつけない穢歌の庭エデンの最深部に到達し、セラの悲ひ哀あいに触れたのだよ〟

〝お前は、幽幻種ですら到達できなかった穢歌の庭エデンの最深部にたどりついた到達者だったから。セラは自らの眠りの中で、お前という訪問者の存在を知った〟




　大いなる存在セラは、自らが眠る穢歌の庭エデンの深しん奥おうに現れた人間の少年を、「自分に逢あいに来てくれた」と感じたのだ。

　自らの愛が育んだ世界に育てられた人間が、とうとう逢いに来てくれたと。

　……それはどんな気持ちだっただろう。

　……嬉うれしかった、のかもしれない。

　だからこそセラは、自らの下にたどりついた少年に自らの旋せん律りつを委ゆだねた。

　第七真音律エデン・コード。

　幽幻種たちを浄じよう化かし、全ての魔笛を福ふく音いんへと生まれ変わらせるための解放の言葉。福音とはすなわち、セラ本来の波長そのものだ。

『そう、魔笛とは……セラが眠りのなかで無意識に、自らの力を沁力と同じように変換させたもの。けれどそこにはセラの悲哀と嘆きとが混ざってしまい、今のような呪じゆ詛そと怨おん念ねんの力へと変わり果ててしまった』

「それを浄化するために……」

『ええ。セラ自身が用意した贖しよく罪ざいの旋律が第七真音律エデン・コードだったというわけ』

　そこまで話して、禁断水晶アマリリスがふっと肩かたを落とした。

『本当は、ここまで話すつもりはなかったわ』

「……それはどうして」

『神性存在わたしたちの秘密。人間にも世界にも伝えられない秘密が、この世界にはまだ眠ってる。でもね、いつか自おのずと気づくはず。その秘密は必ずしも招かれざる運命ではないけれど、あなたならば立ち向かえる気がした』

　その姿がおぼろげになっていく。

　消える直前に。緋色の少女は、とっておきの微び笑しようで手をふった。

『必ず戻ってきて。あなたの帰りを待つ者の場所へ。願わくば愛いとしき詠うたと祈いのり、そして遥はるかなる愛とが、あなたと共にありますように』

「────」

　無言でうなずく時には、すでに彼女の姿はない。

　たった一人。

　遥かなる第九鏡界を堕おち続け、そしてその足あし下もとに白夜色の輝かがやきがわずかに見えた。

「……思いだしたよ。ここだったんだ」







　あの日。

　世界の終わりの場所で──

　たしかに僕は、穢歌の庭エデンに流れる歌声を聴きいていた。







　その場所へ。

　シェルティスは、再び大いなる存在のもとへとたどりついた。

















穢歌の庭エデン・第九鏡界最深部──












　　　　２




　光のない世界。

　音はなく。

　風もなく。

　大気も酸素も、あらゆる物質もそこにはなくて──




　輝ける大いなる波動だけが空間の全てを満たし、流動していた。




　足場はない。

　けれど見えない硬こう質しつな何かに足先が触れ、そこに着地する。

「……なんだろう、この感覚」

　存在するのかどうかもわからない足場を一歩、また一歩、足を踏ふみだしながら、シェルティスは自分に言い聞かせるように口にした。

「あの時の記き憶おくはないはずなのに、それでも『ああ、ここだった』って感じるよ」

　三年前の自分。

　ただひたすらに穢歌の庭エデンを堕ち続け、そして到とう達たつした。

　あの日から三年。

　自分にとっては。否、人間にとっての三年とは十分に長すぎるものだ。

　起き上がることすらできない赤子が、自らの足で立ちあがり、そして自らの言葉を発するになるほどに──

「僕自身は結局、天結宮ソフイアのなかじゃ最後まで候補生だった。それでも三年は長かったよ。本当にたくさんのことがあった」




『……そう。永かった。わたしにとっても』




　地平線すらない世界の中心で。

　いや、この世界そのものを創りだす存在があって、そこを中心に穢歌の庭エデンが形成されているだけなのだろう。

　だからこそ、「彼女」の居場所は穢歌の庭エデンの最深部だった。




『ずっとずっと、この時を待っていた』




　夜のように透うすく、そして黒い影かげ。

　全長十メートルほど。小さくはないが、幽ゆう幻げん種の大型個体と比べれば決して大きくない。全身で比べるなら生ビ態オ生ト育ー野プの地ち竜りゆうの方が大きいくらいだ。

　──人形をした影。

　細身の体たい軀くながらもわずかに丸みをおびた身体つきで、その身体からだの表面は一切の光を反射しない影色に塗ぬりつぶされている。

　人間の少女。

　目の前の「彼女」は、人間の少女のシルエットを模った影そのものだった。

　だがそれは見た目だけ。

　その全身から立ちのぼる濃こ紫むらさき色の魔ま笛てきは、確かに彼女が人間でないことを明確に指ししめしている。




『お帰りなさい。小さき子。シェルティス・マグナ・イール』




　Selahセラ──cornis Zelah, /x-dien mis,始原の母、鎖繫がるる少女、 elmei pheno feo lisya I.世界を愛する全ての御名よ




　少女の姿をした影が両手をのばす。

　それはまるで、遠くにいる自分を迎むかえ入れるように。

　同時に噴ふき上がる魔笛。

　セラを中心に、そこから第九鏡界のどこまでも拡張していく黒の光。いや、ここだけじゃない。おそらくは穢歌の庭エデンの上層までも噴き上がっているはず。

「っ！」

　魔笛の濃度が限界をこえて物理化。

　暴風のごとき勢いで迫せまり、そして全身をすり抜ぬけて後方へと消えていく。

『待ってた……ずっと……待ってた』

「…………」

　これが自分以外の人間であれば、全身を魔笛に侵しん食しよくされて倒たおれていただろう。そして、禁断水晶アマリリスの話を聞いていなければ一方的な攻こう撃げきとしか思えなかっただろう。

　だが今は、違ちがう。

「……これが」

　これこそがセラの慈じ愛あいだったのだ。

　魔笛とは、強すぎる波長をセラ自らが弱めたもの。けれど、その性質は沁力と正反対。決して世界にも人間にも優しいものではなかった。

　それを──

　よりによってセラだけが知らないのだ。

　人間に、世界に、自分の精せい一いつ杯ぱいの慈いつくしみと愛しみを授けようとして、それが結果としてあらゆる存在にとっての恐きよう怖ふでしかなかったことに。

『お話し、しましょう。これからは……ずっと……いてくれるのよね？　そのために……戻もどってきてくれたのよね？』

　世界に響ひびきわたる声。

　いや、これもまたセラの波長であり魔笛なのだろう。

　この声すら、沁力を宿した人間には猛もう毒どくでしかない。ここにユミィがいれば、セラの声を浴びただけでエルベルト共鳴が発生していたかもしれない。

　その声は──

　人には有害でしかないはずの声だけど……感じる。精一杯の勇気を振ふりしぼるような、すがるような少女の声。

　禁断水晶アマリリスがこの世界の守護神であるのなら。

　セラは、あらゆる世界を育はぐくんできた偉い大だいなる意志そのもの。それが今は、こんな影のような姿になって、こんなちっぽけな場所に身を潜ひそめるしかなかった。

　……そうか。

　……幽幻種が人間に抱いだいた敵意は、コレだったんだ。

　穢歌の庭エデンで生まれた獣けものたち。

　セラの慈愛を理解しようとしない人間に対して抱く憎ぞう悪おの正体を、世界でただ一人、シェルティスは理解した。

　……そうだよね。

　……こんなこと、禁断水晶アマリリスが人間に伝えられるわけがない。




〝本当は、ここまで話すつもりはなかったわ〟

〝人間にも世界にも伝えられない秘密が、この世界にはまだ眠ねむってる。その秘密は必ずしも招かれざる運命ではないけれど──〟




　セラの秘密と魔笛の正体、幽幻種の敵意の理由。

　それを人間が知ったところで何の意味があるだろう。そうと知ったところで、セラの力が人間にとって有害であることには変わりない。

　教えたところでセラの絶望と嘆なげきを知るのみならば、いっそ真実の全てを隠かくし、セラを人間から遠ざけよう。そのための氷結鏡界だったのだ。

『……ねえ？　なんで……黙だまってるの……もっとお話し……しよ？』

　小さな世界。

　箱庭のような世界の中央で、セラが手招き。

　そのたびに噴き上がる魔笛が穢歌の庭エデンの隅すみ々ずみまで浸しん透とうしていく。

　そんな光景を見上げながら──

「……今までごめん」

　シェルティスは、静かに、そっと首を横にふった。

　自分一人の謝罪で足りるのかはわからない。けれど、誰だれかが目の前の彼女に謝らないといけない気がする。

「僕は……貴女あなたに会っていながら、ここに来るまで貴女のことを思いだせなかった。穢歌の庭エデンに堕おちた僕を助けてくれたのが貴女だったのに」

『────』

「そして一つ、お願いしたいんだ。もう魔笛の力を世界に与あたえてくれないでいい」

『それはなぜ？』

「浮ふ遊ゆう大陸は、貴女の魔笛がなくても十分に独り立ちできるから。貴女の優しい気持ちは僕が必ず皆みんなに伝えるから。貴女には待っていてほしいんだ」

　魔笛の力が世界にとって有害だから。

　……そんなこと、言えやしない。

　……目の前でこんな不安そうな声を聞いてしまったら。

　不動なるセラ。

　全ての母である存在がじっとこちらを見下ろしてくる。

『待つ……？　待つっていうのは、なに？』

「貴女のことを皆が誤解してる。でもその誤解は……すごく昔から続いたものだから。説得にどれだけ時間がかかるかわからない」

　皇おう姫ひサラ、イリス、千年前から現代にいたる全ての人間。浮遊大陸の誰もが穢歌の庭エデンに怯おびえ、幽幻種と戦いながら生きてきた。

　その歴史を覆くつがえすことがどれほど難しいことか。

「僕一人でどこまで伝えられるかわからないけど、できるだけのことを────」

『それは嫌いや』

「っ！」

『だって……それは……あなたがまた、遠くに行ってしまうということでしょう？　そんなの嫌。ようやく戻ってきてくれたのに。ようやくわたしのこと……思いだしてくれた子が戻ってきてくれたのに』

「違う！　そうしないと貴女は誰にも────っ！』

『もうどこにも行っちゃダメ。シェルティス……行かないで。お願い……わたし……もう独りぼっちは嫌……もう……』

　嘆き訴うつたえるセラ。

　その声のなんと愛しく、そして悲ひ哀あいに満ちていることだろう。至いと高たかき存在でありながら、誰よりも弱く儚はかなき少女でもある。

　その声は、そう感じさせるには十分すぎて。

　……だけど。

　……それでも僕には。




「ごめんなさい。僕は、いつまでも貴女と一いつ緒しよにはいられない。

　帰るって約束した場所があるから」




　シェルティスは、大いなる彼女を見上げてそう告げた。

　それが何を意味するか。

　全てを覚かく悟ごの上で。




『いっ……っ……ゃ…………やああぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！』




　闇やみが弾はじけた。

　彫ちよう刻こくのように不動だったセラが突とつ如じよ大きくその身をゆるがせたのだ。

　破は裂れつする波動。

　大いなる存在から爆ばく発はつ的に膨ふくれあがった魔笛が一いつ瞬しゆんで視界全てを埋うめつくし、直後、全く異次元の光へと昇しよう華かした。

　白夜色の光。

　全てを拒きよ絶ぜつする原初の光。セラの波長へと。




　────ヂヂ……ヂッ！……──




「……がっ!?」

　第九鏡界全域に、雷光さながらの青白い火花が迸った。

　夜明けの輝かがやきにも似た光が雷光のごとく世界を駆かけめぐり、シェルティスの全身を炎ほのおで容よう赦しやなく灼やき焦こがしたのだ。

　刃やいばで抉えぐったように肌はだに裂れつ傷しようが生まれ、噴きだす鮮せん血けつ。

「っ……魔ま笛てきじゃ……ない？」




『───────────────────────ッ！』




　セラによる無音の咆ほう吼こう。

　いや、これは絶ぜつ叫きようだ。セラが魔笛として弱体化させていた波長が、その制せい御ぎよを上回って本来の波長へと戻りつつある。もしもこの裁きの光が第九鏡界だけでなく穢歌の庭エデン全域、さらには浮遊大陸にもおよんでしまえば……？

　全ての魔笛が拒絶の光へと還かえり。

　全ての沁力が拒絶の炎へと還る。

「世界全体がエルベルト共鳴に包まれるっていうのか……！」

　止めなければ。

　だがどうやって？　まともに話しても声が届かないことは証明済み。まして自分の双そう剣けんや力で何かが変わる相手でもない。残されているものがあるとすれば。

「────セラッ！」

　両手に輝く双剣をたずさえ、シェルティスは疾は走しった。

　全ての始まりへ。

　全ての沁力と魔笛の源みなもとである大いなる存在へと、駆けた。

「貴女から預かったものを、今ここで貴女に返す。だから目を覚ませ！」




　魔笛メロデイ──『第七真音律エデン・コード・最終楽章』




　Oe/ Diw =E, Zewl /en-rein lishes ole.愛しき世界の、夢を見た




　ascation iden missis delis-慈愛、はるかなる忘却へ沈み　　meli, r-heckta zay phenoris I.抱擁、現世の世界に拒まれて




　輝く濃こ紫むらさき色の光。

　自分の身体からだの内側から生まれ、そして虚こ空くうへと立ちのぼっていく。

　そして。

　シェルティスは大いなる意志に向かって駆けだしていた。




　clar dackt,歌潰え、 mihas/x-madel,絆は断たれ、 elmei valen yulis kyel EgunI.祈りの一切空虚へ消えて




　nec-Sera,ならばまた Zewl ele hypnわたしも穢歌の noi Eden.庭で眠りにつこう




　xeos loar sis flan-s-keen,夜の風は冷たく、鋭く、 Nel sis hiz tinny xesそれは喪失と riris hision tes delis.忘却の物語




「……貴女が、僕の命を救うために与えてくれたものだから」

　あるべきものを、あるべき主あるじのもとへ。

　その結果として自分にどんな未来が待っているかは、考えない。考える暇ひまなどなかったから。

「僕は貴女と共にいることはできない。だけど……！」

　せめて手の触ふれるところに。

　こんな離はなれた場所じゃなく、一番近いところへ。




　kamis qol arsia 罪色の光は　lishes phenoria-愛しき子らを傷つけて




　Nid hiz xeo nec xeph,もはや目覚めることのない夜が ende /On-miel わたしの揺りかごへZec weles.と満ちていく




　原初の光。

　原初の炎。

　原初の波動。

　夜明けの輝きそのものである火花がいよいよ激しく、第九鏡界に迸ほとばしった。

「っ、ぐっ……ぁ………………っっ！」

　地を奔はしる火花を膝ひざにうけ、姿勢をくずす。

「まだだっ！」

　見えざる大地に向かって剣を突つきさし、それによりかかることで姿勢を保つ。が、それもつかの間。

　──ピキッ

　続けざまに押しよせたセラの波長を受け、地に刺さしていた双剣が無数の欠片かけらとなって砕くだけちった。

　……剣は、残り二本。

　……予備として残しておいた二本だけ。

「十分だ──」

　よろめきながらも再び走りだす。

　大いなる人の姿をした影かげへ。動きをとめたセラへと、拒絶の光をかわしながら疾は走しる。




　Oe/ hipne Zec yahe,眠れよ我が身 ria Zec lishes phenoria.全て愛しき子らのため




　Oe/ iden Zec 沈めよ我が詩virse, ria 全て懐かしきelfa Zec I.世界のために




　Oe/ kills Zec凍れよ我が心 haul, ria mihas 全て永劫に忘れ/x-delis zayxus.去られし絆のために




『…………』

　満ちる光。拡張し続ける波長のなか、その中心にいるセラだけが動きを止めていた。

　聴きいている。届いている。

「だってこれは貴女の詠うただ。世界の誰だれでもない、貴女自身の詠なんだ！」

　人でも幽ゆう幻げん種でもなく、神性存在のものでもない。

　全ての世界を育んできた大いなる少女の真音律こころのこえ。

『…………』

　ピシリッ、と音を立てて亀き裂れつが走った。

「っ！　セラ!?」

　漆しつ黒こくの影であったはずの少女に、その頭部に罅ひびが生まれていた。

　そこから微かすかにこぼれる白夜色の光。

　まるで影色の殻からが破れるかのように、生まれた亀裂が頭部から背中、両りよう肩かたを伝って両りよう腕うでへと広がっていく。




　Isa,さあ =E elmei pheno xes elmei I-全ての世界の全ての子らよ




　Maria-If,さようなら Zec getie-s-delis phenoria.わたしの御名を忘れし子らよ




　輝きが、満ちた。

「ぐ……っっっ！」

　火花に灼かれたわけではない。周囲に満ちる輝きに照らされただけで、全身が燃え上がっているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　光は輝きとなり、

　輝きがさらなる煌きらめきとなり、

　煌めきが、再び強きよう烈れつな光となって還っていく。

　その円えん環かん。

　いや、それはもはや光ですらなく、純じゆん粋すいなるセラの波長そのものだったのだろう。

　──セラに近づくほどに強さを増す。

　儀ぎ礼れい衣いは何ともないのに、自分の素す肌はだだけが炎に灼かれて真っ赤に腫はれ上がっている。

　ただの火傷やけどではない。

　肉体が傷ついて見えるのは、ただの幻げん視し。セラの波長に灼かれているのは自分の内側の、もっと根本的な何かなのだろう。

　シェルティス・マグナ・イールという根幹を焼きつくす光。

　これ以上は進めない。

　肉体でも心でもなく、存在そのものを拒きよ絶ぜつされている。

　届くわけがない。進めるわけがないのだ。

　たった一人の人間に過ぎない自分が、こんな偉い大だいなる意志を前にして。

　──そう思わざるをえない重圧感。

　ただただ圧あつ倒とう的な威い光こうがそこにはあった。




　ris-ia sophia,それでもなお、 Zewl ele rein悲哀の楽園で Mia fel Eden.わたしは皆を見守ろう




「……だけど！」

　もはや一メートル先も見えないほどの逆光のなか。

　拳こぶしを握にぎり、唇くちびるを嚙かみしめて。

　シェルティスは、再び見えざる大地に剣を突きさした。押しよせる真実の炎に吹ふき飛ばされぬよう全力で剣にしがみつく。

「それじゃ駄目なんだ。何も変わりはしないっ！」

　光が途と切ぎれた一いつ瞬しゆん。

　次の津つ波なみが押しよせる刹せつ那な、剣を残してシェルティスは跳とんだ。

　巨きよ大だいな影であるセラへ。

　亀裂の走った左腕に着地し、そのまま肩へと駆かけ上がる。

『ッ！』

　ビクッ、と反射的にセラが身み震ぶるい。

　それにもかまわず駆け上がる。

　そして。




　Oe/ sia Eden, Zez ele,全ての愛しき世界 Selah pheno sia-s Orbie Clar〈こども〉たちのために.──




　澄すみきった音をたてて、「セラ」を構成していた影が砕けちった。

　否。

　影の姿をしていたのもまた魔ま笛てき。それが第七真音律エデン・コードによって消しよう滅めつしたのだ。

　その内側にいたのは──




　両手を鎖くさりに繫つながれた少女、だった。




　透すけるような神秘的な翡ひ翠すい色をした長ちよう髪はつに、光こう沢たくをはなつ褐かつ色しよくの肌。

　人間であらわすなら十代なかばだろう。自分やユミィよりも年下に見えるに違ちがいない。背せ丈たけだってその程度。

　……この子が。

　……本当の……セラ？

　可か憐れん。

　ただその一言が、素直な印象だった。

　自らの波長をうけてなびく翡翠色の長髪は、光の角度によって虹にじ色いろに色を変化させる。鎖につながれた両腕を除けば、光のもとに照らされた裸ら身しんもまた神こう々ごうしく、そしてあまりにも華きや奢しやだった。

　──唯ゆい一いつ。

　──本来なら愛らしげな顔だちだけが、哀あわれなほどの悲想に満ちていた。

　天空より繫がった鎖に縛いましめられた両腕。

　誰がやったわけでもない。それはきっと、セラ自身が自らを縛めるために施ほどこした悲しき封ふう印いんなのだろう。眠ねむりという名の悲しき封印。

『────』

　もの言わぬ少女が、瞬まばたき一つせずにじっとこちらを見上げてくる。

　そんな彼女に、シェルティスは歩みよった。

　刃はの距きよ離り。

　右手に残った最後の剣けんが届く間合いまで。

『……一いつ緒しよに……いてくれないの？』

　そう告げる彼女の瞳ひとみに、大おお粒つぶのしずく。

『ねえ、おねがい……』

「さっき言ったとおりだよ。僕は、ここにいることはできない」

『…………』

　うつむく彼女。

「僕にできることは、これくらいだから」

　右手にたずさえた最後の剣を頭上へ。

　これが最後。

　うつむき微び動どうだにしない少女へと、シェルティスは最後の剣を振ふり下ろした。




　────弾はじける、破片。




　刹那。

　甲かん高だかい音を立てて、輝かがやける空間に、切断された鎖の欠片が飛び散った。

　セラの両腕を縛める鎖が。

『…………？』

　ぽかんとこちらを見上げる彼女。

　だがすぐに、自分を縛めていた鎖から解きはなたれた反動で、彼女は姿勢をくずしてその場にくずおれて──

「外へ行こう」

　直前で、シェルティスはセラのその手を取っていた。

『…………？』

「僕は穢歌の庭エデンにはいられない。だけど、それなら貴女の方から外に出ればいい」

『……っ！』

　至いと高たかき存在であるはずの少女が、大きく目をみひらいた。

『……でも……わたしのこと……誰も覚えてくれて……ない』

「僕だって似たようなものだったからわかるよ。だけど、それでいいんだよ。それだって、こんなところに自分で囚とらわれているよりマシだろ」

『…………』

　唇を嚙みしめて、翡翠色の髪かみをした少女が手をぎゅっと握り返してきた。

「遠くから見守っていてくれればいい。そのうち、それがどれだけかかるかわからないけど、いつかきっと世界が貴女のことを思いだす」

『ほんとう？』

「本当だよ」

『……そう。それなら』




　さようならシェルティス・マグナ・イール。大いなる福音があなたと共にある。

　いつかどこかで、またきっと……




「っ、セラ!?」

　ふっと少女の姿が消えた。

　そのかわり、彼女が立っていたところから一本の儚はかなげな光の柱が立ちのぼって。
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　……消えていく。

　人の姿を模っていたセラが。

　本来の存在である大いなる波長そのものに還かえったのだ。




　「夢のなかのわたし」はこれでお終しまい。

　これで、本当のわたしも……目覚めるから。

　いつか……次は……本当のわたしのことも救ってあげて…………待ってるから。




　そして崩くずれていく。

　第九鏡界であった世界。セラの眠りを封印していた世界がガラスのようにひび割れて、無数の欠片かけらとなって砕くだけ落ちていく。

　それが意味するものは。

「っ、穢歌の庭エデンが……消える…………？」

　その瞬しゆん間かんをシェルティスは見つめ、そして──────




　　　　３




　穢歌の庭エデン・第八鏡界下層。




「なんだ、なんだってんだよおい！　この揺ゆれは！　おい大将!?」

「わたしにだってわかるもんか……」

　前まえ触ぶれなく始まった地鳴り。

　氷こおり漬づけの大地がみるみるひび割れていくのを前に、モニカはヴァイエルに向かって怒ど鳴なり返した。地じ震しん？　こんなの穢歌の庭エデンに今までなかったはずだ。

　それだけではない。

「──この光は!?」

　突とつ如じよとして、夜色の世界に光が差した。

　星明かりのみに照らされていた黒の天上に、夜明け色の光。最初は一条の光でしかなかったものが、みるみるうちに巨大な光の柱へと変わっていく。

「モニカ、魔笛の反応値が極きよく端たんに減少しています！」

　こちらは機マ械キ珠ナを抱かかえた華宮カグラ。

「まるで穢歌の庭エデンそのものが……なくなるようです」

「なにっ!?」

　その言葉に、真っ先にモニカの脳のう裏りをよぎったのは──

「ユミィと……シェルティスか!?」

　あの二人だけで奥に向かってまもなくのことだ。関係がないとは思えない。だとすれば第七天音律ソフイア・コードの効果？　それとも────
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　穢歌の庭エデン・第八鏡界中層。




　赤茶けた荒こう野や。

　そこにうずまく魔笛が光の粒つぶとなり、輝く霧きりとなって天上へと昇のぼっていく。

「これは────……」

　銀色の斧おのをふりあげた姿勢で動きをとめ、イリスは眼前の敵を見つめていた。

　聖者ヘケト。

　セラの虚きよ像ぞうと呼ばれる最古にして最強の幽ゆう幻げん種。

『……………………』

　凍こおりついたように動かない。

　その全身から感じる強大な重圧感が徐じよ々じよに薄うすれ、それに応じるように、あれほど禍まが々まがしかった魔笛が周りの魔笛と同じく消失していくのがわかる。

「魔笛反応、ゼロ……？」

　イリスのその一言と共に、聖者ヘケトの身体からだもまた消えていく。

　浄じよう化か？

　最初はそうも考えたが、何か違う。聖者ヘケトを構成していた魔笛そのものが消しよう滅めつしたのか、あるいはまったく別のものになっていくかのような光景ではないか。

　いずれにせよ。

「ねえ凪なぎ、これって私たちの勝ちで────凪っ!?」

「…………」

　隣となりに立っていたはずの彼は応こたえない。

　カラン、とその手に持っていた銃じゆう剣けんを大地に落として。たった一言。

「……ったく、おせーよ」

「え？」

「こちとら、コレをどんだけ待ったかってんだ……」

　そしてそのままあおむけに倒たおれていって。

「ちょ、ちょっと凪！　凪ってば！」

　倒れる彼をあわてて抱だきよせる。何が起きたのか一いつ瞬しゆん慌あわてたが、センサーによる彼の呼吸も脈みやく拍はくも正常そのものだ。これはつまり？

「って、もしかして寝ねちゃってたりします？」

「…………」

　すやすやと安らかな寝ね顔がおで寝入る少年。

「もう、心配させないでくださいってば」

　その寝顔を見つめ、イリスは思わず苦笑してしまった。

　──そうでした。

　──あなたも穢歌の庭エデンでずっと戦い続けてたんでしたね。

「疲つかれるのも当然でした。今しばらく休んでください」

　凪を抱き上げるイリスの前で。

　あれほど暗かった天上が、澄すみきった空色へと変わっていく。どこまでも深い蒼そう穹きゆう。ただ蒼あおいだけでなく、そこには天上を舞まう風に流れる白雲が。

　地平線の彼方かなたでも蒼い氷ひよう壁へきが、小さな小さな光の結けつ晶しようとなって割れ砕けた音。

　凍とう土どが大地に。

　凍いてついた風は穏おだやかな春風に。

「……ユミィ、シェルティス、これはあなたたちのおかげですか？」

　少年を抱く手に力をこめて。

「そして凪。もう、二度と離はなしません。今度こそずっと一いつ緒しよです」

「…………」

「約束、覚えてますか」

　穏やかな寝ね息いきを立てて眠ねむる少年。

　その寝顔をそっと見下ろとして、どこか懐なつかしむように少女は微わ笑らった。

「帰ったら、今度こそ私を本当のお嫁よめさんにしてくださいね？」
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　穢歌の庭エデン・第八鏡界上層。




　赤茶けた大地が割れ砕け、そこから次々と立ちのぼる光の柱。

　頭上を覆おおいつくす魔笛が風に流されるように渦うずを巻き、そしてその光に触ふれた途と端たんに消滅していく。

「総員退たい避ひ、急げ！　ここは危険だ、上部に移動する。負傷者に肩かたを貸してやれ！」

　……なんだ？　何が起きている。

　春蕾シユンレイの手を引きながら、レオンは頭上の光景を食い入るように見つめていた。

　目が離せない。いったい何が起きようとしているのか。

　もしも世界に終しゆう焉えんがあるのなら、今この時のように激しくも眩まぶしい光景だろう。そう感じずにはいられないほど目まぐるしい変動だ。

「……レオン」

　手を引かれていた巫み女こが、不意に立ち止まった。

「……魔笛が……消えていく」

「なにっ？」

　直前まで戦っていたセラの虚像二体が溶とけるように消えたのは腑ふに落ちなかったが、しかし魔笛が消えたとは？

「第七天音律ソフイア・コードを取りもどしたということか」

「……違ちがう……と思う。それなら結界が維い持じされるだけだから」

　大きな黒こく瞳どうでもって地平線を見つめる春蕾。

「まるで穢歌の庭エデンそのものが……浄化されていってるみたい。いま、……沁しん力りよく結界……解除してみた……」

「沁力結界を解除!?」

　魔笛の満ちる穢歌の庭エデンで沁力による浄化がなければどうなるか。何の防衛手段もなければ、そこにいるだけで全身が呪のろいに汚お染せんされるのは自明。

　だがどうだ。

　今この大気は穢けがれているどころか、むしろ澄んでいるとさえ感じられる。

「これは──」
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　穢歌の庭エデン・第八鏡界上層。




「これが、そう……シェルティス、これがあなたの選んだ答え？」

　光さしこむ天上を見上げ、イグニドは誰だれにともなく呟つぶやいた。

　足あし下もとをゆらす地鳴りが傷口に響ひびくものの、今はそれを痛いとも感じない。……それどころではなかったから。

「イ、イグニド！　こ、これ何!?　このものすごい震しん動どう……っ」

「落ちついてノエシス。大したことじゃありませんよ」

　黒帽ぼう子しの鍔つばに手をそえて。

「いま、穢歌の庭エデンを覆う魔笛が消えました。と同時に、氷結鏡界のなかで浄化されていた千年前の大陸が浮ふ上じようを開始したのでしょう」

「手短に話してもらおうか。事態は一刻を争うのである」

　そう告げるのは統政庁の第一ゼアドールだ。

　いまは衰すい弱じやくしきったマハをその背中に担かついでいる。そのマハが、

「……浮ふ遊ゆう大陸が……その浮遊をやめ…………千年前に沈しずんだ……本当の大陸と一つになる。そういうこと、ですね…………」

「そのとおりですマハさん。今ごろは浮遊大陸側でも大おお騒さわぎになっているでしょうが、ま、こちらとしては落下してくる浮遊大陸を待てばいいだけです。大陸同士の連結はかなりの衝しよう撃げきでしょうし、ここは地じ盤ばんが不安定ですので移動が賢けん明めいですね。おそらく穢歌の庭エデンの下層ほど危険です。すみやかに上層への移動を」

　言って、自らは皆みんなにむかって背を向ける。

　ただ一人下り坂へとつま先を向け、ユミエルは歩きだした。

「まてイグニド、どこへ行く」

「あとは任せましたよアルマデルさん。……それにみんな」

　そう言って、ユミエルは自分の素顔を隠かくす黒帽子を取った。

　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをした、巫女の面おも影かげがあらわになる。

「なっ!?」

「ユ、ユミィ殿どの……っ!?」

　目をみひらいて声をあげる統政庁の面々。そして訝いぶかしげな表情で見つめる異い篇へん卿きようの仲間たちへ、ユミエルはしっとりとした笑顔を向けた。

「みんな迷めい惑わくかけてごめんなさい。そしてありがとう。わたし、行かなくちゃいけないところがあるから」

「お姉ちゃんっ!?」

「バイバイ、ノエシス。今までありがとう。浮遊大陸にいるノイエにもよろしくね。あなたたちと一緒にいられたから……わたし……辛つらくなかったよ」

　手をふって、そして歩きだす。

　たった一人で。

　ユミエルは、崩ほう壊かいする穢歌の庭エデンの下層を目指した。
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　穢歌の庭エデン・第八鏡界下層。




　全てが崩壊していく。

　穢歌の庭エデンを構成していた魔笛が消えたのは、感じる。

　それと共に天上を覆っていた雲が晴れ、さながら新世界の幕開けを思わせる日射しが差しこんでくる。

　凍てつく冷気をもたらしていた氷結鏡界の氷も溶けて、足下の大地には、雨上がりの後のようにしっとりと濡ぬれた土が現れて。

「……シェル……ティス……？」

　唯ゆい一いつ残っていた氷柱つららによりかかり、ユミィは大氷門をじっと見上げていた。

　すでにその扉とびらは堅かたく閉じられている。シェルティスが突とつ入にゆうした途端、ユミィがどうすることもできぬ間に再び閉じてしまったのだ。

　……戻もどって……くるよね。

　……帰って……きて、くれるんだよね。

「ユミィ！」

　背中から聞こえるモニカの声。

「ユミィ、いま春蕾様から念話が届いた。この揺ゆれ、おそらく穢歌の庭エデンの深部ほど強い。ここもおそらく地盤が崩壊するということだ。急いで脱だつ出しゆつするぞ！」

「まって先せん輩ぱい、シェルティスが！」

「え？」

「シェルティスがあの扉のな…………か、に…………？」

　ユミィの指さす目の前で。

　厳おごそかなる氷の扉が音を立てて砕くだけちったのは、その時だった。

　…………

　…………うそ……でしょ？

　まだシェルティスは扉から出てきてないのに。

　なのに、穢歌の庭エデンの最深部に繫つながる扉の方が先に消しよう滅めつしてしまった。

「おい大将、まだか！　マジでここもやべぇって！」

「地盤が傾かたむきつつあります。このままじゃ崩壊する前に走ることもできなくなりますよ！」

　走りよってくる華宮とヴァイエル。

「シェル……ティス……？」

　消えた扉の方へと手をのばす。そこに誰がいるわけでもない。ただただ崩壊を始めた氷結の大地がそこにはあって……

「嫌いやだよシェルティス、戻ってきて！　シェルティス──────────っっっ」

　乾かわいた悲鳴が。

　穢歌の庭エデンの最深部にこだました。







　その日。

　穢歌の庭エデンの魔ま笛てきが消滅したことでエルベルト共鳴が消滅。

　浮ふ力りよくを失った浮遊大陸が、高度一万メートル下に生まれた大陸と一つになった。







　終章　『全ての楽園を現す奏かなでたち』







　　　　１




　ただひたすらに、歩き続けていた。




　静せい寂じやくなる道。

　いや、いま歩いているものが本当に道と呼べるのかはわからない。なぜならそこに、地面と呼べるものは存在しなかったから。

　薄うすい夜色に包まれた空間で。

　見えるのは、ほんのわずか数メートルの視界だけ。

　聞こえるのは、自分の足音と、そして自分の弱々しい吐と息いきだけ。

「っ……は…………っく…………」

　この道がどこに繫つながっているかわからない。

　そもそも終わりなどあるのだろうか。

　穢歌の庭エデンの第九鏡界の崩ほう壊かいに巻きこまれて、気がつけばこの静寂なる世界に自分一人が取り残されていた。

　──世界と世界の境界線。

　もしもそんな場所があるとするのなら、きっとこの道こそがそうなのだろう。

　どこまでも続く透うすい夜色の小道。

　出口も入口もない。

　それを何時間、何日歩き続けたかもわからない。いや、前に進んでいるのかもわからない。進む距きよ離りを測る目印さえここには落ちていないのだから。

　カラン、と音を立てて落ちる剣けん。

　穢歌の庭エデンに持ってきた四本の双剣の、その最後の一本さえ握にぎる力を失い、掌てのひらから滑すべり落ちていく。拾いあげる力もふり返る力も残ってはいなかった。

　──だけど。

　──それでも。

「待ってて…………必ず戻る……から」

　時によろめきながら、時に膝ひざを地につきながらも、シェルティスは前に歩き続けた。

「ユミィ……」

　返事などあるわけもない。

　ただそこに、歩き続ける意味と目的を思いだしたくてその名を呼んだ。

「必ず、帰るから……」
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　そして、さらに歩き続けた。

　全身をむしばむ疲ひ労ろう、そしてセラによる拒きよ絶ぜつの光を受けたことによる激痛。足を前に踏ふみだすごとに全身の筋肉が軋きしみ、骨が悲鳴をあげる。

「っぐ！」

　上がらないつま先が地面に引っかかり、そのまま前のめりにくずおれた。かろうじて両手を突つきだして頭部をかばうが、膝から地に落ちた衝撃までは止められない。

「…………っ……はぁ……っく…………」

　軋む肩かたの激痛をこらえ、その場で片膝だちの姿勢。

「…………」

　……歩きながら、ふと考えることがある。

　自分はいま生きているのか、それとも生きてるフリなのか？

　魔ま笛てきは消えた。

　第七真音律エデン・コードをセラへと返したことで穢歌の庭エデンは消滅したはずだ。ならば。




〝そしてお前は穢歌の庭エデンを崩壊させる。全ての魔笛と幽ゆう幻げん種と、そして────〟

〝お前自身をも消滅させるというのだな？〟




　だとすれば。

　……ああ、そっか。ここがその……生死の境なのかも。

　世界の境界が、そのまま自らの存在を存続させるか消滅させるかの理ことわりとなる。いまはその決定を待つ身なのかもしれない。だからこそ彷徨さまよい、こうも苦しいのだろう。

　そして。




〝ふり向いた遥はるか向こうに見えるモノ〟

〝今ではない。だが遠からずして、お前は必ずや楽園幻げん想そうに続く道へとたどり着く。心して歩け。その道の途と中ちゆうで見過ごせば二度と見つからない。だがもしも、お前が真なる楽園を見つけることができたなら、その時は────〟




　いまになって思いだす。

「ふり向いた……遥か向こうに見えるもの…………？」

　あの時、黄昏竜アマデウスはそうも言っていた。

　伝えられたセラに関することと魔笛のことは理解できた。だけどあの一言だけが唯ゆい一いつ、いまもわからないままだ。

「楽園を見つけることができたなら……その時は……？」

　その時は何だというのだろう。

　そもそも楽園とは──




「シェルティス、あなたはとっくにそれを見つけてるじゃないですか」




　緋ひ色いろの光。

　光のなかった世界の境界に、幻想的な光のつぶがふわりと舞まい降おりた。淡あわい幻げん灯とうに照らされたのは、漆しつ黒こくのスーツに身を包んだ異い篇へん卿きよう。

「イグニド!?」

「や、だいぶ疲ひ労ろう困こん憊ぱいのようですね」

　目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しの鍔つばに手をあてて、イグニドが会え釈しやく。

「探しましたよ。まったく、肝かん心じんの魔笛をたどろうとしても反応が弱いんだもん。限りなく零ぜろに近い反応。本当に残ざん滓ししか残ってなくて、それもじきに消えるでしょうね」

「…………」

「第七真音律エデン・コードを発動させたんですね？」

「……それがお前に関係あるのか」

「大ありですよ。心配したんですから」

　噓うそか真まことか。

　ひょっこりと肩をすくめてみせる異篇卿。

「私も、いざ目にするまではあなたがその場で消滅してもおかしくないと思ってました。でも……なんでしょうね、あなたの身体からだから感じる力は。魔笛が消えかけているのは事実だけど、それとは別に感じる波長。沁しん力りよくともすこし違ちがう気がします」

「？」

「心当たりはありませんか」

　魔笛でも沁力でもない？

　だけど、その何かが僕の身体に宿ってる。そんなものがあるとすれば──




〝さようならシェルティス・マグナ・イール。大いなる福ふく音いんがあなたと共にある。

　いつかどこかで、またきっと……〟




「っ、セラの波長!?」

　エルベルト共鳴としてあれだけ強力な力を浴び続けた。ならば空っぽの自分の身体に、その波長がわずかながら宿っていてもおかしくない。

「ふむ？　ま、いずれにせよあなたが生きているならよかった」

「……どういうことだ」

「別にどうということはありません。ただ、最後にあなたと一いつ緒しよに歩きたかった。二人だけで。それだけですよ」

「…………」

　この異篇卿の真意がわからない。奪うばったはずの第七天音律ソフイア・コードをわざわざ巫女ユミイに返した理由も謎なぞだし、それになぜ、敵であるはずの僕と。

「信用されてない目ですね？」

「当たり前だ」

「まあまあ、でもどうせ進むしかないでしょう？　こんな道です、さすがの私でもあらかじめ罠わなを仕し掛かけるなんてことは無理ですからご安心を」

「…………」

　微び笑しようの異篇卿をじっと睨にらみつけ。ややあって、シェルティスは溜ため息いきまじりに歩き始めた。それを追ってイグニドもまた歩き始める。

　まっすぐ前へ。

「さっきのはどういう意味だ」

「さっきの、とは？」

「……僕がとっくに楽園を見つけている、とかいう部分」

「ああ、それですか」

　言葉を弾はずませるイグニドが歩調を速め、自分のすぐ真横に並び立つ。あまりに近く。互たがいの肩と肩が触れるかどうかギリギリの距離で。

「シェルティス、私が愛の話をしたのを覚えていますか。私はね、あなたの見いだした答えが知りたいんです。見えざる愛の実在証明を。愛とは何かを」

「…………」

「時々、考えるんです。本当の愛とは、互いに見つめ合ったり愛の言葉をかわしあうものではないと。こうして共に同じ方向を見つめ、歩むことこそが愛であると」

「……僕とお前が？」

「さあ。それはご想像にお任せしますよ」

　横顔を向けるイグニドの表情は、黒帽子に隠かくれてわからない。

　ただその淡い金きん髪ぱつがわずかにゆれるのを眺ながめ──

「イグニド……」

　果てぬ世界の境界線。

　わずか数メートルの視界をぼんやりと見つめながらシェルティスは言った。

「僕は……本当に、歩けてるのかな」

　この道をどれだけ歩いても戻もどれる保証はどこにもない。

　どこへ繫つながっているのか。終わりと呼べるものがあるのか。いや、そもそもこんな弱り切った身体でどれだけ前へ進めているだろう。

　歩いている。

　そう錯さつ覚かくしているだけではないのか？

「おや、らしくない。ずいぶん弱気じゃないですか」

「…………」

「さっきの楽園の話をしましょう。愛とは、想い人と共に同じ道を歩み続けること。ならば楽園とはすなわち、その道のつながる未来以外に何があるでしょう」

「…………」

「シェルティス、あなたは帰る場所がある。だから私はさっき、あなたがとっくに楽園を見つけていると言ったんですよ」

　その言葉は──

　そう告げる異篇卿の言葉はあまりに優しくて。穏おだやかで。

「後ろをご覧なさい」

「え？」

「さっきから一度も後ろ、ふり返ってないでしょう？　ふり向かない勇気も大切ですが、自分の道行きをふり返る勇気はもっと大事ですよ」

　イグニドの指さす方向。

「見えませんか？　なら、すこし明かりを灯ともしましょう」

　イグニドの沁力術式。さっきと同じほのかに赤を帯びた光の粒つぶが、自分たちのたどってきた道をぼんやりと照らしだした。

　その遥か先、地平線とも言える先に──

　一本の剣けん。

　握にぎる力も残ってなくて手から滑すべり落としてしまった最後の剣だ。

　……それが。

　……あんなにも遠くに。

「あなたはこんなにも歩き続けていたんですよ。その疲つかれきった身体で、衰すい弱じやくしきった心で、それでもあなたの意志は前に歩き続けることを選んだ」

「…………」

「そして、永かった道のりもここで終わりです」

　再び前を指さす異篇卿。

　いつからそこに在あったのか、うっすらと輝かがやく光の扉とびらがそこにあった。

「強い沁力の波長を感じます。私たちの知る世界に繫がっている可能性は高い」

「それは僕もうっすらとわかる。……だけど、あの亀裂クレバスが」

　現世への回帰の扉。

　そのすぐ直前で、目の前の道が消失していたのだ。世界の境界線に入った亀裂クレバス、幅はばにして十メートル近くあるだろう。

　……飛び越こせる距きよ離りじゃない。こんな、一歩先に進むのがやっとの身体で。

　……ここまで来て最後に阻はばまれるっていうのか。

「諦あきらめるのはまだ早いですよ」

　真顔で首をふったのはイグニドだった。

　その口元に、いつにない真しん剣けんな表情を浮うかばせて。

「シェルティス、さっきも言ったとおり、あなたの身体の内側にはまだほんの少しだけ魔ま笛てきの残滓が残っています。いずれ消えるでしょうが、まだわずかに残ってる」

「それが……なにか？」

「その魔笛が最後にあなたを救うんですよ。あなたに宿った忌いまわしき魔笛が、あなたの運命を大きく変えた。そしてこれが最後の──」

　イグニドが両手の白手て袋ぶくろを取りはずす。

　白く華きや奢しやな、まるで少女のような指先だった。




「これが最後のエルベルト共鳴。わたしとあなたの……愛のかたち」




　イグニドの可か憐れんな指先が背中に触ふれる。

　刹せつ那な、あの青白い拒きよ絶ぜつの光が自分とイグニドの間で再び生まれた。

　拒絶される二人。

　イグニドは後方へ。そしてシェルティスは眼前に広がる亀裂をこえて、遥か前方──輝く光の扉へと吹ふき飛ばされた。

「なっ!?　イグニド何を!?」

　血まみれの指先をふるイグニド。

　もう片方の手で、黒帽子の鍔つばをしっかりと押さえながら。

「だけどイグニド、おまえは────────」

「言ったでしょ。私はこの道で、あなたと一緒に歩むことができた。それがほんの少しの距離であったとしても、私にはこれで十分だから」

　にっこりと微笑む黒の異い篇へん卿きよう。

　目深にかぶった帽子のせいでその素顔は見えないけれど、その帽子の下で、淡い黄金色オフゴールドの髪かみがふわりとなびいて────

「さようならシェルティス、どうかユミィと健すこやかな幸せを」

　そして。

　エルベルト共鳴の衝しよう撃げきで弾はじかれるまま、シェルティスは光の扉をこえた。
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　真大陸オービエ・クレア──




　天結宮ソフイア・屋外訓練場。

「整列！」

　レオンの一言で、塔とうのロビーに集つどった数十人の護ご士したちが一いつ斉せいに姿勢をただす。

「本日も指令に変へん更こうはない。一班から三班までが北の大砂さ漠ばくの開かい拓たく調査だ。先行する地質調査部隊と合流し次第、本部に連れん絡らくしろ。俺が直接応対する」

「はっ！」

「結構。では出発だ、健けん闘とうを祈いのる」

　足早に武装車両へと乗りこむ正護士たち。その上空では、物資輸送用の大型飛空艇ていもちょうど塔内飛行場から飛び立ったところだ。

「ふう、次はなんだ」

「……第三居住区の調査レポート、届いてる」

　腕うで組ぐみするレオン。

　そんな彼に、ぶ厚い資料を手て渡わたしたのは幼げな黒くろ髪かみの巫み女こだ。

「幽ゆう幻げん種の戦いでの家か屋おく全ぜん壊かい率32パーセント、すでに大規模な修しゆう繕ぜん工事も始まったか。さすが機工局だな。あの手の職人たちは仕事が早い」

「……住民用の仮宿舎プレハブは……もうできあがったみたい」

「ああ。だがこれからだ。復興と、そしてもっと大がかりな開拓作業が残ってる」

　じりじりと照りつける日射し。

　わずかに汗あせばんだ額をぬぐってレオンはうなずいた。

　──幽幻種との戦いで破損した街の復興。

　──そして新大陸の開拓。

　これからの天結宮ソフイアに残された課題だ。皇おう姫ひサラ一人ではとうてい手が回らず、こうして千せん年ねん獅しが本部指揮にあたっている。

「……レオン、ずっと働きっぱなし」

「いや問題ない。むしろ俺自身、楽しみでもあるからな」

　真大陸オービエ・クレア。

　浮ふ遊ゆう大陸が落下し、穢歌の庭エデンの一部であった真大陸と一つになった。それがもう二週間は前のできごとだ。

　レオンや春蕾シユンレイたちは穢歌の庭エデンからそれを。

　皇姫サラたちは浮遊大陸から、その瞬しゆん間かんを目もく撃げきした。実感したといった方が適切かもしれない。なにしろ二つの大陸が一つになった際の、あの大おお騒さわぎといったら……

　千年前のお伽とぎ話ばなし。

　そう思いこんでいた真大陸が浮かびあがったのだ。住民の騒そう動どうと混乱をなだめるだけで丸三日間を要した。皇姫サラの統率力と巫女による演説がなければ、いまも住民の混乱は続いていたかもしれない。

「俺たちにとっては未知の大陸も同然だからな。どんな世界が待っているのか」

「……うん」

　飛空艇からの上空調査で、生ビ態オ生ト育ー野プであった場所の先に未開の地が続いていることは確認ができている。あとはそれを自らの足で開拓するのみ。

　その先せん遣けん隊たいが、今まさにレオンの指揮していた部隊というわけだ。

「ホルンの調査で、千年前の大侵しん攻こうに見み舞まわれた都市が見つかったらしいな」

「……うん。それにエルマリア神教界っていう伝説の古代国家も先遣隊が見つけた」

　穢歌の庭エデンが消え、全ての魔笛と幽幻種もまた消しよう滅めつした。

　それは皇姫と巫女が確認した正式発表────だが、魔笛が消滅した理由そのものは、まだ皇姫の口から明らかにされてない。




〝私も詳くわしいことを知らない、というのが本当のところです〟

〝いまはただ「彼」の帰りを待ちましょう〟




「春蕾、ユミィはまだ自分の部屋か？」

「…………」

　目を伏ふせてうなずく巫女。

「……ずっと……ご飯もほとんど食べてない。メイメルも……心配してるんだけど……」

「そうか」

　ただ一言応じ、レオンは小さく溜ため息いきをついた。

　──ユミィ。

　──「あの時」に何が起きたのか。その全てを知るであろうただ一人の人物。

　だが彼女は、もう二週間自分の部屋から出てきていない。

　食事を運んでいった侍じ女じよの話でも、ずっと机に伏せているという話だった。

　春蕾やメイメル、皇姫サラさえ足を運んだもののユミィはまともに会話ができる状じよう況きようではなかったという。それも全ては、たった一人の少年のため。

「シェルティス……」

　たった一人、穢歌の庭エデンで消息を絶った候補生。

　何かがあったはずなのだ。レオンとて共に穢歌の庭エデンに向かった身。穢歌の庭エデンの深しん奥おうに向かったシェルティスの姿を目撃している。

　最後にユミィと二人きりになって、そこからが消息不明。

　──だが死んだと決まったわけではない。

　──死んだと確定しているなら、逆にユミィも心の決着が早くつくはずなのだ。

　生死不明。

　だからこそユミィも、そして自分も待ち続けているのだ。

「シェルティス、何をしている……」

　雲一つ無い蒼そう穹きゆうを見上げ、レオンは呟つぶやいた。

「早く帰ってこい。お前がそう簡単に力つきる男でないのは俺が一番知っているんだぞ」
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　天結宮ソフイア２８７階。

　巫女にあてがわれた私室。

　一年のほぼ全てを塔で過ごす巫女が、唯ゆい一いつの心休める憩いこいの空間であるはずの場で。

「…………」

　ユミィは、じっとテーブルに伏せていた。

　両手をテーブルに置いて、その上に顔をうずめる。下した敷じきになった手が頭の重みで赤くなり、血もろくに通わなくなって痺しびれを感じるほどに──

　それでもなお、顔を上げる気にはなれなかった。

「……シェル……ティス」

　涙なみだはとうに枯かれはてた。嗄しわがれた喉のどからもれる声もまた渇かわききっていて、声帯をふるわせるだけで喉が激しい痛みを訴うつたえている。

　……なんで。

　……なんで……帰ってこないの。ずっと待ってるのに…………




〝シェルティスを助けたいのなら止めなさい。

　けれど、シェルティスを信じるのなら進ませなさい〟




　あの時、あの瞬間のわたしの決意は間ま違ちがってないと今でも思う。

　それがわたしと、そしてユミエルの出した答えなのだと。

「なのに……なんで…………」

　もう何日が経過したことだろう。

　カレンダーを見るのが怖こわくて、部屋にあったカレンダーはベッドの下に隠かくしてしまった。時計もそう。日時を報しらせるものは全て取りはずした。

　時間なんて知りたくない。

　きっと目を開ければ朝はまだ始まったばかりで、一日はまだ数時間と経過してなくて、すぐに……そう……シェルティスはすぐに帰ってきたって言いたくて。

「……苦しい……よ……」

　息が、胸が、ずっとずっと苦しいまま。

　三年前と同じだ。

　何もかもが────




『全てが同じだというのなら、なおさら三年前のように帰ってくるとは思わないの？』




「……っ!?」

　伏せていた顔を上げ、ふり返らずにはいられなかった。

　だってその声は。

『こんにちは』

　きらめく緋ひ色いろの髪かみをした少女。

　淡あわい光の祝福に包まれて、部屋の中央にふわりとうかぶ神性存在がそこにいた。

　……禁断水晶アマリリス？

　穢歌の庭エデンに囚とらわれていたはずの彼女。穢歌の庭エデンが消滅したいま、たしかに彼女を縛いましめるものは何もない。それはわかる。

　だけどまさか、この天結宮ソフイアで姿を見ることになるなんて。

『今日はおわかれを言いに来たの』

「……おわかれ？」

『穢歌の庭エデンが消えたから。この世界を見守るという私の役目は終わった。あとはあなたたちが自らの意志で進む未来が待ってる』

「……お姉さんのいる世界に帰るの？」

『よく覚えているのね』

　クスッ、と禁断水晶アマリリスがてれ笑い。それは神性存在である彼女が覗のぞかせた、最初で最後の素顔でもあるように見えた。

『そうね。久しぶりに会いに行けるから楽しみ。でも、その先は決まってないわ。もしかしたらまたあなたとも出くわすかも』

「戻もどってきてくれるんですか？」

『その必要があるのなら。この世界だって、やることはたくさん残ってるでしょう？』

「……そうですよね」

　穢歌の庭エデンが消えて、全ては始まったばかり。

　それはわかってる。だけど──

『ユミィ、また巡めぐりあうその日までご機き嫌げんよう。あなたとシェルティスの二人に、どうか大いなる祈いのりと讃さん美び歌かと、そして愛いとしい巡り合わせがありますように』

「……ありがとうございます。でもシェルティスは…………」

　ここにはいない。

　穢歌の庭エデンから、たった一人戻ってこれていないのだ。

『あら、そう？』

　いたずらっぽく天てん井じようを見上げる禁断水晶アマリリス。

『じゃあ、私が見た彼は別人だったのかしら』

「……え」

『行きなさい。あなたが詠ったとおりに』

　神性存在が指さしたのは、部屋の出口へと通じる廊ろう下かだった。




　=I hypn phenoria,目覚めよ子らよ Eec wat nes bles miqvy, ende-あなたたちの足は勇気に満ちて




　noi-roo-xin, ema dia遥かなる大地の果てまでも missis cley mis-la.歩んでいけることでしよう




『こんな場所で塞ふさぎこんでないで、さあ、約束の場所へ。彼が待ちくたびれてるわ』

「────っ！」

　走った。

　その時にはすでに禁断水晶アマリリスの姿はなくて、ユミィは無言で廊下を駆かけた。

　扉とびらを出て通路に出て。

　中央昇降機エレベータも巫み女こ専用昇降機エレベータも、待つ時間がただただ惜おしくて。

「ユミィっ!?」

「ご、ごめんなさいレオン、春蕾、また後で！」

　すれちがった二人に会え釈しやくして、勢いをかえずに走りぬける。

　そして非常階段へ。

　寝ねることもできず食事も摂とっていない身体からだ。

　けれどふしぎな熱情が身体の奥からこみあがってくるのがわかる。

　約束の場所──

　ずっと考えていた。彼の言うソレが、このオービエ・クレアでどこにあたるのか。




〝塔とうに戻ってきて、僕が最初に約束したこと覚えてる？〟

〝もし覚えてるなら、それだけは絶対に忘れないで。必ず、今度こそ守るから〟




「……っ、はっ…………はっ……」

　息を切らしながら階段を上がり続ける。

　上へ、上へ、さらなる上へ。

　そしてたどりつく２９０階。皇おう姫ひの私室すら駆けぬけて、「あの場所」へ唯一続いている昇降機エレベータへと乗りこんだ。

「…………」

　トクン、トクン、と痛いほどに高鳴る胸。

　両手で鼓こ動どうをおさえるようにして、ユミィは息すらできずにその時を待った。

　天を結ぶ塔の頂いただきへ。

　──しゃん。

　鈴すずの音と共に昇降機エレベータが停止。

　信じてる。この場所が「約束の場所」であると。

「……そうだよね。シェルティス」

　この場にいない彼に向けてユミィは口にした。

　塔の最上階。

　三年前、わたしと彼が穢歌の庭エデンに堕おちた場所。全てはそこから始まった。

　そして────




　彼が塔に戻ってきて。

　わたしに言ってくれた最初の約束は──────




　天結宮ソフイア２９１階「楽園」。

　そしてユミィは、その先に一歩を踏ふみだした。

　天井も横壁かべもない、どこまでも延々と続く無限の空間がそこにはあった。

　──別世界か、それとも新世界か。

　遮さえぎるもののない頭上には白夜に似た光があふれ、その輝かがやきの下には見上げるほどの巨きよ大だいな蒼あおの氷ひよう壁へきがどこまでも連なる光景。氷壁の表面はあらゆる宝石よりも鋭するどく美しく研とぎ澄すまされ、鏡のごとく世界を映す。




　その、はずだった。




「…………すごい」

　ユミィのみわたす世界は、その全てが美しい色しき彩さいに満ちていた。

　白夜と極光オーロラは、雲一つない青空へ。

　見上げるほど巨大な氷壁も凍いてついた凍とう土どもそこには無くて、暖かな薫くん風ぷうと瑞みず々みずしい緑の草原がどこまでもどこまでも広がっていた。

　まぶしいほどの陽光。

　風に運ばれてくる花びらもまた鮮あざやかな色彩に色づいて。

　──春の訪れ。

　──冷たい冬が終わり、暖かな命の季節へ。

　かつて「楽園」と呼ばれていた氷結の空間は、今まさに、その名にふさわしき場へと生まれ変わっていた。そして。

「あ……」

　ユミィが見つめるその先に。

「………………」

　言葉がでなかった。

　枯かれたはずの涙なみだが、また一ひと滴しずく、頰ほおを伝っていく。

　こくんと息を吞のみこんで、涙の味のする唇くちびるで、それでも必死に言葉を探して。

「…………おかえり、なさい」

　両手をひろげて。ユミィは、とっておきの微び笑しようで出で迎むかえた。

　その先に──

　楽園と呼ばれる部屋の、その中央に──────
















〝必ず行くよ。今度こそ、塔の一番高いところまで〟
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　シェルティス・マグナ・イール。

　鳶とび色いろの髪かみの少年が、わたしだけの千年獅が立っていた。




「ただいま、ユミィ」







　エピローグⅠ　『いつかどこかで、またきっと』







　　　　１




　──目が覚めた場所は、陽光さしこむベッドの上だった。




「……ここは」

　見慣れない部屋を見わたして、わたしはそう呟つぶやいた。

　浮ふ遊ゆう大陸では見慣れない木造家か屋おく。

　部屋の隅すみには火の入った小さな暖だん炉ろ。その横に置かれたポットからは、ほんのわずかの湯気と一いつ緒しよにそっと甘い香かおりがただよってくる。

「痛つぅっ!?」

　起き上がるより先に悲鳴がもれた。

　肩かたから胸、脇わき腹ばらへと斜ななめに引かれた剣けんの傷きず。まだ完治どころか、いつ治るかもわからない痛々しい傷きず跡あと。それが──

「……手当されてる？」

　素す肌はだのうえに止血と消毒済みのガーゼがあてられ、包帯で幾いく重えにも巻かれている。単純だけれど的確な処置だ。

　テーブルの上には、自分が着ていた黒のスーツ。

　それも洗せん濯たくされて几き帳ちよう面めんに折りたたまれている。一方で、あらためて自分の恰かつ好こうを見ると、こちらは見慣れない寝ね間ま着き姿だ。

　……ここは？

　……わたし……いったいどれくらい気を失ってたんだろ。

　まずは元の衣装に着き替がえなければ。

「っ！」

　そう思って起き上がった直後、突とつ然ぜんの目め眩まいに襲おそわれて視界が反転、わたしは再びベッドによりかかった。

「無理をしない方がいい。医者には診みせたけど、まだ傷も治りかけだ」

　──トン。

　簡単なノックと共に扉とびらが開いた。

「やあ。物音がしたと思ったから様子を見てみれば。目が覚めてなにより」

「……あなたは？」

「倒たおれていたキミの発見者」

　枯かれ草色のコートを羽織った男性だった。

　茶なのか金なのか。どちらとも言えぬ髪色に、どこか少年ぽさの残る茶の瞳ひとみで、柔にゆう和わで穏おだやかな微笑が印象的だ。

「ずいぶんなケガをしているようだったから医者を呼んで、近くの宿で部屋を借りて目が覚めるのを待っていた。心配したよ、だいぶうなされているようだったから」

「……そう、ですか。ありがとうございます」

「どういたしまして」

　落ちついた微笑で応こたえる彼。

　歳の頃ころは二十代後半か、その前後？　青年と呼んでも差しつかえない気もするけれど、その大人びた雰ふん囲い気きは、わたしなんかよりずっと先を進んでいる人のようにも見える。

　……ふしぎな人。

　……天結宮ソフイアでも異い篇へん卿きようでもこんな雰囲気の人見たことない。

　塔とうの事務員のような堅かた苦くるしさはなく、かといって剣けん士しのような鋼はがねの気き迫はくに包まれているわけでもなく。

　どこまでも汪おう洋ようとした空気を持ち、その瞳には確かな知性の輝きが宿っている。

「さて、ところで肝かん心じんのキミは？」

「……わたしは……」

　ほんのわずかの逡しゆん巡じゆん。

　ややあって、ためらいがちにわたしはこう言った。

「ユミエル、です」

「珍めずらしい名前だね。それで、もし差しつかえなければどうしてそんな傷を？　それにどこから来たのかも話せるかい？　医者が気にしていたよ。ボクに無理して答える必要はないけれど、キミの目が覚めたということならいずれ医者も聞いてくるだろうね。多少は話をまとめておくといいかもしれない」

「……それは」

　唇をかみしめるままにわたしはうつむいた。

「天結宮ソフイアという言葉はご存じですか？」

「ソフィ……？　いや、申し訳ないけれど聞き覚えがない名前だ」

「……そう……ですか……」

　今の応えだけで十分すぎる。




〝これが最後のエルベルト共鳴。わたしとあなたの……愛のかたち〟




　あの瞬しゆん間かん。

　シェルティスは光の扉から帰き還かんし、そしてわたしもまた、エルベルト共鳴の衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされるまま意識を失った。

　──ここは別世界。

　世界の境界線から投げだされた先の世界なのだろう。

「話せない？」

「……ちがう……んです。……話しても…………」

　理解してくれるわけがない。

　別の世界から来たと言ってもまず信じてもらえないだろうし、よしんば信じてくれたとしても……わたしの身内も友人も、誰だれ一人としてここにはいない。

　……そう。

　……シェルティスは、この世界にいないんだから。

「なるほど」

　ベッドに腰こしかけるわたしの前で、その男性は椅い子すに腰かけながら。




「残してきた想い人が気になって仕方ない。そんなところかな」




「えっ！」

　思わず声が出た。どうして？　わたしはまだ何も言ってないのに。

「なんでシェルティスのことを!?」

「シェルティスっていうのかい。その彼の名前は」

「あ……」

「キミくらいの年頃ごろの少女がそんな顔をするなんて、理由は一つしかないからね。ボクじゃなくたって予想はつくというものさ」

　いたずらっぽく笑う、枯れ草色のコートの男性。

「もしかしたらボクたちはよく似ているかもしれないよ」

「似ている？」

「実はボクも、再会を約束してる女性がいてね。ただ、これがなかなか難しい。会いたくても居場所もわからない女性だから」

「…………」

　枯れ草色のコート姿の彼をじっと見つめる。

「……あの、あなたは？」

「うん？　そういえば自己紹しよう介かいがまだだったね」

　椅子から立ち上がるその人。

「ボクの名はカインツ。あてもなく旅をしてる放ほう浪ろう者」

「放浪？」

「そう。さっき言った再会の約束が忘れられなくて、もう何年も世界中を旅して回ってる。もちろん目的はそれだけじゃないけど、一番の目的と聞かれたらそう答えるかな」

　そう告げる彼をどれだけ凝ぎよう視ししていただろう。じっと目を見つめることに恥はずかしさを覚え、わたしは視線を天てん井じようへと向けた。

「どれくらい……」

「ん？」

「どれくらい旅を続けてるんですか。その、約束の女性を見つけるために」

「もうずっとだね。こんな放浪癖へきがついてから数えると十年以上になる」

　飄ひよう々ひようとした口調でそう教えてくれる男性。

　けれど、そんな愛あい嬌きようまじりに答えられることそのものが、今のわたしにはどうしても信じられなくて──

「あの……失礼ですが、辛つらくないんですか」

「というと？」

「わたしも……そうだったからわかります。会いたくて、声をかけたくて、でもどうすることもできない期間て本当に辛いと思うんです。その……相手の人を探すっていうのも、手がかりを見つけてもそれがダメだったら落ちこむだろうし。そういう一人だけの挑ちよう戦せん自体、すごく孤こ独どくなものだから」

「うん。その繰くり返しだね」

「……諦あきらめよう、なんて考えることはないんですか」

「よく言われるよ」

　苦笑めいた表情の彼。だけどすぐに眼まな差ざしを穏やかなものにして、カインツという名の旅人はまっすぐにわたしを見つめてきた。

「でもね、その価値はあると思ってる。どれだけ時間をかけても。遠回りだったとしても」

「…………」

「やっぱり不思議に思う？」

「そ、そうじゃないんです！　た、ただ……わたしは……」

　この人のやっていることは大変なことだ。

　その穏やかな微び笑しようだって、きっと苦しい別れや辛い経験がたくさんあって次第に熟成していったものだとわかる。だけど……

「わたしは──」

「うん」

「……わたしは、一人でいいんです。シェルティスとも……わたし、自分から別れたし……ほかのみんなにも……お別れの言葉を言ってきました」

「自分から一人を望むのかい？」

「望み……ませんっ！」

　声が、嗚お咽えつにかわった瞬間だった。

「わたしだ……って、本当……は…………でも、だけどそうするしか……わたしだって、たくさん悩なやんで……迷って、だけどこれ以外に思いつかなくて……！」

「うん」

「……わたしは…………空っぽだから…………」

「そんなことはないさ」

「っ！　軽々しく言わないでください、あなたに何が────」

「入っておいで」

　彼の手招きに応えるように、部屋の扉がゆっくりと開いていった。

「心配いらないよ。今のを聞いていただろう？　さあ」

「お姉ちゃん……」

　碧みどりの少女だった。

　ためらいがちな上目づかいでこちらを見上げ、ゆっくり、ゆっくりと歩いてくる。

「──ノエシスッ!?」

「キミのそばに倒れていた子だよ。キミが別世界から来たことも大まかな事情もすべて、その子が教えてくれた。キミを一人にしたくない一心で追いかけてきたそうだ」

　彼の言葉は聞こえなかった。

　ただ無心で…………

　ふるえる両手で、大きくゆれる視界のなかで。

　わたしは、ノエシスを力いっぱい抱だきしめた。

「バカ！　なにを……してるの。こんなところまで……わたしを…………っ」

「イグニドだって……バカだもん……なんで……ボクら一いつ緒しよでしょ。仲間だもん……お姉ちゃんを一人にするわけないじゃない」

「────」

　……ああっ。

　……ああ、そう。そうだった。わたしは……

　わたしは独りじゃなかった。

　シェルティスと世界を違たがえど、わたしはもう空から白つぽなんかじゃない。

　──満たされた。

　空っぽだったはずの胸が、今はこんなにも大きな幸せに満ちている。

「ありがとう……ノエシス……本当に、うれしい。ありがとう……」

「イ、イグニド？　息、くるしいよ」

「……もう少し。もう少しだけ我が慢まんして……もう少し……このままで」




　その光景に──

「落ちついたら、また話をしよう。ひとまず邪じや魔ま者ものは退室するよ」

　抱きしめあう二人の少女。

　それを微笑で見守りながら、カインツはそっとその場を後にした。




　　　　２




　真大陸オービエ・クレア

　生ビ態オ生ト育ー野プのはるか樹海の奥地で──




「いた！　ノエシスと念話繫つながった、イグニドも一緒だよ！」

　喜びに跳はねまわる蒼の少年。

　と思いきや、すぐに真しん紅くの髪かみの女性がそれを窘たしなめて。

「あーもう、うるさい。静かにしなさいってばノイエ。あんたの大声でまた地ち竜りゆうに見つかったらどうするの。ねえアルマデル様？」

「許してやれ。念話とはいえ姉ノエシスと久方ぶりの会話なんだ、跳とびまわりたくなる気持ちもわかる」

　苦笑気味にそう応えたのは金きん色の髪をした剣けん士しだ。

「それでノイエ、場所はどこだ？」

「……うーん。やっぱりイグニドとノエシス二人で穢歌の庭エデンの消しよう滅めつに巻きこまれたみたい。この新大陸じゃない、もっと別の場所っぽいよ」

「まさか別世界の説がアタリとはな」

「でも大だい丈じよう夫ぶ！　一度念話が繫がっちゃえば見当はつくよ。向こうの様子もわかるしね。……へえ、……ふむふむ。…………そっかそっか」

「もったいぶらずに言いなさい」

　最初に痺しびれをきらしたのはナタラーシャだ。

　彼女の背後では、獣けものよけである業ごう火かが盛んに燃え上がっている。

「なんだろ。幻げん獣じゆうっていうのかな。竜に有翼馬ペガサスに水精霊ウンデイーネ、風精霊エアリアルそれに天使！　こっちだとお伽とぎ話ばなしにしか出てこない高位存在がゾロゾロいるんだって。それに沁しん力りよくとは違う具現化術式が発展してるらしくて。ノエシスは楽しくて仕方ないけど、油断すると凶きよう暴ぼうな幻獣に襲おそわれて大変ですって横からイグニドが口挟はさんできてる」

「……それは……興味ぶかい、な……」

　全身を迷めい彩さい服で包んだベルトマー。

　その肩かたにはいつもどおり、動物の骨を模した銃じゆうが提さげられている。

「いまだ見ぬ……新天地……強大な幻獣、未知の術式…………新たな楽しみが、できたというものだ」

「気が合うな」

　こちらは大剣をたずさえたアルマデル。

「ノイエ、ノエシスとイグニドに伝えておけ。すぐにそちらに向かうとな」

「救出目的のはずが、すっかりご本人の冒ぼう険けん目的の気がしないでもありませんが……ともあれアルマデル様がご満足ならば文句はありませんわ」

　苦笑を隠かくそうともしないナタラーシャ。

　彼女が見つめるのは今しがた見つけた光の円えん環かんだ。ノイエが感知し、これを見つけるために生ビ態オ生ト育ー野プの奥までやってきた。

　──別世界への扉とびら。

　──穢歌の庭エデン消滅の衝しよう撃げきがこちらの世界に刻んだ傷きず跡あとだ。

　かつては幽ゆう幻げん種が入りこんでいた扉。

　それを通って、今度は自分たちが別世界へと旅立つために。

「この新大陸の開かい拓たくも新世界も、未知への挑戦という意味では同じこと。ならば行こう。異篇卿おれたちの仲間が待つ世界へ」

　居ならぶ同志の顔ぶれにふり返り、アルマデルは力強く宣言した。




　　　　３




　■■■世界『────』




　雪のちらつく大地。

　吐はきだした吐と息いきがほのかに白へと色づき、そして虚こ空くうへと還かえっていく。

「シェルティス……」

　小高い丘おか。厳おごそかな山脈とその城下町とが一目で見下ろせる景勝の丘から、ユミエルはそっと彼の名を呟つぶやいた。

「わたしも、歩きだすよ。新しい世界を旅して回るの。ノエシスも一緒だしがんばれる。この世界の術式も、まだ簡単なやつだけど覚えたの。いつか────」

「お姉ちゃん！」

「準備はできたかい？」

　枯かれ草色のコートを羽織る旅人の姿。

　そのすぐ横には、ぴょこんと跳ね回るノエシスも。

「ええ」

　そんな二人に、ユミエルは微笑でふり返った。

「それじゃあ行きましょう。それで、再会を約束してる女性と会う前に、カインツさんの仲間を探す旅になるんですよね」

「そう。仲間というか気の合う同志かな。エルマリアっていう女性なんだけどね」

　白い呼気を吐きだしながら、彼。

「ボクも彼女も『真の赤き実のなる大樹ネクサス』というモノを探してる。久方ぶりに情報交こう換かんできればと思っていて。道中、ちょっと危険な相手と渡わたりあうかもしれないけれど」

「そういうの慣れっこですよ。わたしもノエシスも」

　クスッと口元に手をあてて微び苦く笑しよう。

「それでエルマリアさんというのはどちらに？」

「いや、それがまったく。合流したいとは言ってるんだけど、互たがいにいつどこで落ちあうかも決めてなくて」

「……それで大丈夫なんですか？」

「うん。ボクも彼女も世界中をふらふらする根無し草だから。思うままに歩いていこう。いつかは巡めぐりあうものだから。それに──」

　言葉を句切る一いつ拍ぱく。

　その余よ韻いんは、まるでわたしに贈おくる言葉を考えているような一いつ瞬しゆんで。

「そうして旅していれば、いつかキミの想い人とも再会することがあるかもしれない」

「…………」

「そうだろう？」

「はい！」

　大きくうなずく。

　そしてわたしは、新しい世界を歩きだした。

　……ねえ。

　……ねえ、シェルティス。わたし思うの。

　それがいつの時代、どこの世界でかはわからないけれど。

　わたしたちは必ずまた、巡りあう。

　そしてユミィ。

　その時は……ううん、その時こそ、二人だけで話をしましょう。

　剣なんて必要ない。

　二わた人したちだけの、心からうちとけた一時を。







　エピローグⅡ　『浮遊大陸オービエ・クレア』




『夜勤につき仮か眠みん中、ご用の方はまた後ほど──シェルティス』




　その部屋の扉とびらには、殴なぐり書きでそう書かれた張り紙がしてあった。

　室内の調度品はベッドにテーブル、椅い子す。あとはクローゼットがあるぐらい。よく言えば小こ綺ぎ麗れい、悪く言えば特とく徴ちようのない部屋。そんな部屋の片かた隅すみで──

　少年が、小さな寝ね息いきを立てて微睡まどろんでいた。

「……すぅ」

　寝ね言ごとなのか寝息なのかもわからない呼吸。

　消し忘れた照明が天てん井じようから照らすその下で、枕まくら元もとの時計だけがカチ……カチと秒針を進ませていく。と、そんな時──

「よし、やっちゃえユト！」

「シェル兄、お、き、ろ──────────っ！」

「うぐっ!?」

　みしっという鈍にぶい音。

　黒くろ髪かみの幼女の見事な跳とび蹴げりが、シェルティスの頭部に直ちよく撃げきした。

「なにすんのさ!?」

「あはは、部屋の外からノックはしたのよ？　でも起きる気配なかったから。ねーユト」

「ねー」

　顔を見合わせてにっこり笑顔のエリエとユト。

「でもよく寝てたんじゃない？　料理長がさ、シェルティスの部屋そのままに残してくれてたんだよ。こういう時もあるかもって」

「……おかげさまで」

　後ろ頭をさすりながらシェルティスはうなずいた。

　そして枕元の時計を眺ながめ──

「あれ、もうこんな時間？」

「そだよ。シェルティスってば今日は塔とうで約束があるんでしょ。そろそろ優しく起こしてあげなさいって料理長がさ」

「……優しく？」

　椅子にかけていた黒の上着を羽織りながら。

「シェルティス送っていこっか？　あたし三輪ヴィークル直したばっかだから試し運転しようかなって！」

「あ、いや……気持ちだけね。今日は歩いていきたいんだ」

「そう？　じゃあウチらは料理長に頼たのまれた食材の買い出しだね。いっくよユト！　今日こそ時速２００キロの壁かべに挑ちよう戦せんしちゃうんだから！」

「行く行く！　じゃあねシェル兄！」

　嵐あらしのように去っていくエリエとユト。

　二人の背中が遠くなっていくのを無言で見送って──

「……懐なつかしいや」

　小さく、シェルティスは苦笑した。

　二人がいなくなった廊ろう下かをわたって、喫きつ茶さ店てん『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の厨ちゆう房ぼうへ。

「料理長、いる？」

「あらシェルティスってば、ようやく起きたのね」

　大おお鍋なべから沸わきたつ蒸気で真っ白な厨房。

　その奥で、可愛らしいエプロンを身につけた金きん髪ぱつの女性がふり向いた。

「起きたのなら手伝う？　紗砂シヤサから配給用の食事３００食も頼まれちゃって大おお忙いそがしなのよ。ほら、まだ仮宿舎に避ひ難なんしてる人たちいるでしょ。そこの人たちの分もそうだし、第三居住区で家か屋おくの修理してる塔の技術屋さんにもご飯を作らないと」

「昨日、僕あれほど手伝わされたじゃん。一晩でいいからって」

「あらあら、そうだったっけ？」

「……もう」

「ふふ、冗じよう談だんよ。塔に用があるんでしょ、行ってらっしゃい」

　にこやかな笑顔で手をふってくる料理長。

　そんな彼女に首しゆ肯こうで応こたえ、シェルティスは『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』を後にした。




　第二居住区。

「……変わらないな、ここは」

　大通りに面した一大商業地。

　多くの人が行きかうその街並みは、浮遊大陸が真大陸になった後も変わらない。

　いまは壊こわされた家屋の修復作業が続けられているけれど、いずれは元の街並みとしてよみがえることだろう。

　その修復作業には塔の護士も多く参加して、中には──

「精が出るねモニカ」

「ん？　ああ、シェルティス。遅おそいじゃないか」

　その小こ脇わきにメモ帳を挟はさんだ候補生の少女。朝からずっと動きどおしなのだろう、その額から大おお粒つぶの汗あせがしたたり落ちている。

「居住区の破損状じよう況きようと修復進しん捗ちよく度のチェックだ。とにかく一いつ軒けん一軒回らなくちゃいけないから数が多いというのに……あいにくサボり魔まが多くて」

「私はサボってなんかいませんよ？」

　小さなハンドカメラでじっとモニカを見上げるのは華宮カグラだ。

「こうした復興の記録を撮さつ影えいし、機マ械キ珠ナに保存するのも大事な仕事です。モニカほら、あなたの姿が後世に残るんだからしっかり」

「や、やめてくれ恥はずかしい！」

　真っ赤になった顔をぷいっと背そむける部隊長。

　ところで自分たち三人がこの第二居住区にいるとして、あと一人、部隊のメンバーで姿の見えない人物は……？

「ヴァイエルならユメルダ教官に連れて行かれました」

　機マ械キ珠ナの基き盤ばんを操作しながら、華宮。

「お前は体格がいいし体力もあるから、こんな事務作業じゃなくて重たい資材運びと瓦が礫れき撤てつ去きよがお似合いだとのことです」

　機マ械キ珠ナに映しだされた映像記録。

　ふてくされた表情で、首根っこをユメルダ教官に摑つかまれながら引きずられていくヴァイエルの後ろ姿が。

「大変そうだね……」

「体力が有り余ってるからちょうどいいのです。さあモニカ、私たちも続行ですよ。担当エリア、まだまだ残ってるんですから」

「しょうがないな。シェルティス、また後で！」

「うん。二人ともがんばって」

　二人に背を向け、居住区を進んでいく──

　倒とう壊かいした家屋に荒あれ果はてた舗ほ装そう路。

　……僕たちが穢歌の庭エデンに行った時に、浮遊大陸でもみんなが戦ってた。

　……これは、その時の痕あとなんだ。

　それでも天上からの日射しは暖かく、そして真大陸に吹ふきこむ風は心地ここちよい。

　時間と共に住民の笑顔も増えていくだろう。そのためにモニカや華宮、ヴァイエル、塔の護士も誰だれ一人労を惜おしまず頑がん張ばっている。

　いや、天結宮ソフイアの人間だけではない。

　シェルティスが眺める十字路の先には──

「なあ黒ク猫ロよ、なんでまた統政庁の特務員たる俺が、こんな延々とクソ重い資材運びに汗あせ水みず流さなきゃならないのかね」

「統政庁の被ひ害がいが少なかったからと言われたでしょう。ほらヒューイック様、口を動かすんじゃなくて足を動かしてください」

「…………」

「拗すねてないでほら、ゼアドール様を見習ってください」

　両りよう肩かたに資材を担かつぎながら溜ため息いきをつく第九ヒユーイツクと、その背中を肘ひじでつつく黒猫。

　そんな二人のさらに奥で。

　うずたかく積もった瓦が礫れきを、たった一人で次から次へと道路の脇わきにどかす第一ゼアドールが。

「うむ、これで車両も通行できるであろう。仮家屋プレハブには体調の悪い者も多いと聞く。救命車両が通れるようになったのは良きことである」

「おつかれさまですゼアドール様……あの、こちら、差し入れのお茶を」

「む、マハか」

　瓦礫を放りだす大男に、密着するくらい近づいて水すい筒とうを差しだす白の女性。可か憐れんながらも線の細い外見で、その表情はほのかに色づいていた。

「いつもすまぬな。して医者の診しん断だんは？」

「は、はい……あの……無理をしなければ……よく休んで、これから体力を少しずつ回復させていきなさいと」

「では今日はもう休むがよい。日の中を歩くのは負担であろう？」

「い、いえ。あの……もう少し…………お側にいさせてください。今日は……体調がよいので、日ひ陰かげでゼアドール様のご活かつ躍やくを」

「ふむ。だが無理は禁物であるぞ」

　再び巨きよ大だいな瓦礫を拾いあげ、それを道脇へとどける第一ゼアドール。

　その姿を、白の女性はしっとりした笑顔でいつまでもいつまでも見守っていた。




　第一居住区。

　天結宮ソフイアを中心として、大型の複合ビルと公こう共きよう施し設せつが建ちならぶエリア。ここもまた、特に大型幽ゆう幻げん種の侵しん攻こうを受けたという話だったが。

「すごい、こっちはだいぶ復興が進んでるんだ」

　崩ほう壊かいした建物の後片付けはすでに終わって、いまはもう新しい建物の建築が始まっている。病院や公共施設など、どれも最さい新しん鋭えいの設備が導入されて一新されるという。

　天結宮ソフイアへと続く大通り。

　いまだ亀き裂れつの走った舗装路をまっすぐ進んでいって。

「あぁ、やっぱりスベスベでツヤツヤ。イーシャちゃんの髪かみは子こ猫ねこの毛みたいに柔やわらかくて最高の手て触ざわりね。あの戦いでもよく無事で……！」

「ちょ、ちょっとお姉様！　ですからまじめにお仕事してください！　わたしたちは第一居住区の復興調査ですわ。わたしは主任で、お姉様はその現場監かん督とく者！」

　路地裏から聞き覚えのある声が響ひびいてくる。

　金髪の姉妹。錬れん護ご士筆頭イシュタルのおっとりした口調と、それと逆に怒ど鳴なるような声は人にん形ぎよう遣づかいの妹だろう。

「はーい。イシュタルは監督者ですー。えらいですよー」

「全然えらそうに見えませんっ！　お姉様のバカバカ！　ほらジン、何か言って！」

「俺の調査は終わりました。塔の機工局から新築予定ビルの図面も入手しましたが、おおむねスケジュールどおりに進んでいるそうです」

「ジンはいつも優ゆう秀しゆうね。それにひきかえイーシャちゃんは……」

「わたしの調査が遅おくれてるのは、お姉様がわたしを捕つかまえて離はなさないからですっ！」

「あらお姉ちゃんのせいにするの。いけない子。ぎゅーっと抱だきしめるの刑けい」

「もういやぁぁぁぁぁぁっっっっっっ!!」

　徐じよ々じよにかすれていく悲鳴。

　その路地裏を通りこした先の分ぶん岐きでは、こちらも見覚えある候補生たちが真しん剣けんな眼まな差ざしで口論をかわしていて。

「ナッシュ、向こうのビルの調査が終わった。外見は綺き麗れいだが、お前の指し摘てきどおり地下から幽幻種に食いやぶられた痕こん跡せきを発見した。老ろう朽きゆう化かも進んでいる以上、取り壊した方が無難だというのが機工局の結論だ」

「イシュタル様に報告だろうな」

　腕うで組ぐみして相づちを打つのは端たん整せいな顔つきをした黒髪の候補生だ。

「それと真大陸調査の件だが、俺たちの派は遣けん日程が決まった。再さ来らい週しゆうからホルン師隊長の指揮下で調査に向かう」

「決まったの!?　すごいじゃんナッシュ！　わたしたち候補生で一番のりね！」

「幽幻種との防衛戦を評価してとのことだ。生ビ態オ生ト育ー野プを通るから地ち竜りゆうをはじめ凶きよう悪あくな害がい獣じゆうとの遭そう遇ぐうもありえる。準備は怠おこたるなよ？」

　道一つ先で自分が通りすぎていったことにも気づかない。

　向かい合う四人の瞳ひとみにうかぶ決意の感情。

　──方向はそれぞれ違ちがうけど。

　──みんな、自分の考える未来に向かって歩き始めてる。

　復興に協力する者。

　浮ふ遊ゆう大陸とは比ひ較かくにならない規模の真大陸、その調査に向かう者。

　そんな彼らを激げき励れいし、見守る者。

「……僕も」

　自分に言い聞かせ、シェルティスは第一居住区を進んでいった。

　天結宮ソフイア。

　陽光に輝かがやく純白の塔とうを目指して。
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　遥はるかに天へとそびえ立つ、一本の塔。




　天結宮ソフイア。

　かつて浮遊大陸のまさに中心に建設された、大陸で最も巨大な建築物だ。

　地上２９１階建て、高さ二千メートル。鳥の飛行域を超こえ、雲の浮遊高度を超え、そのさらなる天空へと伸のびた塔。

「……やっぱり大きいや」

　地上から塔の先せん端たんを見上げても、終わりが見えない。

　この塔はきっと塔であり大樹でもあったのだろう。浮遊大陸に根ざし、多くの命を育はぐくみ、そして守ってきた。千年間休むことなく。

　それがいま、ようやくその責務から解放されたのだ。

「キミも、お疲つかれさま。いままでありがとう」

　数えきれぬほどの巫み女こと巫女見習い。

　数えきれぬほどの護士がここで生まれ、そして後世にその想いを伝えていった。その一人一人の汗と記き憶おくが、この塔に刻みこまれているに違いない。

　──幽幻種が残した傷きず跡あとも、まだ壁へき面めんに残ってる。

　──それはきっと、この後も残されたままなのだ。

　いつかずっと先、幽幻種を知らない世代の子供たちも生まれてくるだろう。その時に、この塔だけがそれを伝えることができるのだから。

　……僕たちの戦いの記録と。

　……皇おう姫ひと巫女の祈いのりの記憶を。

　それが天結宮ソフイアの新たな「生き方」なのだろう。

　と。

「よぉシェルティス、久しぶりじゃん」

　千せん年ねん獅しの爛ランだ。その隣となりにはメイメルも。

「聞いたわよ、居住区に行ってたんですってね。キリエのところに泊とまってるって」

「うん。穢歌の庭エデンに行ってる間に浮遊大陸がどうなったか気になって。無事なのはよかったけど、やっぱり自分で見てまわりたかったから」

　第三居住区から第二居住区まで。

　その端はしから端まで全ての区画を、シェルティスは自分の足で回って見てきた。エリエやユト、時にはモニカたちも来てくれた。

「いずれにせよ、シェルティスさんもお元気そうで何よりです」

　ふり向けば、そこには穏おだやか笑顔のヴィオラ・ノヴァ。

　そんな巫女の真横には遮眼帯ブラインダーが特とく徴ちようの千年獅が。

「シェルティス・マグナ・イール。再来週から私と姉上は真大陸の調査に向かう。そこでだ、お前をはじめモニカ部隊長も私の指揮下で──」

「こら、ダメですよホルン。シェルティスさんはこれから用事があるんですから」

　早口でまくしたてる妹を窘たしなめる巫女。

「……私の部隊では不満か？」

　気のせいか心もち残念そうな表情のホルン。

「い、いや、そういうわけじゃないんだけどさ。モニカや華宮もしばらくは居住区の復興の方に力を入れたいって言ってるし」

「そうか。ではいずれ機を窺うかがうとしよう。……ところでだ」

　一転、ホルンの口調がほんの少しだけ軽いものになる。

「あの騒そう々ぞうしい連中、お前の知人関係者だという説がまことしやかに流れているが？」

「騒々しい連中？」

　ホルンが顎あごでさす方向を眺ながめれば──

「凪なぎ！　今日は第二居住区を案内しますね。すでに準備は万ばん端たんです！」

　大きな旅行用リュックを背負った銀ぎん髪ぱつの少女。

　……ん？　あれイリス？

　……最初に見た時はビックリしたけど間ま違ちがいないよね。

　エリエと華宮によって修復された本体。自分は出会うことがなかったが、穢歌の庭エデンではセラの虚きよ像ぞうと戦っていたと聞く。

　そんな彼女が、くたびれた様子の黒髪の少年の手を取って。

「ほら見て、ちゃんとお弁当も作ってきました。じゃーん、三角おにぎり！」

「いや、だからピクニックじゃねえだろ。ていうか、いくらお前が機械だからって正三角形のおにぎりは食しよく欲よくうせるぞ。そんなの三角おにぎりじゃねえよ」

「？　正三角形きれいじゃないですか。見てください、どこ測っても綺麗に60度」

「……このダ家メ政イ婦ドが」

「ところで私たちの新しん婚こん旅行はどこに行きましょう。ねえねえ凪、わたし、真大陸の最果てまで行ってみたいです。昔のエルマリア神教界のところ」

「…………助けてくれ」

　イリスに迫せまられて溜ため息いきをつく凪・一いち咲さき・ジール。

「なぎせんぱい、あたし今日も天結宮ソフイアの見学したいです！　昨日は１５０階までだったんで今日はその上まで行きましょう。めざせ最上階！」

「いやまったく。目覚めてみれば穢歌の庭エデンが消えていたのに驚おどろきだが、この天結宮ソフイアという塔をはじめ技術力の進歩にはそれ以上に驚きだ。なあ凪」

　凪の手をとって引っぱる金きん髪ぱつの少女と、腕組みして天結宮ソフイアを見上げる眼鏡めがねの男子学生。

　どちらも天結宮ソフイアでは見慣れぬ学生服だ。

　──ええと、あれは。

「お前の知人か？」

　遮眼帯ブラインダーごしに彼らを見つめるホルン。

「知人もなにも銀髪の女の子はイリスでしょ。ああ、えっと凪は……黒髪で僕くらいの年の彼は、僕よりずっと前に穢歌の庭エデンに堕おちたって聞いてる」

　穢歌の庭エデンに囚とらわれていた者たちだ。

　イリスの主人だったという凪をはじめ、そういった者たちも目覚めて、少しずつ現代の世界に馴な染じもうとしている。

「あの金髪の女の子と眼鏡かけた男子学生もそうだってイリスが言ってた」

「なるほどな。過去の時代の生き証人たちか」

　と。

　そこに割って入ったのは真紅の髪をした巫女だった。

「こらちょっとイリスさん！　見慣れない部外者が塔内でさわいでるという通報で来てみれば──」

　巫女の第一位エルミーティア。

　滅めつ多たに表に出てこないことで知られる彼女も、レオンから聞いた話では別働隊として穢歌の庭エデンにかけつけてセラの虚像と戦ったと聞いている。

　そんな彼女が、凪の手を取るイリスを押しのけて。

「凪には私が先約ですわ。凪、わたくしの全身メンテの約束、忘れてるとは言わせませんわよ。おかげで何年メンテしてなかったと思うんですの！」

「む？　エルミーティアさんは黙だまっててください。巫女の第一位ともあろう方が、こんなところで油売ってていいんですか」

「今日のノルマは済ませましたわ。どこぞの不完全ダ家メ政イ婦ド機関さんと違って、わたくしは手て際ぎわの良さに定評がありますの」

「むむっ」

「むむむっ」

「……もう好き勝手やってくれ」

　にらみ合うイリスとエルミーティア。彼女たちに挟はさまれた凪はというと、観念した面おも持もちでがっくりと肩かたを落としていた。

「へえ、意外。イリスと巫女の第一位エルミーテイアってあんなに仲良かったんだ？」

「放っておけ」

　ふり向けば──

　真っ黒のロングコートを羽織った長身の千年獅。

　成人男性の平均よりも頭半分は高い長身瘦そう軀く。年ねん齢れいは二十代中なか頃ごろだろうか。眉び目もくのととのった面立ちをした白はく皙せきの剣けん士しだ。

「あ、師し匠しよう……」

　ファルバレン・シーケンサー。

　千年獅の第一位。入塔したシェルティスが双そう剣けんを身につけていたのに注目し、気まぐれから剣を教えてくれた相手だ。

「────」

　無言で、その男が道の前方を指ししめす。

「向かう場所があるのだろう？」

「……はい」

「あまり待たせるな。今度こそ、な」

　寡か黙もくな男の、つたない餞はなむけ。

　その言葉に背を押され、シェルティスは再び歩きだした。

　まっすぐ。

　まっすぐ。

　そして塔とうの裏側へと回り──

「遅おそかったですねシェルティス」

「サラ様？」

「穢歌の庭エデンから帰き還かんした勇士を出で迎むかえるのが、皇姫として最後の務めです」

　七色に輝かがやく水みず鏡かが色みいろの髪かみをなびかせる彼女。

　皇姫がまとうのはウェディングドレスのように裾すその長い白銀の法衣。あの時、穢歌の庭エデンに向かう自分たちを前にしたのと同じ正装だ。

　息を吞むほどに可か憐れんで華きや奢しやで、そして気高い。

　──その印象はいまも変わらない。

　──穢歌の庭エデンが消えた現在も、そしてこれからの未来も。

「あなたが塔に戻もどってくると聞いて、私も……久しぶりに塔の外まで降りてみました」

　まっすぐ注がれる陽光。

　まぶしそうに、けれど心地ここちよさそうに眼を細める彼女。

「そして、こんなにも大きかったんだと思いました」

「……天結宮ソフイアが？」

「ええ。千年間、私たちを支えてくれたこの塔。最上階にいて祈るだけの立場であった私にとっては、こんな気持ちでコレを見上げるのは初めてですから」

　天を仰あおぐように少女が両手を広げる。

　しっとりと儚はかない微び笑しよう。その表情を描えがくまでにどれほどの苦難があったことだろう。

「あの……」

「あ、ご、ごめんなさい。恥はずかしい姿を見せました」

　目の端に浮うかんだしずくをさっと指先ではらう皇姫。

　ほんのりと頰ほおを赤らめながら。

「失礼、今日は予定があるのでしたね。長々と引き留める気はありません。本来なら皇姫として労ねぎらいの言葉の一つでもと思いましたが……やめておきましょう。どれだけの言葉を重ねてもあなたの功績を称たたえることはできそうにありませんから」

　──だからこそ。

　だからこそ彼女自らがここで待っていた。

　それが自分にできる最大の感謝の記であり、そして餞だったから。

「またいつか、塔に戻ってきてくださいね」

　惜おしみない笑顔に背を押され、歩きだす。

　真大陸に吹ふきこむ風を背に受けて。

　心地よい陽光を背に浴びて。

　どこまでもシェルティスは進んでいった。そして。

「遅かったな」

「……こんにちは」

　道の端に佇たたずみ、自分を出迎えてくれたのは銀髪の剣士だった。

　その横にはもちろん黒くろ髪かみの巫み女この姿も。

「レオン、それに春蕾も」

「うむ。久しぶりにお前の顔を見たかったというのもあるが……」

　待ちわびた表情のレオンが、おもむろに背後から自分の大剣を取りだして。

「待っていたぞシェルティス！　さあ訓練に付きあえ、腕うでは鈍にぶっていないだろうな!?」

「────」

「────」

　しんと静まりかえる周囲。

　ややあって、やれやれと溜息をつきながら剣を納めるレオン。

「……つまらん。冗じよう談だんだとわかっていながら無反応とは」

「いや、レオンのはむしろ本気の方で疑うし」

「…………うん」

　目のあった春蕾も真顔で肯こう定てい。

「そうか？　まあ、それはそれで構わないが、とにかく──」

　道の先。

　自分が進む方角を視線で見やってレオンが腕うで組ぐみ。

「俺たちで最後だ。早いところ行ってやれ」

「……この先で待ってる」

　それ以上の言葉はない。

　道の端で、ただじっと自分の歩みを見送ってくれる。そうとわかっていたから、シェルティスは先を目指した。




　歩く、ということ。




　第二居住区から始まり、第一居住区をこえて、天結宮ソフイアへとたどりつく。

　──たくさんの出会いがあって。

　──その出会いの中に、さらにたくさんの思い出があって。

　そしてまた進んでいく。

　道のりのなかで得た大切なものを落とさないよう、こぼさぬよう。

　その先に──

　その歩みの最後に。




「シェルティス──」




　ユミィ・エル・スフレニクトール。

　淡い黄金色オフゴールドの髪を微び風ふうになびかせて、強い日射しにほんの少しだけ目を細め、そして口元に穏おだやかな微笑をうかべる彼女が立っていた。

「お待たせ。待たせちゃったね」

「ううん。わたしもね、待ってる間、いろんなことあったなって思いだしてた」

　天へと向かう塔を見上げる彼女。

「……メイメルがね、巫女の演説を用意してる時に珍めずらしく迷ってたの。難しいわって。穢歌の庭エデンとの戦いが『終わった』って言うこともできるし、逆に新しい世界が『始まった』って言うこともできるでしょ。最初にどっちから言おうかしらって。それでわたしにも、ユミィならどっちを最初に言うかしら？　って聞かれちゃって」

「なんて答えたの？」

「ヒミツ。でも、たぶんシェルティスの思ってるとおりだよ」

　いたずらめいた口調でユミィが声を弾はずませる。

　けれどふと、何かを思いだしたように彼女は口調を真ま面じ目めなものにして。

「知ってる？　もうすぐ巫女っていう階級、なくなっちゃうんだって」

「…………」

「穢歌の庭エデンがなくなったから。浮ふ遊ゆう大陸を守る必要がなくなったから。もちろんすぐの話じゃないけど、周りが落ちついた頃ころに。護士も同じなんだって」

　護士の多くは真大陸の調査と開かい拓たくに就つく。

　巫女と巫女見習いもしばらくはその支し援えんにあたるという話だ。

　けれど、かつてのように「巫女を守る千年獅」のような役目はもう残らない。

「いつか巫女っていう役目自体、忘れられちゃうのかなって」

「……そうだね」

「シェルティスは？　自分がやってた護士っていう役目がなくなって寂さびしくない？」

　翡ひ翠すいのように輝く瞳ひとみで見つめられる。

「寂しいよ。やっぱり、慣れ親しんだものがなくなっちゃうわけだからね」

「……そう……だよね」

「だけど」

　言葉を句切って、視界をユミィから天上へ。

　雲一つない蒼そう穹きゆうの彼方かなたを仰ぐ。

「いつか遠い先、穢歌の庭エデンのことも幽ゆう幻げん種のことも知らない時代が来たのなら、それは幸せな世界なんだろうなって思うよ。そういう未来を夢見てたから、ユミィは今まで頑がん張ばってきたんじゃないの？」

「……っ！」

「だろ？」

「う、うん！　もちろん！」

　何度も何度も、ユミィが力強くうなずいてみせる。

「そうよね、そのために頑張らないと。まだまだやること沢たく山さんあるもん」
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「そうだよ」

「────」

「────」

　シェルティスがユミィへ、ユミィがシェルティスへと。

　互たがいが互いへと歩み寄り、寄りそいあう。

　そして。

「それじゃ、行こうか」

「うん！　ねえシェルティス、今日はどこまで行くの？」

　なにげないユミィの問いに。

　かつて穢歌の庭エデンに堕おちた少年は、迷うことなくこう言った。




「もちろん、歩けるところまで」




　──そして二人は歩きだす。

　互いにさしだした手と手を、とりあって。







　あとがき







　──歩き続ける、ということ。




　お久しぶりです。細さざ音ねです。

「氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン」13巻、手にとっていただきありがとうございます。

　丸四年間以上という長い物語を描えがいてきて、最後の最後まで、こうして一つの終着点に辿たどりつくことができたこと、応おう援えんしてくださった全ての方にお礼申し上げます。

　四年以上本シリーズを続けてやっていれば締しめ切きりや体調、それ以外のことでも苦しいことは当然に少なくなかったはずなのですが、ここまで辿りついたとわかった瞬しゆん間かん、そういったものも懐なつかしく思えてしまうから不思議です。

　最後らしく、ここから先は時系列順にふり返ってのお話を。

◆構想──「描きたかった情景」

　著者近きん況きようにも書かせていただきましたが、エデンの場合、シリーズを通して描きたかった「ある最終シーン」を真っ先に思いついて、そこから物語が膨ふくらんでいきました。

　そこには既に、「互たがいに触ふれられない主人公とヒロイン」という構図も一諸に浮うかんで、そこから今までの物語に広がっていったという流れです。

　目指すべき目的地が最初にあって、あとはそれに向かってどこまでも歩き続ける──そうした物語の構想、今回は主人公がまさにそれを体現することになった気がして、これもまたふしぎな縁えんだったと思います。

◆魔ま笛てきと沁しん力りよく──「楽園の場所」

　第七真音律エデン・コードと第七天音律ソフイア・コード。本一冊のなかでこの二つが共に唱われるのは、とにかく第一巻以降は最終巻のみにしようと決めていました。

　一巻目が「楽園幻げん想そう」、最終巻が「楽園現奏」ということで、サブタイトルもそうした部分を反映させ、かつ対比させたものをというコンセプトになっています。

　第七真音律エデン・コードと第七天音律ソフイア・コード、それぞれ一巻目と最終巻で詩の内容もそれに相応ふさわしいものに仕上げたつもりですので、もしよろしければいま一度、一巻目を開いていただいて、最終巻のものと見比べていただければ幸いです。

◆一人でないということ──

　この最終巻に辿りつくにあたり、本当にたくさんの方のお力ちから添ぞえがありました。

　まずは、イラストを担当してくれたカスカベアキラ先生。

　四年以上にわたり本当にありがとうございました。先生の描く魅み力りよく的なキャラクターと美しい色いろ遣づかいにどれほど力を頂いたことか。先生にイラストをお願いし、そして快かい諾だくしていただけた時の喜びは四年後の今でも忘れられません。

　そして、今なおコミカライズを担当してくださっている木き村むら勇ゆう貴き先生。

　月刊少年シリウス掲けい載さい「氷結鏡界のエデン」。

　こちらの物語はまだ、終わっていません。小説が終わっても、なお絵の中で動き続けるシェルティスやユミィが漫まん画がのなかでどう歩んでいくのか。心から楽しみにしています。これからも何なに卒とぞよろしくお願いいたします！

　そして三人の編集各位。

　初代編集Ｋさん、二代目編集Ｓさん、現担当編集Ｈさん。

　この「エデン」という物語に、いつも貴重なご意見をくださったこと、心からお礼申し上げます。これからの新作でもどうぞお力添えのほど宜よろしくお願いいたします。

　◆この先のこと──「歩き続けた、その先へ」

　ひとまずの区切りまで辿りついた「楽園」の物語から舞ぶ台たいを移し、次回は、その楽園にとても近い存在である「幻想生物」をめぐる少年少女の物語を考えています。

　それでは、少しだけそちらのご紹介を……
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◆「楽園」の物語の、その先へ




　すべての発ほつ端たんは『ネクサス事象』──

　ねえミソラ。人間と天使と悪あく魔まと竜りゆう、そしてあらゆる「命」がたどる生命進化。

　その進化の終点に、いったい何があると思う？




　水精霊ウンデイーネや有翼馬ペガサス、竜に妖よう精せい。お伽とぎ話ばなしや空想の物語にのみ生きる幻想生物たちが、次世代生物工学によって次々と再現され、次世代新生物として生みだされる現代社会。

　だが、そんな高度生命工学世界のなかで──

　幻想世界から逃のがれてきた「本物の天使」の少女と、一人の少年が出会ったことから物語は幕を開ける。
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『Ｓ.Ｉ.Ｒ.Ｅ.Ｎ.サイレン　─次世代新生物統合研究特区─』

　２０１４年４月19日（土）刊行。イラスト：蒼あお崎ざき律りつ先生。

　このエデン最終巻の翌月刊行。

　完全新作にふさわしいものにするべく、その物語と世界観はもちろん、種々の要素から細部にいたるまで、ここまでエデンを読んでくださった方にきっと気に入っていただける。そんな作品を目指して出来るかぎりのことをしてきたつもりです。

　願わくば、エデンからのバトンを受けとったこの作品も、応援いただければ幸いです。

　……さて。

　短くはありましたがエデンの物語から次回作の予告まで終わってしまいました。

　これが本当に、エデンにおける自分の最後の筆になります。それでは……




『氷結鏡界のエデン』を最後までお読みいただき、本当にありがとうございました。シェルティスやユミィ、そして全ての登場人物たちと共に、この場でお礼申し上げます。

　願わくば来月──

『Ｓ.Ｉ.Ｒ.Ｅ.Ｎ.サイレン　─次世代新生物統合研究特区─』で再びお会いできますように。




　２０１４年２月上じよう旬じゆん、雪のちらつく朝に


細音　啓けい　　
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